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序

現在、高岡市におきましては341箇所もの遺跡が周知されています。これら多くの遺跡で醸

成された文化は、ご先祖から代々受け継がれ、現代へとつながっています。本市におきまし

ては、長年にわたりこれらの保護を実施して参りました。

このたび報告いたしますのは、平成20年度から平成23年度にかけて屋外本発掘調査を実施

した、高岡市木津土地区画整理事業に伴う中木津遺跡と西木津遺跡の発掘調査成果です。

調査の結果、中木津遺跡では、縄文後期から晩期の石囲遺構や土坑が検出されました。ま

た、古代の集落跡や佐野台地一帯を流れる溝の一部が見つかりました。これにより、東木津

遺跡や石塚遺跡の北側に古代と中世後半から近世の集落があることが判明しました。西木津

遺跡では、中世の集落を検出しています。

本書を郷土における歴史探求や学術研究にご活用いただければ幸いです。

末尾になりましたが、今回の発掘調査の実施にあたり、ご協力いただきました関係各位、

地元の皆様に、厚くお礼申し上げます。

平成26年 3 月

高岡市教育委員会

教育長氷見哲正



例百

1 本書は、富山県高岡市において高岡市教育委員会が実施した、中木津遺跡と西木津の発掘調査の調査報

告書である。

2 当調査は高岡市木津土地区画整理組合による区画整理事業に伴い実施したものである。

3 屋外発掘調査は、平成22年度及び23年度において実施した。報告書の編集・作成作業は平成24年度及び

平成25年度に高岡市教育委員会にて行った。屋外調査、及ぴ一部の整理発掘調査についての体制は、高

岡市教育委員会が監理し、高岡市木津土地区画整理組合、事業代行者の株式会社松原建設、そして発掘

調査会社で4者協定を締結し実施した。

4 高岡市教育委員会の調査関係者は以下のとおりである。

言栗 長 大巻 宏治（22年度）

高田 克宏（23～25年度）

課長補佐 富山 尚樹（24 ・ 25年度）

玉 幹 中野由美子（22 ・ 23年度）

王 査 根津 明義（22～25年度）

主 事 田上 和彦（24 ・ 25年度）

事務員 田上 和彦（23年度）

嘱託職員 田上 和彦（22年度）

道振 弘明（22年度）

阿原 智子（23年度）

江口 雅子（23～25年度）

千田 友子（23年度）

宮野美重子（23年度）

杉山 大晋（24 ・ 25年度）

中野由美子（24 ・ 25年度）

5 報告書作成において、以下の各氏により御教授、御支援を賜った。 （順不同・敬称略）

安念幹倫・酒井重洋（富山県埋蔵文化財センター）、久田正弘（石川県埋蔵文化財センター）、新宅輝久

（株式会社アーキジオ）、岡田一広（株式会社エイ・テック）、鈴木景二（富山大学）

6 本書は、各担当地区の発掘調査会社の概要を基に杉山が主体となり加筆・編集を実施した。

7 発掘調査にかかる遺物等の資料は、すべて高岡市教育委員会が一括保管している。

凡例
1 本書に掲載した遺構図の方位は座標北であり、水平基準は海抜高である。

2 座標は世界測地系を使用し、各地区にてグリッド番号による表記を行っている。

3 本書においては、各遺構に対し、次のような記号を付してその種別を表した。

s A ：柵杜 s B ：掘立柱建物 s D ：溝状遺構 s E ：井戸杜 s K ：土坑

s X ：凹地及ぴ性格不明遺構

4 遺構図における平面図及び土層断面図の縮尺は、それぞれの図版に記載している。

5 遺構図の断面や平面図、遺物図面のアミカケは、下記の通りである。

~地山 ．．須恵器 露塁審珠洲 璽豊富赤彩 盟圏黒色処理 ~赤漆
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図版 14 遺構写真区画整理2 区 1. 掘立柱建物 SB06 完堀状況（北）

2. 掘立柱建物 SB07 完堀状況（南）

3. 溝 SDll 完掘状況（南）



図版 15 遺構写真 区画整理2 区 1. 溝 SD43 完掘状況（東）

2. 溝 SD43 分岐部完掘状況（南）

3. 溝 SD48 全景（北）

図版 16 遺構写真 区画整理3 区 1. 調査区全景（南西）

2. A 地点垂直写真（上が南西）

3. 調査区北側全景（北東）

図版 17 遺構写真 区画整理3 区 1. B 地点垂直写真（上が北東）

2. c 地点垂直写真（上が南西）

3. E 地点垂直写真（上が南東）

図版 18 遺構写真 区画整理3 区 1. c 地点掘立柱建物 SBOl 完掘状況（北東）

2. A 地点溝 SD 4 ・ 5·6 完掘状況（南西）

3. A地点溝 SD16 ・ 17 完掘状況（南）

図版 19 遺構写真 区画整理区 1. B地点溝 SD14 ・ 21 完掘状況（南西）

2. E地点土坑 SK27 ・ 28 ・ 29 完掘状況（北東）

3. E 地点北壁土層断面（南）

西木津遺跡

図版 20 遺構写真西木津遺跡区画整理区 1. 遺跡遠景（北）

2. F ｷ G地点垂直写真（上が南東）

3. G地点土坑 SK39 完掘状況（南）

図版 21 遺構写真西木津遺跡 区画整理区 1. F地点土坑 SK52 遺物出土状況（南）

2. F地点溝 SD65 完掘状況（西）

3. F地点溝 SD65 遺物出土状況（北東）

図版 22 遺物写真中木津遺跡区画整理 1 区土器類古代須恵器

図版 23 遺物写真中木津遺跡区画整理 1 区土器類古代須恵器・土師器

図版 24 遺物写真中木津遺跡区画整理 l 区土器類古代須恵器・土師器中世珠洲

図版 25 遺物写真中木津遺跡区画整理 l 区土器類縄文土器古代土師器石製品他

図版 26 遺物写真中木津遺跡区画整理 l 区土器類古代墨書土器・転用硯・製塩土器

図版 27 遺物写真中木津遺跡区画整理 l 区土器類縄文土器古墳～古代土師器

図版 28 遺物写真中木津遺跡区画整理 1 区土器類縄文土器古代須恵器・土師器中世陶磁器

土製品

図版 29 遺物写真中木津遺跡区画整理 1 区土器類縄文土器弥生土器土製品製塩土器

図版 30 遺物写真木津神社遺跡（中木津遺跡）試掘D 区 土器類縄文土器

図版 31 遺物写真木津神社遺跡（中木津遺跡） 試掘 D 区

遺物写真中木津遺跡区画整理 1 区石製品

土器類縄文土器

図版 32 遺物写真中木津遺跡区画整理 1 区木製品金属製品

中木津遺跡区画整理2区土器類縄文土器古代須恵器近世陶磁器

図版 33 遺物写真中木津遺跡区画整理2区土器類土師器古代須恵器中世珠洲



図版 34 遺物写真中木津遺跡区画整理2 区土器類古代須恵器中世珠洲・土師器近世陶磁器

土製品

図版 35 遺物写真中木津遺跡区画整理2区土器類中世陶器近世陶磁器

図版 36 遺物写真中木津遺跡区画整理2区土器類近世陶磁器木製品

図版 37 遺物写真中木津遺跡区画整理3 区土器類縄文土器古代須恵器・土師器

図版 38 遺物写真中木津遺跡区画整理3 区土器類古代須恵器・土師器中世磁器中世土師器

図版 39 遺物写真中木津遺跡区画整理3 区土器類縄文土器古代須恵器・土師器中世土師器

西木津遺跡区画整理区 土器類古代須恵器中世珠洲・陶磁器中世土師器

瓦器

図版 40 遺物写真西木津遺跡区画整理区 土器類中世珠洲
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第 1 章遺跡の位置と分布状況

第 1 節遺跡の位置

福田と佐野 高岡市街地の南西郊外は、かつての佐野村、福田村の地である。中木津遺跡は佐野地区木津

集落の南側、福田地区石塚集落の西側に位置する。

木津集落とその周辺庄川扇状地を形成する支流の 1 つに千保川がある。千保川は江戸時代までは庄川

の本流となっており、寛文10 (1670）年から正徳 4 (1714）年にかけて実施された加賀藩による河川改修に

よって現在の流路となった。千保川を小矢部川との合流地点から約3.0km遡った左岸に木津集落が位置する。

木津集落は佐野台地の北東端部に位置し、ここより北東方は千保川の氾濫源となる。この氾濫源の対岸は高

岡台地（現市街地中心部）である。

木津地区は江戸時代から明治22年までは木津村であり、その後は北部が高岡市に、南部は佐野村に所属し

た。佐野村は、佐野・西藤平蔵・十二町島・北蔵新・中坪新・木津新・上関新の 7箇村と鷲島新・木津・鴨

島・上関・上黒田・下黒田の一部が合併したものである。昭和17年に佐野村が高岡市と併合することに伴い、

高岡市の大字となり現在に至っている。佐野村は射水郡二上荘に属し、佐野郷として鎌倉時代の文献にみら

れる。佐野郷、佐野村は射水郡に含まれてきた地域である。高岡市においては中央部にあたり、北側は旧射

水郡高岡町、東側は旧射水郡二塚村、南側は旧砺波郡戸出町、西側は旧砺波郡福田村の地域である。佐野地

区の南および西の境界で旧射水郡と旧砺波郡の境となり、古代の郡界もこの付近に推定され、ここまでが射

水郡とされている。

佐野地区は庄川扇状地の豊富な伏流水の湧水帯にあたり、特に木津地区では昭和 2年に高岡市上水道計画

における水源地として指定された。近年、佐野地区では大型の宅地化が進み、北側には南星町、中央部に

は泉ヶ正団地など造成が行われている。佐野地内の東部には高岡を起点とする国道156号が南北に走り、砺

波・五箇山を通り岐阜県岐阜市に達している。

石塚集落とその周辺庄川扇状地を形成する支流の一つに祖父川がある。祖父川を小矢部川との合流地点

から約l.5km遡った右岸に石塚集落が位置する。石塚集落には県道高岡環状線が貫き、祖父川の対岸には近

世北陸道にあたる県道鴨島立野線が走る。県道高岡環状線と県道鴨島立野線は北接する集落である上北島集

落で合流する。石塚の名は砺波郡吉積荘に属する村として「石塚村」が南北朝時代の文献に見えるものであ

る。石塚集落の北側は上北島（旧上北島村）、東側は佐野（旧佐野村）、南側は辻（旧辻村）、西側は六家

（旧六家村）である。

石塚地区は江戸時代から明治22年までの石塚村であり、その後は明治22年に成立した福田村に所属した。

福田村は、佐野・福田新・上北島・石塚・辻・蔵野町・荒見崎の 7箇村を合併したものである。昭和24年に

福田村が高岡市と併合することに伴い、高岡市の大字となり現在に至っている。福田の地名は福田郷・福田

荘として鎌倉時代から戦国時代の文献に見えるものである。福田郷の惣杜は、延喜式内杜とされる荊波神社

である。福田村は砺波郡、郡の分割後は西砺波郡に含まれてきた地域である。高岡市においては中央部にあ

たり、北側は旧射水郡横田村、東側は旧射水郡佐野村、南側はrs砺波郡戸出町、西側は旧砺波郡東五位村の
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地域である。福田地区の北および東の境界で旧射水郡と旧砺波郡の境となり、古代の郡界もこの付近に推定

され、ここまでが砺波郡とされている。福田地内の西側には北東から南西方向に国道8号が走り、また並行

して近世北陸道である県道立野鴨島線が走る。また、近世城端道である県道高岡環状線は上北島地内で県道

立野鴨島線から分岐し、戸出・砺波方面へ延び、ている。

地勢

庄川扇状地 庄川は、飛騨高地の中央部、岐阜県荘川村烏帽子岳に発し、庄川町金屋で平野部へ出て、

砺波平野の東端を北流し、新湊市六渡寺で富山湾へ注ぐ全長132kmの川である。庄川町金屋で平野部に出る

と、北西方向に拡がる扇状地を形成し、この扇状地は砺波平野の主要部となる。現在の庄川は庄川扇状地の

東端部を北流しているが、これは寛文10 (1670）年から正徳 4 (1714）年にかけて実施された加賀藩による

河川改修と流路の固定化によるもので、それ以前は千保川筋が庄川本流であった。この加賀藩の河川改修で

は、高岡市能町地区で小矢部川と合流していた。明治29 (1896）年に伏木地区で相次いで洪水し、また伏木

港の建設のため、小矢部川と庄川を分流する工事が行われ、明治45 (1912）年に工事が完了し現在のように

富山湾へ直接注ぐようになった。現在は庄川の上流部には幾多のダムが建造され、また砺波平野の濯概用水

源として利用されているため、河床の低下が著しくなっている。

庄川扇状地を形成する庄川の支流は、いずれも扇状地の西端部を北流する小矢部川に注ぎ込む。小矢部川

は、石川県と富山県との境の大門山に発し、福光町網掛で平野部へ出る。砺波平野とこれに続く射水平野の

西側を緩やかに曲流した後、二上山の南麓から東麓へ走り、高岡市伏木より富山湾へと注ぐ、全長67kmの

川である。大小いくつもの川がこの小矢部川へ流れ込み、排水河川として機能している。

祖父川 庄川の支流で小矢部川へと流れ込む川の 1 つに祖父川がある。祖父川は庄川扇状地扇央部の砺波

市三郎丸で舟戸口用水から流れ出し、高岡市早川にて小矢部川へ注ぎ込む全長13.9kmの川で、ある。舟戸口

用水は庄川扇状地の扇頂部にあたる庄川町金屋から砺波市三郎丸までの濯概用水で、あり、三郎丸にて祖父川

と千保川に分流する。祖父JI I は高岡市南西部の濯蹴用水、また伏流水などの排水路として機能している。

千保川 庄川の支流で小矢部川へと流れ込む川の 1 つに千保川がある。千保JI I は庄川扇状地の扇頂部にあ

たる庄川町金屋で庄川から流れ出し、高岡市街地の中央部を縦断し、高岡市四屋にて小矢部川へ注ぎ込む全

長18kmの川で、ある。江戸中期までは庄川の本流であり、小矢部川との合流点は木町として、初期高岡町の

港津として発展したが、庄川が現在の流路になると小矢部川の流量が滅り、港津の機能は伏木へと移った。

佐野台地佐野台地は往古の庄川が形成した扇状地の扇端部で、西は小矢部川、束は千保川の浸食によっ

て段正化した標高10～20mの台地で、ある。千保川の対岸には高岡台地があり、本台地と高岡台地は連続する

台地であったと考えられている。本台地の中央部には祖父川が北流し 2分している。本台地では庄川の伏流

水による湧水が非常に豊富で、台地の端には伏流水がつくる小河川によって浸食谷が形成されている。

本台地上では縄文時代後期から人々の定住が確認され、弥生時代中期以降は台地の端部に中核的集落が形

成される。現在は半島状に突出した部分は高岡市街地となり、それ以外は田園地帯が拡がっている。
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第2節遺跡の分布状況

中木津遺跡と西木津遺跡 高岡市街地の南西郊外、祖父川と千保川に挟まれた標高11～12mの微高地に中

木津遺跡と西木津遺跡が立地する。ここは往古の庄川が形成した扇状地の末端に当たり、佐野台地と呼ばれ

ている。当遺跡の西側には和田川とその周辺の谷状低地部が走り、微高地を大きく 2分している。

中木津遺跡は、旧称は木津神社遺跡であり、昭和62年の遺跡分布調査で確認された。平成20年度に木津土

地区画整理事業に伴う試掘調査を実施し、遺跡範囲および名称の変更を実施した。縄文時代晩期以来の複合

集落跡である。西木津遺跡は、同じく昭和62年の遺跡分布調査で確認された。平成20年度の同土地区画整理

事業に伴う試掘を実施している。中世から近世にかけての集落跡である。

第2図遺跡分布図（1 /2万5千）

11. 中木津遺跡、 12. 東木津遺跡、 13. 小竹B遺跡、 14. 小竹C遺跡、 15. 中保A遺跡、 16. 中保B遺跡、 17田中保C遺跡、 18. 樋詰遺跡

19. 辻遺跡、 20. 蔵野町遺跡、 21. 蔵野町東遺跡、 22. 荒見崎北遺跡、 23目荒見崎村内遺跡、 24. 下北島住吉遺跡、 25. 上北島遺跡

26. 石塚江之戸遺跡、 27. 石塚五俵田遺跡、 28. 石塚騎保遺跡、 29. ＇石名瀬A遺跡、 30. 西佐野千代遺跡、 31. 石名瀬B遺跡、 32. 北木津遺跡、

33. 西木津遺跡、 34. 石塚遺跡、 35. 泉ヶ丘遺跡、 36. 下佐野遺跡、 37. 諏訪遺跡、 38. 上黒田遺跡、 39目石塚六方遺跡
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祖父川沿いの遺跡

福田地区の遺跡佐野台地の北西部は半島状に突出しており、その付け根の位置に石塚遺跡が所在する。

石塚遺跡は縄文時代後期以来の複合集落跡である。石塚遺跡の北側には下北島住吉遺跡・上北島遺跡が所在

する。石塚集落の北側には湧水による浸食谷が東西方向に走り、谷の北側台地上に石塚江之戸遺跡が所在し、

縄文土器（晩期）が出土し、中世の遺構・遺物が確認されている。石塚遺跡の南西側には石塚五俵田遺跡・

石塚晴保遺跡が所在し、縄文土器（後～晩期）が表採されている。石塚遺跡が南に拡張することが判明し、

南接していた石塚屋敷田遺跡は石塚遺跡に含まれることになった。石塚遺跡の北東側には石名瀬B遺跡があ

る。

立野地区の遺跡 立野地区は J R西高岡駅周辺に位置し、ここでは祖父川が大きく蛇行している。この蛇

行部では佐野台地が半島状に西へ突出しており、この突出部に辻遺跡が所在する。祖父川を挟んで辻遺跡の

対岸には樋詰遺跡が所在する。祖父川が大きく北西方向に張り出す部分の右岸微高地上に中保A遺跡・中保

C遺跡が所在する。祖父川を挟んで中保A遺跡の西側の対岸には中保B遺跡が所在する。中保B遺跡は平成

6年度以来の調査にて、縄文時代後期からの複合遺跡であることが判明している。中保B遺跡の西側には立

野地頭田遺跡があり、祖父川をやや遡った位置に小竹A遺跡・小竹B遺跡・小竹C遺跡が所在する。佐野台

地の西端部には駒形遺跡・高田新茅道遺跡・高田新西後遺跡が所在し、これらの遺跡は高岡工芸高等学校地

理歴史クラブO B会により調査され、縄文時代後～晩期の遺跡であることが判明している。佐野台地の最西

端には弥生時代後期の中核的集落遺跡である下老子笹川遺跡が所在する。

千保川沿いの遺跡

佐野地区の遺跡佐野台地の北東部に中木津遺跡が所在する。中木津遺跡に南接する東木津遺跡は弥生時

代以来の複合集落であり、特に奈良・平安時代の遺構・遺物が確認されている。中木津遺跡の北側には西木

津遺跡・北木津遺跡が所在する。東木津遺跡に南接して泉ヶ正遺跡と下佐野遺跡がある。泉ヶ丘遺跡は昭和

37年の泉ヶ正団地の造成中に確認された遺跡であり、縄文土器（晩期）が採集されている。下佐野遺跡から

は弥生時代終末期～古墳時代初期の周溝墓群と集落跡、古代の官街的要素を持つ集落や中世の集落が確認さ

れている。下佐野遺跡の西側には、石名瀬A遺跡があり、弥生時代中期以来の複合集落跡である。特に弥

生中期～古墳前期の方形周溝墓や竪穴建物・掘立柱建物で構成される集落跡が特筆される。古代においては、

下佐野遺跡や石名瀬A遺跡、東木津遺跡からは、斎串や人形などの木製祭杷具が出土している。加えて、人

面墨書土器や馬が書かれた墨画土器も出土することから古代祭杷に関連する遺物も多く確認される。祖父川

と千保川の中間地点に荒見崎集落が位置し、集落の北東側に荒見崎北遺跡、北西側には蔵野町遺跡、南東側

には荒見崎村内遺跡がある。荒見崎村内遺跡は弥生時代中期を中心とし、昭和56 ・ 57年にかけて試掘調査が

行われ荒見崎遺跡として報告されている。

高岡台地の遺跡

千保川を挟み佐野台地の対岸には高岡台地が拡がる。東木津遺跡の北東3.0kmのところには、近世高岡の

中心となった高岡城跡がある。この城は加賀前田家2代当主前田利長が築いた城である。この高岡城跡内に

は 2つの縄文時代の遺跡がある。高岡城跡の南西部には大手町遺跡が所在し、北東部には小竹薮遺跡が所在

する。高岡城跡の北方には中川遺跡・古定塚遺跡がある。中川遺跡は縄文時代晩期を中心とした遺跡であり、

古定塚遺跡は旧石器の採集地である。
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第2章 調査に至る経緯と経過

調査計画

平成20年、高岡市木津土地区画組合による総面積約40,000rrfの区画整理事業が同地において計画され、高

岡市教育委員会あてに埋蔵文化財保護に係る取り扱いが打診された。その後、両者間で協議を行い同年秋季

より試掘調査を実施し、今後の調査計画や開発計画を検討することとした。

試掘調査の結果、多くの範囲において埋蔵文化財が所在することが判明し、また原因者側の意向も含め

このうち約25,000rrfに対する本発掘調査を依頼される運びとなった。初年度は中木津遺跡の22.566rrfを調査

し、 2年目は同遺跡、の、 2401ぱと、西木津遺跡の546rrfを発掘調査を行った。

発掘調査の実施にあたっては、高岡市教育委員会のほか、原因者である高岡市木津土地区画整理組合、事

業代行者の株式会社松原建設、そして民間発掘会社の 4者にて協定を締結し実施した。

第 3図調査地区位置図 ( 1 /5, 000) 
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なお、調査経過及び担当した民開発掘調査会社は以下のとおりである。

平成20年度試掘調査 木津神社遺跡 担当調査会社：株式会社エイ・テック

調査対象面積： 36,600ぱ調査面積： 4,140ぱ

西木津遺跡 担当調査会社：株式会社エイ・テック

調査対象面積： 3,400ぱ調査面積： 360rri

平成20年度の試掘調査により、中木津遺跡の西側部分については埋蔵文化財が存在しないものと判断され、

指定からは外すこととした。また存続した時代についても新たに縄文時代後期・晩期を追加するべきことが

判明した。遺跡名についても平成22年に「木津神社遺跡」を改め、 「中木津遺跡」と変更した。

平成22年度本発掘調査中木津遺跡区画整理 1 区 担当調査会社株式会社エイ・テック

調査対象面積： ll,258rri

中木津遺跡区画整理2 区 担当調査会社：株式会社アーキジオ

調査対象面積： ll,308rri

平成23年度本発掘調査中木津遺跡区画整理3 区 担当調査会社：株式会社アーキジオ

調査対象面積 2,40lrri 

西木津遺跡区画整理区 担当調査会社：株式会社アーキジオ

調査対象面積： 546rri

平成22年度整理作業 中木津遺跡区画整理 l 区担当調査会社．株式会社エイ・テック

実施期間：平成22年4 月 14日～平成23年 2 月 16 日

遺物洗i争・注記、測量図編集、概要報告書作成を実施

中木津遺跡区画整理2 区 担当調査会社：株式会社アーキジオ

実施期間：平成23年10月～平成24年3月 16 日 整理調査報告書原案作成

平成24年度・平成25年度 中木津遺跡 区画整理 3 区・西木津遺跡区画整理区

整理作業 高岡市教育委員会直営で実施。

実施期間：平成24年 4 月～平成25年10月

遺物洗浄・注記、遺物実測、概要報告書作成・編集を実施
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第3章中木津遺跡試掘調査

第 1 節木津区画整理地内試掘調査

1. 調査概要

調査対象地が土地区画整理事業による開発が予定されため、事業計画地内における埋蔵文化財包蔵対象地

について調査を実施した。発掘調査は平成20年 5 月 19日～同年 7 月 3 日まで実施した。調査地区名は便宜上

A～Eの区割を設定し、各地区内の水田、畑に各 1 ～ 2本の幅2mの試掘坑を設定した。掘削後に、記録の

作成を行い、窪地など一部の遺構は部分的に掘り下げ、内容の把握を行った。報告する縄文時代後期の遺構

は、 D区で検出された。ここで報告する遺構については、本調査にて出土した縄文土器を理解するのに必要

と考え報告する。調査全体で確認された遺構と遺物は下記の通りである。

A区検出遺構：掘立柱建物、ピット、土坑、溝、窪地

出土遺物：土師器、須恵器、青磁、珠洲、越中瀬戸、伊万里

B区検出遺構：ピット、土坑、溝、窪地

出土遺物：土師器、須恵器、青磁、珠洲、越中瀬戸、伊万里、肥前

C区検出遺構：ピット、土坑、溝、窪地、自然流路

出土遺物：縄文土器、土師器、須恵器、伊万里、肥前

D区検出遺構：ピット、土坑、溝、窪地

出土遺物：縄文土器、土師器、須恵器、白磁、青磁、瀬戸美濃、越中瀬戸、肥前、伊万里、石器

E区検出遺構：ピット、土坑、溝、窪地

出土遺物：縄文土器、土師器、須恵器、珠洲、越中瀬戸、肥前、伊万里

2. 遺構

土坑S XO? （図面02 ・ 03)

D 区T4北端部の東壁際で一部検出した。 1/2 がトレン子外に続いていること、周囲から縄文土器が多

く検出されたことから、トレンチ北端部周囲を拡張して確認調査を行った。平面規模は直径約50cmの円形

で、約20～30cmの川原石を周囲に配置している。遺構は未掘削であるが、被熱痕や焼土、炭化物など明確

にはみられなかった。周辺からは縄文土器の小破片が検出面に貼り付いたかたちで、ややまとまって出土し

た。 SX07周囲の検出面は、部分的に若干灰褐色の粘性のある土や、炭化物の粒が混じった土がみられた。

3. 出土遺物

C ・ D区出土遺物（図面52)

縄文土器は遺跡北西端部にあたるC区と南東部にあたるD区から出土した。そのうち、 D区T4拡張区 S

X07周辺と D 区T8 サブトレンチ内で多くの遺物が出土した。 156のみが晩期前葉～中葉の中屋式に属す

る。その他の縄文土器のすべては晩期中葉～後葉の下野式に属するものである。
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中木津遺跡（旧木津神社遺跡）の北西端部にあたるC区からは、 141 と 156の 2個体を図化した。 D区T4

にあたるSX07からは、 140 ・ 142 ・ 143 ・ 146 ・ 150 ・ 155 ・ 157の計7個体を図化した。 D区T8 で検出された

SX07周辺からは、 139 ・ 144 ・ 145 ・ 147～149 ・ 151～154の計10個体を図化した。以下に器種別に記述する。

140～145、 146～154、 157は深鉢である。鉢の可能性がある遺物もこの分類に含む。 139は口縁外面に、沈

線による工字文風の文様帯をもっ。口縁はほぼ垂直に伸び、端部は外反する。 140は口縁外面に沈線を施す。

口縁は外反して開く。 141は口縁外面に横方向、体部に斜め方向の二枚貝による条痕を施す。口縁端部内面

には浅い沈線を 1 条施す。口縁はやや内湾気味に伸び、端部は直線的に聞く。 142は体部である。外面に沈

線により、横位の綾杉状の文様を連続して施す。 143は体部である。外面に斜め方向の二枚員による条痕を

施す。 144は口縁外面に沈線による文様帯をもち、工字文を施す。口縁は直線的にやや口縁は外反して聞く。

146は口縁端部上面と内面を指で押さえて、やや波状口縁とする。口縁外面直下に貼り付け文様が剥離した

状況が観察される。口縁は直線的に聞く。 147は口縁外面に沈線を 2 条施す。 148は口縁外面に横方向、体

部に斜め方向の条痕を施す。口縁端部内面には浅い沈線を l 条施す。口縁は体部から直線的に聞く。 149は

口縁外面に横方向の条痕を施す。 150は口縁外面に横方向の条痕を施す。口縁は直線的に開く。 151は口縁外

面に斜め方向の条痕を施す。口縁は直線的に聞き、端部はやや尖る。 152は口縁外面に横方向の条痕を施す。

口縁は波状に突起した部分を持ち、直線的に開く。端部は丸くおさめる。 153は外面に沈線区画内に列点文

を施す。 154は体部である。外面に斜め方向の二枚貝による条痕を施す。 157は底部である。平底で、器壁は

薄い。 155はC区で出土した精製の浅鉢である。外面に施した地縄文をミガキ消して、雲形文状の文様など

を施す。外面は全面を赤彩する。内面はミガキを行う。体部から口縁まで内湾して聞き、端部は丸くおさめ

る。 145 ・ 156は器種不明の体部である。 145は外面に沈線による工字文風の文様を施す。 156は体部である。

外面に沈線による文様帯が若干残存する。

4. 小結

試掘調査で出土した遺構・遺物の多くは本調査の結果、検出されて本章以降にて報告している。

S X07は縄文晩期の遺構と考えられ、中木津遺跡区画整理3 区で検出されたSD14 ｷ 21の南側の近い所

に位置する。東西に流れる大溝からは、縄文後期～晩期の縄文土器が少量ながら出土していることから、

SD14 ・ 21 と S X07は同時期に存在した可能性が指摘できる。近隣において当該期にかかる石固いの炉の検

出例はなく、焼土の痕跡も見られないことから土坑とした。住居・建物の存在は現状では確認できないこと

に加え、県内・隣県で石固いを持つ炉は確認されておらず＊I、上記の遺構の埋土の特徴から縄文晩期の墓な

どの埋葬に関連する遺構である可能性を指摘したい。

*I 石川県埋蔵文化財センター久田正弘氏の御教授による。
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1 .調査概要

調査地区の設定

第 4章中木津遺跡本調査

第 1 節区画整理 1 区

工事の進捗や航測撮影面積等を考慮し、地区を 3つに細分し調査を実施した。調査地区名を作業する順に

1 -1 ～ 1-3地区とし、それぞれ調査終了後に空撮を実施した。

1 1 地区は、調査対象地の南および西側の L字状の地区である。平成22年 4 月 14日から同年 5 月 21 日ま

で実施した。東西方向では溝S D201～209、南北方向は自然流路N ROlを検出した。 S D204の肩部では縄

文時代晩期の縄文土器が2個体がまとまって出土した。また S D204からは 9世紀の土師器椀がまとまって

出土した。 5 月 19 日と 5 月 21 日に空撮を実施した。 5 月 21 日に下層遺構確認を実施し、調査を終了した。

1 -2 地区は、調査地区の東半部である。平成22年 5 月 11 日から同年 6 月 26日まで調査を実施した。中近

世の掘立柱建物S BOl、奈良平安時代の溝S D206 ・ 5 D211、近世～近代の溝S D210等を検出した。

第4図調査地区設定図 ( 1 /2, 500) 
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第 5 図 下層確認トレンチ位置図 ( 1 /1, 000) 

1 3 地区は、調査地区の西半部である。平成22年 6 月 21 日から同年 8 月 19日まで実施した。 1 -3 地区

近現代の幅10～20cmの溝を多数確認した。 6 月26日に空撮を実施した。なお、 1 -3 地区と同時に再度撮影

をするため完掘状態を維持した。 1 -3 地区の空撮が終了した 8 月 9 日～ 8 月 19日まで下層確認を実施しの

北端部で黒褐色シルト層（第E層）の地山を確認し、上面で遺構検出したが、明確な遺構が確認できず第E

層を除去しにぶい黄櫨色細粒砂層（第町層）まで掘削し、遺構検出を実施した。奈良平安時代の溝S D204 

が屈曲して検出され、溝の底面からは平安時代の土師器・須恵器が出土した。 7 月 30日に中学生現地学習会

を実施した。 8 月 6 日に空撮を実施した。 8 月 9 日～ 8 月 19日まで下層確認を実施し、調査を完了した。

基本層序

表土（第 I 層）は耕作土で、 10～30cmの厚さで堆積しており、その下はにぶい黄糧色シルト層（第E層）

が20～58cm堆積しており、第E層上面が遺構検出面となる。その下には黒褐色シルト層（第E層）が18～30

cm堆積しており、上面および層中からは縄文時代晩期の遺物が少量含まれる。その下はにぶい黄櫨色細粒砂

層（第N層）でこの層からは遺構・遺物は確認されない。
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検出遺構

検出遺構は、掘立柱建物祉3棟をはじめ、柵社2条、土坑 5基、溝21条、凹地 1 基である。年代的には古

代、中世の 2 時期に区分できる。

出土遺物

出土遺物は以下のとおりである。縄文後期からの遺物があり、古代、中世、近世の遺物が確認されてい

る。

土器類縄文土器、土師器、須恵器、珠洲、瀬戸美濃、白磁、青磁、青花、越中瀬戸、関西系陶器

京焼、肥前、伊万里、製塩土器

土製品土錘、フイゴの羽口、炉壁、焼成粘土塊、土人形

木製品漆器、下駄、板材、模、部材、棒材、曲物

鉄製品万子、鉄津

石製品石鎌、打製石斧、砥石、剥片、璃瑠

グリッド

座標は世界測地系を使用し、平面直角座標系の第7座標系（原点は北緯36° 00' 00" ・東経137° 10' 00 

., ）に合わせた。東西をX軸、南北を Y軸とし、グリッドの南西隅の数値がそのグリッドを表すものとし、

X=l 、 Y=l の地点は、原点より西へ15.865krn、北へ81.390krn向かった位置である。一辺5m四方を一区

画としてグリッドを割り付け、メッシュを表示した。

座標は公共座標（世界測地系）を基にX=Sl,380、 Y= -15,870を起点とするAOとし、調査範囲を網羅で

きる位置に設定した。グリッドは真北を基線として、 lOm四方を区画して設定し、グリッドの名称について

は東西方向にアラピア数字（西から 1, 2, 3 …）南北方向にはアラピア数字（南から 1, 2, 3 …）を用

いてこの両者の組み合わせで表記した。
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2 遺構

掘立柱建物祉

掘立柱建物祉は 3棟確認されている。総柱建物は 2棟、側柱建物は 1 棟が検出された。掘り方（柱穴）に

ついては、南西隅の掘り方を基点に、東西方向をX軸に、南北方向をY軸に取り、何番目に当たるかを座標

で示した。南西隅の掘り方を p 1 -1 と称する。

掘立柱建物祉S B01 

調査地区の南東側（21～23, 27～30）区で検出された。総柱の掘立柱建物祉で、床面積は約47.7ばである。

南北棟で、身舎は桁行4 間（9.28m）×梁行 2 間（4.30m）で、北東側には下屋と推定できる庇が 1 間分

ある。庇を入れた全長は10.96mを計る。建物方位はN-16° Eである。柱聞は、桁行が南から2.lOm ・

2.42m ｷ 2.48m ｷ 2.08mで、梁行が西から2.08m ｷ 2.22mである。庇は長さl.68m、幅2.20mを計る。柱穴

P3-2 と P3 3 の聞には間柱がある。身舎の掘り方は、平面形が円形ないし不正円形で、長軸0.28～

0.36m、短軸0.24～0.30m、深さ 16～44cmを計る。庇の掘り方は、円形で、直径0.22～0.24m、深さ 7 ～11

cmを計る。遺物は出土していない。

掘立柱建物祉S B02 

調査地区の中央部（15 ・ 16, 34～36）区で検出された。総柱の掘立柱建物祉で、床面積は約44.6ばである。

南北棟で、桁行3 間（7.20m）×梁行3 間（6.14m）である。建物方位はN-17° -Wである。柱聞は、桁

行が南から2.36m ｷ 2.80m ｷ 2.04mで、梁行が西から2.lOm ｷ 2.26m ｷ 1. 78mで、ある。柱穴P2 4 は柱軸

から外れており、 P4-3 は検出できなかった。掘り方は、不正円形ないし不正楕円形で、長軸0.28～0.66

m、短軸0.16～0.54m、深さ 7 ～46cmを計る。遺物は出土していない。

掘立柱建物祉S B03 

調査地区の西側（10 ・ 11, 34～36）区で検出された。側柱の掘立柱建物祉で、床面積は、約23. 9rrlである。

南北棟で、桁行2 間（5.08m）×桁行2 間（4. 70m）である。建物方位はN-13° -E である。柱間は、桁

行が2.54m均等で、梁行は西から2.62m ｷ 2.08m となる。柱穴P 1 -1 は S Kl30に切られ、 P2 3 は検

出できなかった。掘り方は平面形が円形ないし不正円形で、長軸0.42～0.62m、短軸0.38～0.54m、深さ24

～42cmを計る。出土遺物は、 P3 1 から土師器、須恵器が、 P3 3 から須恵器が出土している。

柵祉

柵祉は、 2条確認されている。掘り方（柱穴）については、南から北へないし西から東へ向かつて p 1 ・

P2 ・ P3等と呼称する。

柵祉S A01 

調査地区の西側（12, 34～37）区で検出された。南北方向に伸びる柵祉である。規模は 7 間（11.20m)

で、柱聞は不同で、南から2.04m ｷ l.60m ｷ l.52m ｷ l.64m ｷ l.36m ・ l.44m ｷ l.60mを計る。 S B03と方

位を略同じとしており N-14.2° -E となる。掘り方は、楕円形乃至不正楕円形で、長軸0.28～0.36m、短

軸0.24～0.30m、深さ 16～44cmを計る。出土遺物は、 P5 から土師器、砥石が出土している。

柵祉S A02 

調査地区の西側（15, 34 ・ 35）区で検出された。東西方向に伸びる柵祉である。規模は 2 間（2.94m）で

西側へ延びる可能性もある。柱聞は不同で、西からl.60m ｷ l.34mを計る。 S B03と方位を略同じとしてお
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り N-76.2° -Wとなる。掘り方は、楕円形ないし不正楕円形で、長軸0.28～0.66rn、短軸0.16～0.54rn 、

深さ 7～46cmを計る。遺物は出土していない。

土坑

土坑は 5基確認された。それ以外のものは近現代のカクランである。

土坑S K122 

調査地区の中央部（14, 35）区で検出された。平面形は不正楕円形で、規模は長軸0.80rn、短軸0.58rn 、

深さ 17cmを計る。遺物は出土していない。

土坑S K 125 

調査地区の中央部（16, 36）区で検出された。平面形は不整形で、規模は長軸0.72rn、短軸0.52rn、深さ

31cmを計る。遺物は出土していない。

土坑S K126 

調査地区の中央部（13, 34）区で検出された。平面形は不整形で、規模は長軸0.62rn、短軸0.42rn、深さ

9cmを計る。遺物は出土していない。

土坑S K129 

調査地区の西側（10 ・ 11, 34 ・ 35）区で検出された。平面形は不整形で、規模は長軸1.28rn、短軸1.12rn 、

深さ39cmを計る。 S BOlを切り、 S K130に切られる。出土遺物は瓦質土器である。

土坑S K130 

調査地区の西側（10, 34 ・ 35）区で検出された。平面形は不整楕円形で、規模は長軸2.70rn、短軸0.63rn 、

深さ37cmを計る。 S BOl、 S K129を切る。遺物は出土していない。

溝

溝は21条確認された。それ以外のものは近現代の暗渠等の溝である。

j蕎S0201 

調査地区の東側（17～21, 20 ・ 21）区で検出された。東西方向に走る溝である。規模は、長さ20.02rn以

上、幅1.46～1.70m、深さ33～55cmを計る。東側および南西側は調査地区外に延びる。 S D204と同一溝に

なる可能性がある。出土遺物は弥生土器・万子である。

溝S 0202 （図面10)

調査地区の東側（15～23, 23～36）区で検出された。南西～北東方向に走る溝である。規模は、長さ

82.64rn以上、幅0.43～2.02rn、深さ 6 ～21cmを計る。南側および北側は調査地区外に延びる。 S D223を分

岐し、 S D203と合流する。 S D212と重複する。出土遺物は土師器、須恵器、珠洲、越中瀬戸、伊万里、肥

前、鉄製品である。

溝S 0203 

調査地区の東側（15～17, 23～27）区で検出された。南西～北東方向に走る溝である。規模は、長さ

20. 77rn以上、幅0.33～1.88rn、深さ 18cmを計る。南側は調査地区外に延ぴる。 S D202と合流する。出土遺

物は土師器、須恵器、珠洲、越中瀬戸である。
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溝Js 0204 

調査地区の南～西側（ 7 ～13, 25～44）区で検出された。南東～北西方向へ屈曲しながら走る溝である。

規模は、長さ 124.16m以上、幅0.64～5.53m、深さ 11～135cmを計る。南側および北西側は調査地区外に延

びる。 S D206と重複する。溝中に噴砂痕がある。溝中に 4箇所探く掘削している。そのうち、 (8 ・ 9,

32）区では土師器椀が多量に出土している。溝の東側肩部から縄文土器が2個体出土している。出土遺物は

縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器、製塩土器、珠洲、白磁、青磁、青花、肥前、伊万里、土

錘、フイゴの羽口、炉壁、焼成粘土塊、石鍛、打製石斧、砥石、剥片、璃瑠である。

i蕎 S 0206 

調査地区の中央部（11～24, 27～40）区で検出された。南北方向に走る溝である。規模は、長さ91.56m

以上、幅1.04～2.24m、深さ 17～47cmを計る。南側および北側は調査地区外に延ぴる。 S D211を分流し S

D204と重複する。出土遺物は縄文土器、土師器、須恵器、越中瀬戸、瀬戸美濃である。

溝S 0207 

調査地区の南側（13 ・ 14, 24～26）区で検出された。南東～北西方向に走る溝である。規模は、長さ7.22

m以上、幅0.28～0.49m、深さ 8 ～14cmを計る。南東側は調査地区外に延びる。 S D204と重複する。出土

遺物は縄文土器、須恵、器である。

溝js 0208 

調査地区の西側（ 5 ～ 9 33～41）区で検出された。南北方向に走る溝である。規模は、長さ42.60m以

上、幅0.25～l.50m、深さ 4～31cmを計る。南側は調査地区外に延び、北側は段丘に切られる。出土遺物は

縄文土器、土師器、須恵器、肥前、伊万里、数珠玉である。

溝：S 0209 

調査地区の西側（ 4 ・ 5, 33～35）区で検出された。南北方向～東西方向に屈曲する溝である。規模は、

長さ8.14m以上、幅0.62～l.18m、深さ21～27cmを計る。南側は調査地区外に延びる。出土遺物は須恵器、

越中瀬戸、京焼、伊万里、木製品（漆器・板材）である。

i昔S 0210 

調査地区の東側（27～31, 27～34）区で検出された。南北方向に走る溝である。規模は、長さ31.66m以

上、幅5.92～8.46m、深さ32～51cmを計る。南側および北側は調査地区外に延びる。 S D246を分流し S D 

230 ・ 231 と重複する。出土遺物は縄文土器、土師器、須恵器、珠洲、瀬戸美濃、白磁、越中瀬戸、関西系陶

器、京焼、肥前、伊万里、土錘、土人形、漆器、下駄、板材、模、部材、棒材、曲物、砥石、鉄浮である。

溝S 0211 

調査地区の中央部（22～26, 38 ・ 39）区で検出された。南西～北東方向に延びる溝である。規模は、長さ

16.56m以上、幅0.76～l.28m、深さ 14～30cmを計る。北東側は調査地区外に延びる。 S D206から分流する。

出土遺物は土師器、須恵器である。

i蕎 S 0212 

調査地区の中央部（22 35～37）区で検出された。南西～北東方向に延びる溝である。規模は、長さ

10.22m、幅0.26～1.06m、深さ 1 ～llcmを計る。北側は調査地区外に延びる。 S D202と重複する。出土遺

物は瀬戸美濃、青磁である。

溝js 0221 

調査地区の東側（27, 28 ・ 29）区で検出された。東西方向に延びる溝である。規模は、長さ 1.70m、幅
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0.46～0.90m、深さ22～26cmを計る。 S D210と重複する。遺物は出土していない。

溝S 0223 

調査地区の東側（19～21, 29～34）区で検出された。南西～北東方向に延びる溝である。規模は、長さ

22.28m、幅0.24～0.84m、深さ 2～21cmを計る。 S D202から分流する。出土遺物は土師器である。

j毒S 0230 

調査地区の東側（27. 28, 29～31）区で検出された。南北方向に延びる溝である。規模は、長さ 12.18m、

幅0.30～0.74m、深さ 13～18cmを計る。 S D210と重複する。遺物は出土していない。

溝S 0231 

調査地区の東側（30 ・ 31, 33）区で検出された。南北方向に延びる溝である。規模は、長さ 1.94m、幅

0.76～0.88m、深さ 14～30cmを計る。 S D210と重複する。遺物は出土していない。

溝S 0241 

調査地区の中央部（24～27, 32～38）区で検出された。南東～北西方向に延びる溝である。規模は、長さ

32.64m、幅0.12～1.22m、深さ 3 ～17cmを計る。遺物は出土していない。

溝S 0242 

調査地区の中央部（22, 36）区で検出された。南西～北東方向に延びる溝である。規模は、長さ1.86m 、

幅0.16～0.28m、深さ 5cmを計る。遺物は出土していない。

溝S 0244 

調査地区の中央部（15 . 16 25～27）区で検出された。南北方向に延びる溝である。規模は、長さ8.12m 、

幅0.40～0.97m、深さ21cmを計る。遺物は出土していない。

溝S 0246 

調査地区の東側（29 ・ 30, 29 ・ 30）区で検出された。南東～北西方向に延びる溝である。規模は、長さ

0.68m以上、幅0.62～0.76m、深さ52cmを計る。 S D210と重複する。遺物は出土していない。

溝S 0285 

調査地区の西側（17 ・ 18, 43 ・ 44）区で検出された。南西～北東方向に延びる溝である。規模は、長さ

6.02m、幅0.28～0.36m、深さ 3 ～ 7cmを計る。出土遺物は土師器である。

溝S 0286 

調査地区の中央部（24 ・ 25 39～48）区で検出された。南北方向に延ぴる溝である。規模は、長さ8.60m、

幅0.46～0.62m、深さ 5 ～ 6cmを計る。 S D202 ・ 212と同ーの溝と推定できる。北側は調査地区外に延びる。

遺物は出土していない。

自然流路・窪地

自然流路N R01 

調査地区の西側（ 1 ~ 14, 35～50）区で検出された。南北方向に延びる流路と考えられる。規模は、長さ

94.71m以上、幅6.78～6.85m、深さ47～220cmを計る。圃場整備前の自然流路である。南側および北側は調

査地区外に延びる。出土遺物は土師器、須恵器、伊万里、砥石である。

窪地S X503 

調査地区の中央部（17～18 29）区で検出された。平面形は隅丸長方形で、規模は、長軸3.54m、短軸

2.24～0.62m、深さ 19cmを計る。遺物は出土していない。
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3. 出土遺物

溝SD203出土遺物（図面48)

82は珠洲の播鉢底部である。底部は平坦で卸目も若干観察できた。細片のため時期は不明である。

溝SD204出土遺物（図面45～48)

SD204より出土の遺物は縄文時代晩期や奈良、平安時代の遺物を中心に出土している。遺構に属する時代

の遺物は縄文時代の遺物は奈良、平安時代のものであり、縄文時代晩期の遺物は流れ込みと考えられるが、

ここでは出土遺物として掲載する。

縄文時代晩期の遺物は総じて粗製深鉢である。口縁部片は72 ・ 73、 76は底部である。それ以外は胴部片と

なる。文様は貝殻条痕文が中心であり、ナデを施すもの（73）もある。口縁端部はすべて平坦面作りだし、

72は内斜し、 73は水平となる。 77 ・ 78は石鎌である。 79は打製石斧である。石鹸は無茎のもの（77）と基部

が破損しているため基部の形状不明の石鉱（78）がある。打製石斧は基端部は欠損し刃部は薄い作りとなる。

奈良、平安時代の遺物には須恵器杯A、杯B、蓋、妻、童、瓶などが、土師器は椀と聾が見られ、そのう

ち土師器椀は定量出土している。黒色土器須恵器は杯A·Bの口径などは小さいものが主流を占め 8世紀末

～ 9世紀代の様相が顕著である。また大型器種は聾（31 ・ 33）、壷（36）短頚査（34）、小型壷（35）、双

耳瓶（32）などが出土している。聾（31）は頚部へのタタキ痕の見られるものであり、頚部から口縁短部へ

外反しながら立ち上がる。短頚壷（34）は肩の張らない球形を呈するものであり、小型壷（35）は底部が平

坦で、ヘラ切り痕が見られるロクロ成形のものである。胴部はナデ痕が観察できる。

土師器は椀を中心に聾も出土した。椀の底部は回転糸切り未調整の無高台椀（37～66）であり、 1 点だけ

底部片で粘土板から削り出して高台を作り出したもの（67）がある。無高台椀の体部下半への手持ちヘラ削

り痕は見られない。形状は底部付近でやや外反気味となるもの（48 ・ 52 ・ 54 ・ 55 ・ 58）もあるが、その多く

は口縁端部へ内湾しながら立ち上がる。底部径は5cm前後のものがほとんどであり、明らかに赤彩されたも

のと考えられる遺物はなかった。煤痕は 1 点（66）見られた。黒色土器（68）は有高台椀であり、黒色の内

面には横方向へのミガキ痕が見られる。高台はハの字となり端部は丸く収め接地する。蓋は底部片であり、

回転糸切り未調整である。内面はミガキの様に丁寧なナデが施され、外面底部周辺には手持ちヘラ削りの痕

跡はなく、ロクロナデを施す。墨書は 2点出土している（37 ・ 65）。ともに土師器椀の体部外面で見られ、

37は 2 文字であり、 2文字目の部首部分が消えている為明確ではないが、 「木津川と考えられる。 65は十

字であった。また杯Bからの転用硯（27）なども見られる。

これら土器からSD204からの出土遺物は、須恵器などにやや古相のものが見られるものの、土師器椀や黒

色土器などから、 9世紀後半頃の遺物と考えられる。

その他の遺物としては、製塩土器は 2点出土している（70 ・ 71）。ともに底部片であり、外面は非常に強い

火熱を受けている。また砥石（82）や方形に加工され、一辺が火熱により焼けた痕跡がある石材（図版25)

なども出土している。

溝SD206出土遺物（図面49)

SD206からは縄文時代晩期の遺物や古墳時代時代の土師器などが出土している。
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縄文時代晩期の土器（83～88）はすべて粗製深鉢片であり、 87 ・ 88以外はすべて口縁部の遺物である。口縁

端部にはヘラ状工具による刻み（83 ・ 84）や指や棒状工具による刻み（84 ・ 86）などがある。胴部外面には

条痕が施文され、半裁竹管による条痕（83 ・ 87 ・ 88）や貝殻条痕文のもの（84～86）とに分類できる。内面

にはミガキが施されたもの（83 ・ 85）や員殻条痕による成形が施されたもの（86）も見られる。

古墳時代の遺物は聾の口縁部片（89 ・ 90）、底部片（91）が出土している。口縁部片は頚部から口縁端部

へ内湾しながら立ち上がるもの（90）と外反するもの（89）の 2種類が見られ、 90は口縁部内面にはハケ調

整が入札頚部内面には横方向へのケズリ調整が見られる。 89は口縁部内外面にヨコナデが入札頭部内面

には横方向へのケズリ調整が見られる。 91は球形の底部に内外面ともにハケが見られる。

これらの遺物の時期は古府クルビ段階と考えられる。

溝SD210出土遺物（図面49 ・ 50)

SD210から出土した遺物は須恵器、珠洲、越前、土師器、木製品、土製品などが出土している。

須恵器には杯A、杯B、蓋などが出土した。杯A (92 ・ 93）は底部から口縁端部に内湾しながら立ち上がり

体部上位で角度を変え外反し端部に至る。杯B は（94）高台は平坦で、底部から口縁端部に直線的に立ち上

がる。蓋は山笠形（95）と扇平形（96～98）の 2種類であり、 95は擬宝珠形のつまみが付く。須恵器は総じ

て 8世紀後半頃のものである。

中世・近世の遺物は珠洲の播鉢（ 9 ・ 10）と、越前の播鉢（11）が出土している。 9 は肥厚した口縁端部

が内斜し面を作り、内面の却目は見えない。 10は肥厚した口縁端部が水平に端面を作る。卸目は幅約2.5cm

の中太の櫛歯原体である。珠洲は総じて吉岡編年V期頃（吉岡 1994）の物と考えられる。 11の越前は播鉢

であり、卸目は10単位である。口縁は平坦で端部を丸く収める。土製品は土錐（12）が出土している。土師

器は椀か皿の底部が見られた（99）。木製品には連歯下駄（104）が出土している。下駄の前壷はほぼ中央

に配し、後査は後歯の前に穿かれている。下駄の左側面がやや左へ弓なりとなり、親指の痕と考えられるも

のが見られる事から右用の下駄と考えられる。前歯には使用痕が残り、歯部分を作り出した時の鋸刃痕や丸

撃痕が残る。台表には漆を、台裏には赤漆を塗っている。

溝SD214 ・ 237、不明遺構SX505、柱穴SP1119、自然流路NR01 出土遺物（図面48 ・ 50)

SD214からは、無茎の石鹸（105）が 1 点出土している。先端部が破損し廃棄されたものと考える。

SD237から出土した遺物は印章（焼印）が出土した。 106は材質は銅製であり、印面には『栄』と入る。裏

面には棒状の柄が入る円形の穴が見られる。 SX505は須恵器の査、瓶類の口縁部（108）である。 SP1119 と

NROlからは砥石が出土した。

包含層出土遺物（図51 ・ 52)

ここでは区画整理 l 区の包含層出土の遺物を報告する。

地山直上からは縄文時代晩期の土器片や弥生土器、土製品、不明鉄製品などが出土している。

縄文時代晩期の土器は口縁部片は109 ・ 110、底部片が2 点119 ・ 120でそれ以外は胴部片となる。 109は 4

条の沈線を巡らし、端部は比較的薄く丸く収める。 110は 5 条の沈練を施し、 109と同様口縁端部は薄く丸く

収めた形である。 109 ・ 110ともに鉢類である。胴部片はすべて貝殻条痕文で施文されている。 115の胴部片

下方には円形の穿穴が見られる。底部片の119は胴部に横方向への貝殻条痕文が施文され、底部には網代痕

が明瞭に残る。 120は胴部への貝殻条痕文の施文が見られ、底部には網代痕がある。 121は弥生土器の壷であ

る。全体的に摩耗が激しく明確でないが底部内面には連続刺突文が入る。 122は製塩土器の先尖型の胴部で
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ある。 123は土錐であり、 124は不明鉄製品である。柄状の突起した部位とそれに繋がる板状の部位から出来

ており、板状の部位には刃は付かない。先端は欠損している。

遺構外E層からは、縄文時代晩期の土器片が出土している。 125 ・ 126は口縁部片で、残りは胴部片である。

127は三叉丈と入組文が縄文を擦消して入札 130は半裁竹管による条痕文である。その他は貝殻条痕文に

よる施文であった。 127などから中屋 I ～E式頃、大洞B-C～C l 期並行頃と考えたい。

下層確認を行うべく掘削した東側トレンチからは、縄文時代晩期の土器片が出土している。口縁部片は

132 ・ 133で、残りは胴部片となる。すべて粗製深鉢片であり、 133は半裁竹管による条痕文でそれ以外は貝

殻条痕丈であった。

4. 小結

縄文時代について

縄文時代の遺物は、縄文土器・石鍛・打製石斧等がある。遺構は、第E層上面で自然地形の落ち込みゃピ

ット状の遺構らしきものは確認できたが、明確な遺構は確認されなかった。また第E層上面でも縄文土器が

一個体で纏まって出土していることから当該期の遺構検出面に関しては今後検討していく必要がある。

第E層上面は佐野台地上においては弥生時代中期以降の遺構検出面である。このことから、縄文時代晩期

から弥生時代前期ないし中期初頭にかけて第E層が堆積したことがわかる。

奈良平安時代について

奈良平安時代の遺構として溝S D204 ・ 206 ・ 211がある。 S D204 と S D206は出土遺物等から時期差が無

く同時期に存在していると推定できる。

S D204内の土坑状遺構からは土師器椀が出土している。赤彩土器や墨書土器があることなどからこの付

近で律令祭杷が行われていた可能性がある。この土坑の北側には柵祉S AOl ・ 02を保有する掘立柱建物社S

B03がある。柱穴からは古代の遺物が出土しているが、建物の構造持つこととSBOl と同軸であることから

古代ないし中世の可能性がある。

出土土器は 9世紀代を主体とし、 8世紀後半～10世紀初頭まで見られる。当遺跡の南西側に位置する東木

津遺跡と集落の存続時期は合致しており、関連性が想定できる。また溝出土遺物のうち、墨書土器に”木津

カ”とあることから、 9世紀代には、中木津遺跡周辺を木津という地名として認識していたことが伺われる。

中近世について

中近世の遺構としては掘立柱建物祉S BOl ・ 02、溝S D202 ・ 203. 210等がある。 S BOl ｷ 02は、柱穴か

らの遺物は出土していないが、柱穴の規模や覆土等から当該期に位置づけた。

中世の遺物は11世紀後半～12世紀（珠洲 I ｷ II 期）と 14世紀後半～15世紀（珠洲町・ V期）の 2時期に大

分できる。当該期の遺構として S BOl ｷ 02が属する可能性はあるものの、主体となる他の遺構は確認できな

かった。近世の遺物は17世紀以降のものである。
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第2節区画整理2 区

1 .調査概要

調査地区の設定

工事工程を考慮し、地区を 4つに細分し調査を実施した。調査地区名を作業する順に L 1 ～ L4 地区と

し、それぞれ調査終了後に空撮を実施した。発掘調査は平成22年 4 月 14日から周年10月 20日まで実施した。

まず調査区全体の表土除去をパックホーにて実施した。調査区南側の調査区（L 1 ・ L3 地区）にて遺構

掘削等の調査を行い、 7 月 5 日に空撮を実施した。その後、区画整理 1 区に隣接する調査区北側の調査区

(L2 ｷ L4 地区）の遺構掘削等の調査を行い、 9 月 30 日に空撮を実施した。その後、下層遺構確認等を実

施し、調査を終了した。

座標は公共座標（世界測地系）を基にX=Sl,380、 Y= -15,870を起点とするAO とし、調査範囲を網羅で

きる位置に設定した。グリッドは真北を基線として、 lOm四方を区画して設定し、グリッドの名称について

は東西方向にアルファベット（西からA、 B、 C…）南北方向にはアラビア数字（南から 1,2,3 …）を用い

てこの両者の組み合わせで表記した。

基本層序

中木津遺跡区画整理2 区の基本層序は以下の通りである。

I 層 a ｷ b ：灰褐色土～灰オリーブシルト （現耕作土・盛土）

E層 a·b·c·d ：淡黄色土～にぶい黄褐色土 （客土・床土）

E層：黒褐色粘質土 （古代以降の遺構検出面）

W層淡黄色シルト （縄文時代晩期の土器包含層）

V層：黄褐色シルト （地山）

*l～7は遺構埋土

検出遺構

検出遺構は、掘立柱建物社10棟をはじめ、土坑82基、溝139条、穴147基、不明土坑5基である。年代的に

は縄文時代、古代、中世の 3 時期に区分できる。

出土遺物

土器類

縄文土器（後期、晩期）、土師器、須恵器、珠洲、瀬戸美濃、白磁、青磁、越中瀬戸、肥前系磁器、肥前

系陶器

土製品：土錐、土人形

木製品：下駄、漆器椀、板材、曲物、棒状木製品、

金属製品；古銭、和釘用途不明鉄製品、

石製品；砥石
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2. 遺構

掘立柱建物祉

掘立柱建物祉は10棟確認されている。いずれも調査区南側で集中している。総柱建物 2棟、側柱建物 6棟、

構造不明建物2棟が検出された。そのうち、 SBOl～SB04は一連の建物群となることが想定される。

掘立柱建物祉S 801 

調査地区の南東部（ 5, Q）区で検出された。総柱の掘立柱建物祉で、床面積は約12.0 ばである。南北

棟で、身舎は桁行2 間（2.8m）×梁行 2 間（3.8m）で、建物中央に束柱を持たせる倉庫と考えられる建物

である。建物の桁行の続きが北東方面に延びる可能性がある。建物方位はN-26° -E である。遺構は柱聞

は、桁行が北から 1.3m ｷ 1.5mで、梁行が西から2.0m ｷ 1.8mである。柱穴p 1 と P5 の聞には間柱がある。

p 1 は S D5 を切り、 P3 から柱痕が検出された。身舎の掘り方は、平面形が長楕円形ないし不整楕円形で、

長軸0.4～0.8m、短軸0.4～0.7m、深さ 10～40cmを計り、 lOcm程度のものと、約40cmの 2種類が認められ

る。遺物は出土していない。

掘立柱建物祉S 802 

調査地区の南東部（4, P ）区で検出された。側柱の掘立柱建物祉で、床面積は約35ばである。 S B03 ・

S B04と同軸の北西一南東軸の棟で、桁行 3 間（7.0m）×梁行2 間（4.6m）である。建物方位はW-35°

-Nである。柱聞は、桁行が東から2.3m ｷ 2.3m ・ 2.4mで、梁行が北から2.lm ｷ 2.5mである。柱穴P2

は柱痕が一部遺在する。柱掘方と埋土は側柱でほぼすべてで検出できた。掘り方は平面形が隅丸方形ないし

不正楕円形で、長軸0.8～1.2m、短軸0.6～0.9m、深さ25～45cmを計る。出土遺物は須恵器・蓋、木製品が

出土した。

掘立柱建物証S 803 

調査地区の南東部（ 3 ・ 4, p. Q）区で検出された。側柱の掘立柱建物祉で、床面積は約37ばである。

S B02 ｷ S B04と同軸の北西一南東軸の棟で、桁行4間（8.2m）×梁行2 間（4.5m）である。建物方位は

W-35ー  -Nである。柱聞は、桁行は東から2.lm ｷ 2. Om ｷ 2.2m ｷ 1.9mで、梁行は北から2.2m ｷ 2.3m とな

る。柱穴p 1 と P2 は S D5 に切り、 P2 3 は検出できなかった。掘り方は平面形が隅丸方形で、長軸

0.4～0.7m、短軸0.3～0.5m、深さ 10～35cmを計る。遺物は出土していない。

掘立柱建物祉S 804 

調査地区の南東部（ 3, Q）区で検出された。側柱の掘立柱建物祉で、床面積は約29.0 ばである。 S B 

02 ｷ S B03と同軸の北西一南東軸の棟で、身舎は桁行 3 間（6.6m）×梁行2 間（4. lm）で、建物中央に束

柱を持たせる倉庫と考えられる建物である。建物の桁行の続きが北東方面に延びる可能性がある。建物方位

はN -26ー -E である。遺構は柱聞は、桁行が西から2.2m ｷ 2.lm ｷ 2.3mで、梁行が北から2.2m ・ 1.9mで、あ

る。柱穴P5 は S D5 を切り、 p 1 は S D8 に切られる。身舎の掘り方は、平面形が楕円形で、長軸0.3～

0.5m、短軸0.2～0.5m、深さ 15～30cmを計る。遺物は出土していない。

掘立柱建物祉S 805 

調査地区の南東部（5. s ）区で検出された。総柱の掘立柱建物祉で、床面積は推定も含め約12凶である。

東西棟で、桁行2 間（3.5m）×梁行 2 間（3.4m）で、梁行の続きが東方向に延びる。建物中央に束柱を
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持たせる倉庫と考えられる建物である。建物の建物方位はN-13° -E である。柱聞は、桁行が北から 1.9

m ・ l.6mで、梁行が西からl.7m ｷ l.lmである。柱穴P2 は S B6-P l を切り、柱穴P4·P5 は S K82 

を切る。 S B06より新相となる。掘り方は平面形が隅丸方形で、長軸0.4～0.95m、短軸0.4～0.7m、深さ

30～65cmを計る。出土遺物は土師器細片が出土した。

掘立柱建物祉S 806 

調査地区の南東部（6' s ）区で検出された。柱列は 1 列のみ確認されており、建物の大部分は調査区域

外へ広がる掘立柱建物祉である。桁行2 間×梁行2 聞と推定される。建物方位はN-13.7° -E である。柱

聞は約2.0m となる。柱穴p 1 は S BOS-P 2 に切られ、 S BOSより古段階となる。掘り方は平面形が隅丸

方形で、長軸0.5～0.9m、短軸0.5～0.8m、深さ35～40cmを計る。出土遺物は、 P2 の 2層から土師器細片

が出土している。

掘立柱建物祉S 807 

調査地区の南東部（6' s ）区で検出された。柱列は l 列のみ確認されており、建物の大部分は調査区

域外へ広がる掘立柱建物社である。桁行2 間×梁行2 聞と推定される。桁行 2 間（5.lm）×桁行2 間（4.7

m）である。建物方位は S BOS と同軸と推定される。柱聞は約I.Sm となる。柱穴 p 1 は S Dl38 と S p 

141 . s p 144を切り、 P2 の東側は調査区外に続く。掘り方は平面形が隅丸方形で、長軸0.3～0.6m、短軸

0.3～0.4m、深さ約15cmを計る。出土遺物は、 Pl から土師器細片が出土している。

掘立柱建物祉S 808 

調査地区の東部（7, S ｷ T）区で検出された。側柱の掘立柱建物社で、床面積は約13.2ばである。桁行 3

間×梁行 2 聞と推定される。桁行2 間（5.3m）×梁行2 間（2.5m）である。建物方位は S BOSと同軸と推

定される。柱聞は、桁行が約l.6m、約2.lmで、梁行は約l.4mで均等となり、柱通りは悪い。柱穴SP148 ・

S Pl49は S D26に切られる。掘り方は平面形が不整楕円形で、長軸0.2～0.4m、短軸0.2～0.3m、深さ 15

cmを計る。遺物は出土していない。

掘立柱建物祉S 809 

調査地区の東部（ 8 ・ 9, M ｷ N）区で検出された。側柱の掘立柱建物祉で、床面積は約24.Srrl以上であ

る。建物方位はN-25° -E である。桁行 3 間×梁行2 間以上と推定される。桁行3 間（7.2m）×梁行2

間（3.4m以上）である。建物方位は S BIOと同軸と推定される。柱聞は、桁行が約2.1～2.7mで、梁行は約

1.9mである。柱穴S P43 ・ 44は S D31を切り、柱穴 S P53は S D30を切る。掘り方は平面形が不整楕円形で、

長軸0.2～0.3m、短軸0.2m程度、深さ15～20cmを計る。遺物は出土していない。

掘立柱建物祉S 810 

調査地区の東部（ 8 ・ 9, M ｷ N）区で検出された。側柱の掘立柱建物社で、床面積は約ll.2rrl以上であ

る。建物方位はN-21° -E である。 S B09と同様の構造と想定され、桁行3 間×梁行 2 聞と推定され、確

認できるのは桁行2 間（5.5m）×梁行 I 間（2.lm以上）である。建物方位は S B09と同軸と推定される。

柱聞は、桁行が約2.2～2.5mで、梁行は約l.4mで、やや柱通りは悪い。柱穴S P54は S D30に切る。掘り方

は平面形が不整楕円形で、長軸0.2～0.3m、短軸約0.2m程度、深さ 15cmを計る。遺物は出土していない。
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土坑

土坑は82基確認された。平面形は不整形や隅丸方形など様々な形状を呈す。不明遺構は 4基確認された。

ここでは特に遺物が多く出土した S X3 に加えて、関連性が高い S Kl2、 S Kl3、 S Kl4について記述する。

土坑S K12 

調査地区の西部（16 ・ 17-T）区で検出された。平面形は楕円形で、 S Kl3 と S X3 を切る。規模は長軸

l.4m、短軸l.Om、深さ27cmを計る。出土遺物は、陶磁器・皿などのほか、軽石・木製品が出土した。出土

遺物いずれも散発的に出土している。

土坑S K13 

調査地区の西部（15 ・ 16 T）区で検出された。平面形は不正楕円形で、 S D51を切り、 S Kl2に切られ

る。規模は長軸l.2m、短軸0.7m、深さ32cmを計る。出土遺物は、磁器（図面53-162）が出土した。

土坑S K14 

調査地区の中央西部（15 ・ 16- S ｷ T）区で検出された。平面形は不整楕円形で、 S D51を切る。規模は

長軸l.4m、短軸0.6m、深さ20cmを計る。遺物は出土していない。

土坑S K24 

調査地区の西側（10, 34 ・ 35）区で検出された。平面形は不整楕円形で、規模は長軸2.70m、短軸0.63

m、深さ37cmを計る。 S BOl、 S Kl29を切る。遺物は出土していない。

土坑S K 129 

調査地区の西側（10 ・ 11, 34. 35）区で検出された。平面形は不整形で、規模は長軸l.28m、短軸l.12m、

深さ39cmを計る。 S BOlを切り、 S Kl30に切られる。出土遺物は瓦質土器である。

土坑S K 130 

調査地区の西側（10, 34 ・ 35）区で検出された。平面形は不整楕円形で、規模は長軸2.70m、短軸0.63

m、深さ37cmを計る。 S BOl、 S Kl29を切る。遺物は出土していない。

溝

溝は139条確認された。覆土の種類は 4種類確認され、灰色・灰褐色・茶褐色・黒色となる。帰属する時

期は、灰色・茶褐色は中近世、灰褐色は近現代、そして黒色は古代・中世であると考えられる。

溝S D 11 

調査地区の北東側（13～25, M～ S ）区で検出された。南北方向に走る溝で、区画整理 1 区では、 S D 

210にて報告している。確認された規模は、 1 . 2 区合わせた長さは約130m以上、幅4.0～6.0m、深さ約20

～80cmを計り、北側に向かつて深さを増す。北側の21グリッド付近にて北東方面と北方向の 2方向に分岐

し、聞は中州状となる。切り合いは左岸側を S D57に切られ、それ以外の土坑・溝を切る。このことから後

述する S D57と同様に新しい時期まで閉口していたと考えられる。 1 区 S D204と同一溝になる可能性があ

る。出土遺物は縄文土器、須恵器、珠洲である。出土する遺物は、縄文後期から近世までの時期幅がある。
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溝S 043 

調査地区の南東側（11 ・ 12, p ～ S ）区で検出された。西～北東方向に走る溝である。規模は、長さ35m

以上、掘り方を含む上幅約2.5～3.6m、深さ約30～40cmを計る。 l 区 S D201 と同一溝になる可能性がある。

東側のP グリッド付近で北東方面と東方面に分岐する。出土遺物は縄文土器、珠洲、陶器片が出土している。

上層より縄文土器と珠洲が、下層から陶器片が出土していることから、上層の遺物は流れ込みと考えられる。

溝S 048 

調査地区の東側（13 ・ 14, R ｷ S 、 17 ・ 18, s ）区で検出された。北東～南西方向に走る溝である。規模

は、長さ南北方面約50m以上、幅は上幅3.2m、深さ l.41cmを計る。 S D44 と S D45に切られる。遺構は南

端は東方向に直角に屈曲し、北端においても東方向に屈曲するものと北方向にのびる溝と想定される。溝の

堆積状況や層厚などから、人為的に埋められたと考えられる。これらのことと、東側の S X3 と主軸が類似

することから、堀跡の性格を持つ溝の可能性がある。 S D48と S X03付近において一連の遺構群の存在が指

摘できる。出土遺物は土師器、須恵器、珠洲、瀬戸美濃、越中瀬戸、陶磁器である。

溝S 051 

調査地区の東側（16 ・ 17 T ｷ U）区で検出された。東西方向に走る溝である。規模は、長さ 13.0m以上、

幅は上幅l.Om、深さ26cmを計る。 S Kl2 ・ 13 ・ 14に切られる。軸は S D48とほぼ同軸ないし直交すること

から、 S X03などの一連の遺構群と考えられる。出土遺物は、須恵器、珠洲、越中瀬戸、磁器、陶器、木製

品、石製品である。

溝S 057 

調査地区の北東側（17～25, p . Q）区で検出された。南北方向に走る溝で、区画整理 1 区では途中途切

れているものの、 S D230につながる可能性がある。確認された規模は、長さは約80m以上、幅l.6m、深さ

約17cmを計る。切り合いは右岸側の S Dllを切り、それ以外の土坑・溝を切る。このことから新しい時期ま

で開口していたと考えられる。 S D204と同一溝になる可能性がある。出土遺物は瀬戸美濃、肥前系陶磁器、

唐津、珠洲、越中瀬戸、信楽、漆器、木製品である。

溝S 0107 

調査地区の北側（23～27 L ～ P ）区で検出された。南東～北西方向へ走る溝である。規模は、長さ約

58.0m以上、幅2.5m、深さ0.99cmを計る。南側に並行して S Dlllが見られ、 S Dlll を切る。 (27, K) 

グリッドに析状の落ち込みがあり、木杭で護岸や水流の調節する性格を持つ施設がある。 S Dllや S D57が

上流にあり、下流である北東方向の自然流路NRO 1 に接続する。出土遺物は縄文土器、須恵器、瀬戸美濃

（図面54-191 ・ 192）、珠洲、白磁、青磁、青花、磁器、陶器、信楽、木製品、鉄製品、平瓦である。

j葺 S D 111 

調査地区の北側（23～28, L ～ P ）区で検出された。南東～北西方向へ走る溝である。規模は、長さ約

46.0m以上、幅l.Om、深さ0.68cmを計る。北側に並行して S Dl07が見られ、 S Dl07に切られる。。 S D 

11や S D57が上流にあり、 S Dll4と合流点で屈曲し下流である北東方向の自然流路NRO l に譲続する。

堆積土は人為的に埋められたと考えられ、新相の S Dl07に流路変更があったと推定される。出土遺物は須

恵器、珠洲、陶器、磁器、木製品である。
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自然流路・不明遺構

自然流路N R01 

調査地区の西側で検出された。南北方向に延ぴる流路で、圃場整備前の自然流路である。南側は区画整理

1 区より、北側は調査地区外に延びる。出土遺物は土師器、須恵器、伊万里、砥石である。詳細は、区画整

理 l 区にて報告している。

不明遺構SX03 

調査地区の西部（16, T）区で検出された。平面形は隅丸方形と不整楕円形の 2 つの掘り方があり、 S K 

12 ｷ S Kl3 と S D51を切り、 S Kl4に切られる。北側には S D52があり、本遺構に注ぎ込むように溝が取り

付く。覆土は 3 ～ 5 層の薄い堆積層と 6層の厚い堆積層に分けられる。特に 3層では近世の遺物が大量に出

土し、廃棄行為の形跡があることから、近世のゴミ穴の可能性が考えられる。また、 S D48と軸が類似する。

規模は長軸6.8m、短軸4.7m、深さ約90cmを計る。出土遺物は、陶磁器・皿などのほか、軽石・木製品が出

土した。出土遺物は肥前系磁器、唐津、越中瀬戸、漆器、木製品が出土している。いずれも、 18世紀代の遺

物である。

3. 出土遺物

掘立柱建物祉S B02出土遺物（図面53)

SB02-P 3 からは棒状木製品（158）が出土している。樹皮はなく、加工痕も読み取れない。用途不明で、

ある。

土坑S K02出土遺物（図面53)

SK02から出土の遺物は縄文時代晩期の土器が出土している。 159は深鉢胴部片で、外面には貝殻条痕文が

入る。 160は縄文の中に沈線が見える。破片資料のため全体像は不明であるが、この時期の遺物から三叉文

の一部が現れている可能性も考えられる。 161は細片で、辛うじて縄文が確認できる。

土坑S K 13 ・ 24 ・ 78出土遺物（図面53)

SK13からは磁器（妬器）の碗（162）が出土した。高台裏、畳付けには「宣明年製」の文字が見え外面の

高台には 2条の線が入札体部外面には草花丈を配する。

SK24からは須恵器杯B (163）が出土した。内面は使用痕が顕著に見られ、高台は外斜して接地する。時

期は 8世紀後半頃と考えられる。

SK78からは不明土師器（164）、須恵器材、A (165）が出土している。土師器は外面はヨコナデを施し、

重の体部か。杯Aは分厚い粘土板に体部を水挽するように作られ、体部の器厚は薄い。 9世紀頃代か。

溝S 010出土遺物（図面53)

SDlOからは珠洲の蓋の口縁部（166）や縄文土器（167 ・ 168）が出土している。 166は、くの字形に屈曲

し端部はやや甘い方頭状を呈す。吉岡編年のE期頃と考えられる。縄文土器は縄文時代晩期の土器であり、

167は口縁部に半裁竹管の平行沈線を巡らし、端部は薄く上方に外反する。 168は外面条痕文が施される。

溝S 011 出土遺物（図面53 ・ 54)

SDllからは、縄文土器、須恵器、珠洲が出土している。縄文土器は縄文時代晩期の土器であり、 167 ・

169は深鉢の口縁部である。 167には半裁竹管の平行沈船と 1 条の沈線が配されている。 169は端部にはユピ

オサエによる窪みが見られ、胴部外面には員殻条痕丈が施丈されている。 168は底部付近の破片であり、外

面にはやはり員殻条痕文が施文されている。内面には煤痕が残る。古代の出土遺物は、須恵器材、A、杯B 、
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鉢が出土している。 170は杯A、 171～174は杯Bである。杯B は総じて高台は平坦に接地するものであり、

高台から底部、底部から口縁部への形状は間隔を空けず立ち上がるものが多い。 172などの比較的径の大き

い身の浅いタイプなども見られるが、須恵器の時期は 8世紀後半～ 9世紀初頭頃と考えられる。鉢（175)

は口縁部と底部が欠損しているものの、ロクロにより内、外面ともに丁寧なっくりである。

中世の出土遺物は珠洲は査、聾、播鉢が出土している。査（176～178）は口縁端部や頚部の形状が、頚が

長く端部は平直に面を取るもの（176）や、頚部が深く折り返し端部は平直で面を取るもの（177）などが見

たもの（180）などが見られる事から吉岡編年E～N期頃と考える。 186は土錘である。

溝S 043 ・ 48·51 出土遺物（図面54)

SD43より出土した遺物は縄文時代晩期の鉢類の口縁部片である。 187は外面は無紋、口縁端部にはヘラ状

刻みが連続して入る。

SD48からは瀬戸の陶器皿（188）と越中瀬戸の皿（189）が出土している。 188は内外面ともに灰軸が施粕

される。 189は底部が回転糸切り未調整となり、底部から口縁部へ緩やかに内湾しながら、端部付近でやや

角度を変え緩やかに外反する。紬薬は内面は全面、外面は体部上位まで鉄粕を施軸し、底部付近には、施軸

工程時に付いた指の痕が残る。また内面の見込み付近には重ね焼き痕が観察出来る。

SD51からは越中瀬戸の匝鉢が出土している。 190の底部は回転糸切り未調整であり、平坦な形状である。

底部から口縁部へ直立し筒状を呈する。粕薬は内外面ともに全面鉄粕を施粕する。

溝S 057出土遺物（図面55)

SD57からは瀬戸美濃、肥前系陶磁器、越中瀬戸、白磁、信楽、珠洲、漆器、連歯下駄などが出土してい

る。 195は瀬戸美濃の磁器（妬器）広東碗である。体部外面には草花文が見られ、高台部分には一条線が入

る。内面には見込みの中心に草花文が見られ、さらに一条の線が巡る。時期は19世紀代である。 196は唐津

の陶胎染付碗である。体部下半は露胎となり、高台は削りだしである。 18世紀以降である。 197は瀬戸美濃

の陶器碗である。体部上半と内面全面には飴軸を施利する。高台は削りだしである。 198は越中瀬戸の托か

皿である。底部は回転糸切り未調整であり、体部外面の下半から口縁部までと内面全面に鉄粕を施紬する。

時期は17世紀以降である。 199は碗である。高台は削りだしであり、灰軸が高台裏以外全面にかかる。 200は

肥前系器の香炉、 201は瓶類の底部である。仏花瓶か。 202は肥前系白磁の三足香炉である。 203は信楽系の

皿である。小皿の内面には円筒形の仕切が設けられ、灯明受皿の可能性が考えられる。遺物の欠損範囲が大

きいため、泊溝などは確認できない。内面に灰紬がかかり、外面は露胎である。底部はヘラ削り調整を施

す。 18世紀～19世紀代と考えられる。 204は越中瀬戸の播鉢である。内外面鉄紬がかかり、卸目は全面に入

る。 17世紀以降と考えられる。 205は珠洲の措鉢である。口縁部には 8条の波状文が巡り、口縁端部内端面

が広がり瞬状に挽き上げられる。吉岡編年の羽期頃と考えられる。木製品の漆器は椀が出土している（206

～208）。 206は高台脇から口縁部へ緩やかに内湾しながら立ち上がる。高台の厚みは非常に薄く、高台裏は

緩やかな弧を描く。内外面ともに漆を塗る。 207は高台脇から口縁端部へ球形を呈し立ち上がる。高台は欠

損しており不明であるが、内外面ともに漆を塗る。 208は高台脇から口縁部へ球形を呈しながら立ち上がる。

高台の厚みは非常に薄く、内面は赤漆が、外面は黒漆がそれぞれ塗られている。連歯下駄も出土している。

木口は平坦であり、前壷は中心よりやや右に寄る。指圧痕は前査周りで確認できるものの、親指の形状は判

然としない。後壷は欠損しているため後歯ともに不明である。台裏の前歯の断面形状が、左側が減っている

様になっている。前壷が左よりである事から右用の下駄と考えられる。

-27-



溝S 0107出土遺物（図面54)

SD107からは陶器の皿、椀が出土している。 191は瀬戸美濃の皿である。高台以外は全面灰粕がかかる。

内面には重ね焼き時についた円錐ピンの痕が見られる。底部は削りだし高台であり、高台幅約l.4cmほどの

幅を持ち端面は面取りを行う。 19世紀代と考えられる。 192は瀬戸美濃の陶器の広東碗である。見込みの中

心に呉須による草花文が見られる。内外面灰紬がかかる。 193は信楽系の丸碗である。底部高台付近は露胎

し、高台付近以外の外面と内面には灰紬がかかる。

土坑SX3 出土遺物（国面56)

SX3より出土の遺物は肥前系磁器、肥前系陶器、唐津、越中瀬戸、漆器、連歯下駄などが出土した。

210 ・ 211は肥前系磁器の碗である。 210は腰張り型でコンニャク印判による団鶴文と桐文が描かれている。

高台裏にも文字的なものが見られるものの、解読不明である。口口年製であろうか。高台の端部以外透明

紬がかかる。時期は18世紀代である。 211は将棋の絵柄が描かれている。破片部分には漆継ぎ痕が残る。

212は刷毛日唐津の碗であり、 18世紀代と考えられる。 213は越中瀬戸皿である。底部は回転糸切り未調整で

あり、外面体部下位から口縁部、内面は見込み周辺まで鉄軸が掛かる。口縁端部に煤痕が見られる事から

灯明皿として使用されたものである。 17世紀以降と考えられる。 214は肥前系磁器の皿である。見込みの中

心にはコンニャク印判による梅丈を配し、内面側面にも草花文が入る。体部外面も全体に草花文を配する。

高台の端部には砂が付着する。時期は18世紀後半～19世紀代と考えられる。 215は刷毛目唐津の大皿である。

内面には刷毛状工具による文様が入る。 18世紀代である。 216は越中瀬戸の水注であり、 217は小査である。

216は底部が回転糸切り未調整であり、小さい注口と口縁部の前後には玄用の耳が付く。内外面ともに飴粕

が掛かる。時期は17世紀以降、 18世紀代のものである。 217は底部が回転糸切り未調整、体部外面下半まで

鉄粕がかかる。見込みには強い聴櫨目が残る。時期は17世紀以降である。 218は越中瀬戸の匝鉢である。底

部は回転糸切り未調整であり、底部、体部内外面ともに鉄軸が掛かる。

木製品には漆器椀と差歯下駄が出土した。 219～222は漆器椀である。 219は高台部分が削り取られた形で

出土した。口縁端部は強く内湾し故意に曲げた作りとなる。全面に黒漆が塗られているが、体部中央には

Oに九の文字が赤漆で書かれている。屋号であろうか。 220は高台部分が削り取られた形で欠損している。

体部外面は黒漆、内面は赤漆が塗られている。 221は非常に残存状態の悪い椀か皿である。高台厚は非常に

薄く、内外面ともに黒漆を塗る。 222は非常に残存状態の悪い椀である。高台は欠損しなく、体部外面に赤

漆で何か書かれていると思われるが、解読不明である。 223は差歯下駄である。前査は、ほほ中央に配置し、

後壷は左側が欠損していて不明で、ある。台表の前壷周辺には指圧痕が残り、木口は右側が左側よりやや弧を

描く様な作りとなっている。台裏の歯の差し込み部分は平坦に作られ鋸などの刃痕は見られず、撃により剰

ったものと考えられる。 SX3から出土した遺物の多くは、ほほ18世紀～19世紀代の範曙に入るもので占めら

れ、遺構の時期もその頃には埋没過程に入ったものである事が考えられる。

遺構外出土遺物（図面54)

遺構外では撹乱より須恵器が出土している。 194は杯Bである。 8世紀後半頃のものと考えられる。
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4 小結

縄文時代について

縄文時代の遺物は、縄文土器・石鍛・打製石斧等がある。遺構は、第E層上面で自然地形の落ち込みゃピ

ット状の遺構らしきものは確認できたが、明確な遺構は確認されなかった。また第E層上面でも縄文土器が

一個体で纏まって出土していることから当該期の遺構検出面に関しては今後検討していく必要がある。

第E層上面は区画整理 l 区と同じく、弥生時代中期以降の遺構検出面である。

奈良平安時代について

調査区南部に掘立柱建物 7棟が検出された。いずれの建物からも時期を判断できる遺物は出土していな

いが、建物の軸からおおまかに 2様相の建物群が想定できる。 1 つはSBOl と SB02～04である。側柱建物が

北東～南西を軸にして並び、特にSB02の掘り方は大型で柱痕も残る。総柱建物である S BOlから北東側に、

建物が存在すると想定される。時期は 8世紀後半と考えられる。 2 つ目はSB05である。前述の建物群より

西に振る角度が浅く、軸を異にするため別の建物群となる可能性が高い。またSB05南側に複数の建物が存

在することから、調査区外にも建物群が広がることが明らかとなった。

出土土器は 8世紀後半～10世紀初頭の遺物が出土している。当遺跡の南西側に位置する東木津遺跡と集落

の存続時期はおおむね合致している。多くの建物が総柱でないことから、近隣遺跡で検出される官街関連遺

跡の建物群の一部の可能性がある。

中近世について

中近世の遺構としては掘立柱建物壮S BOB、溝S Dll ・ 57等がある。中世の遺構では、 S BOBは遺物はな

いものの、建物構造が柱通りの悪い中世の様相を示す。溝は l 区で多く検出された溝に接続する同ーの溝が

多く検出された。調査区全体を貫く大きい溝としてSDllがある。遺物は縄文、古代・中世・近世のものが

出土している。 S D48は南端が屈曲した溝で、規模の大きい区画溝の可能性が指摘でき、軸線は現木津神社

や地割にほぼ沿う。 SD48と同軸の細い溝も多く存在することから大溝と中小の溝群による区画の存在が考

えられる。

近世は、 SX03などの土坑や溝が検出された。下駄や漆器などの木製品も定量出土している。 SDll北側で

分流するSD57からは近世の遺物が多く出土することから、 SDll よりも新相を示すことが考えられる。

中世の遺物は区画整理 1 区同様に11世紀後半～12世紀（珠洲 I ｷ II期）と 14世紀後半～15世紀（珠洲町－

V期）の 2時期に大分できる。近世の遺物は17世紀以降のものである。
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第 3節区画整理3 区

1 .調査概要

調査地区の設定

工事の進捗や航測撮影面積等を考慮し、地区を 4つに細分し調査を実施した。調査地区名を作業する順に

A·B ・ C·E地区とし、 A地点、 B·C地点、 E地点の 3地区に分けて調査終了後に順次空撮を実施した。

調査期聞は、平成23年12月 1 日から平成24年 3 月 9 日である。 A地区から順に調査を着手し、 A地点は 1

月 17 日、 B·C地点は 2 月 15 日、 E地点は 3 月 8 日に空撮を実施した。 3 月 9 日に現地事務所を撤収し、調

査を終了した。

座標は公共座標（世界測地系）を基にX=Sl,300、 Y= -15650を起点とするA O とし、調査範囲を網羅でき

る位置に設定した。グリッドは真北を基線として、 lOm四方を区画して設定し、グリッドの名称については

東西方向にアラビア数字（西から 1 、 2 、 3 …）南北方向にはアルフアベット（南から A,B,C …）を用い

てこの両者の組み合わせで表記した。このグリッドは中木津遺跡区画整理3 区と西木津遺跡で設定・使用し

ている。本報告では調査地点が複数にわたるため、調査時の地点名を明記しながら記述してゆく。

中木津遺跡

.. 区画整理3 区

r;;zi 区画整理 1 区

匿言語 区画整理2 区

盤整富 市道地区

第7図調査地区設定図 ( 1 /2, 500) 
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基本層序

中木津遺跡区画整理3 区の基本層序は以下の通りである。

I 層：暗褐色粘質土 （現耕作土・盛土）

E層： I 層の床土

E層：黄櫨色～淡黄色シルト （古代以降の遺構検出面・上層地山）

IV層：黒褐色シルト （縄文時代晩期の土器包含層）

V層：黄色～黄褐色シルト （下層地山）

*1～7は遺構埋土

検出遺構

検出遺構は、掘立柱建物 1 棟をはじめ、土坑29基、溝51条、柱穴60基、不明土坑3基である。年代的には

古代、中世の 2 時期に区分できる。

出土遺物

土器類：縄文土器、土師器、須恵器、灰軸陶器、中世土師器、珠洲、瀬戸美濃、青磁、越中瀬戸、

肥前系磁器、肥前系陶器、瓦器、瓦

土製品：土錘

木製品：板状木製品、棒状木製品

3 ① 
釦1鵠四3

L=ll助n

l 黒褐色粕賀土
2 黒縄勧古賀土巨Dl4i駐j
3 時五百費色粘質土~l強壮j
4 臨灰黄色砂質土店014!!副
5 J竜灰色細砂~14埋力

3 ② 
宜耳目可

L=ll.伯n

v 

L=llぬn

3－③ 
SD！時-cう

L=!O.日ml I L=!O愉n

1 黒色粘土⑪但ゴコ
2 黒褐色品位僅耀お
3 に晶、責褐色細砂(>06埋±J
4 縄灰色細砂g耀±J

3 ⑦ 
東壁土靖国hう

盛士

L=ll.的n

m 

L=IO.助n

l 黒褐色粕質土
俗はillim蛾土j

Z 黒掲餅民主土
恒x司廊崎哩土j

。

v 

1 黒褐色粘質土~14!!剖
2 黒褐色粘質土~14埋力
3 黒色粘質土~I·雑仕j
4 黄灰色細砂田m鑑辻j
5 黄灰色細部組コ1嵯社｝

3 ⑧ 
南壁土層闘 SK28'.a-a?

盛土

v 

I 暗オリーブ褐色粘質士
（洪水堆積土）

2 黒褐色才撹士

日＠埋ゴコ

3 ⑥ 
SD！係hl1

L=ll泊n

v 

l 黒儲古賀士~I雄社j
2 日新ワーヂ褐色砂質土~14!監j
3 暗申Jープ褐色砂質土~14埋j口

L=ll仙n

3－⑩ 
it盤土層図省、）

v 
l 黒褐色粘質土
2 黒褐色.~J質土SD14埋土j
3 黒褐色佐切縄文包含躍動

2m 

S=1 :40 
第8図基本層序図 ( 1 /2, 000 ・ 1 /40) 
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2. 遺構

掘立柱建物

掘立柱建物は 3棟確認されている。全ての建物が側柱建物である。

掘立柱建物祉S 801 

調査地区の南東部（0, 3 ・ 4 ）区で検出された。側柱の掘立柱建物祉で、床面積は約10.6m'以上である。

東西棟で、身舎は桁行2 間（約2.8m）×梁行 1 間（約3.8m）である。建物の桁行の続きが北東方面に延び

る可能性がある。建物方位はN 26ー E である。遺構は柱間は、桁行はl.32m均等で、梁行は3.8mであ

る。 S P37は S D25に切られる。身舎の掘り方は、平面形が円形ないし楕円形で、長軸約0.3m、深さ25～

30cmを計る。柱穴より木製品が出土している。

掘立柱建物祉S 802 

調査地区の南東部（ 0, 3 ・ 4 ）区で検出された。側柱の掘立柱建物社で、床面積は約5.2ばである。南

北棟で、身舎は桁行2 間（約2.9m）×梁行 1 間（約l.8m）である。建物方位はN-46° -Eである。遺構

は柱聞は、桁行は lm、 l.9mで、ある。身舎の掘り方は、平面形が円形ないし楕円形で、長軸は最大で約0.3

m、深さ 5 ～lOcmを計る。遺物は出土していない。

掘立柱建物祉S 803 

調査地区の南東部（ F, 1 ）区で検出された。側柱の掘立柱建物祉で、床面積は約14.2ばである。北西一

南東棟で、身舎は桁行 1 間（約4.3m）×梁行 l 間（約3.3m）である。建物方位はN 42ー -wである。遺

構は柱聞は、桁行は4.3m、梁行は3.3m と広い。身舎の掘り方は、平面形が円形ないし楕円形で、長軸約

0.3m程度、深さ21～35cmを計る。遺物は出土していない。

土坑

土坑は29基確認された。それ以外のものは近現代のカクランである。

土坑S K7 

B地点で検出された。平面形は長楕円形である。規模は長軸0.8m以上、短軸0.7m、深さ32cmを計る。出

土遺物は、陶磁器が出土した。出土遺物はいずれも散発的に出土している。

土坑S K27 ・ 28 ・ 29

E地点で検出された。平面形は隅丸方形・長方形である。規模は、最も大きい S K29は長軸4.6m、短軸

0.6m、深さ7cmを計る。長軸は北西から南東を軸とし長軸を合わせて、連続して検出される。市道地区に

おいても調査区北東側にて同様の遺構が検出されている。 SK27からは土師器高杯脚部を転用した土錘が、

SK28からは須恵器壷または瓶が出土している。

溝

溝は51条確認されている。調査区全域で検出され、溝の流路は東西方向と南北方向に大別される。幅員の

大きいSD14 ・ 21が調査区中央を東西方向に流れ、おおよそ 9世紀～13世紀の流路と想定される。ほほ同軸

の幅員の溝が数条確認できる。

溝S 05 

A地点で検出された。 SD5はSD37 （市道地区）に続く。 S D6 に並行しでほぼ東F西の方向に延びる溝で

ある。幅は約l.6m を計る。 SD5の断面は浅い皿状である。遺物は出土していない。
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溝S 06 

A地点で検出された。 SD36b （市道地区）に続く。 S D5 と並行しでほぼ東田西の方向に延びる溝である。

幅は0.6～1.0mを計る。 SD6の断面は深い皿状の底面から急傾斜して立ち上がりそこから緩やかに上方に聞

いて上がる。出土遺物は土師器、越中瀬戸である。

溝S 014 ・ 21

A地点、 B地点、 E地点で検出された。 SD14はSD30b （市道地区）に続く。両溝は緩やかに蛇行しながら

も並行して、北東（東）一南西（西）の方向に延びる。幅はSD14が約2.5～5.0mを計る。 SD14の断面形は深

い皿状で凹凸のある底面から上方へ聞いて立ち上がる。急傾斜して上方へ立ち上がる箇所もみられる。埋土

は下層の細砂層から上層の黒褐色粘質土層へと堆積している。出土遺物は、縄文土器、古代から中世にかけ

ての土師器椀、須恵器杯・杯蓋、輸入陶磁器の青磁椀、土錘が出土している。縄文土器は縄文晩期の遺物包

含層 （N層）からの混入と考えられる。

溝S 018 ・ 19

A地点で検出された。 SD18はSD36a （市道地区）に、 SD19はSD36c （市道地区）に続き、 SD36 として合

流する。両溝は並行して東ー西の方向に延びる。幅はSD18が約2.0m、 SD19が約0.7mを計る。 SD18の断面は

深い皿状の底面から急傾斜して立ち上がりそこから緩やかに上方に聞いて上がる。 SD19の断面形は浅い皿

状である。途中、枝分かれしてSD21に通じている。 SD18から、土師器が出土している。

溝S 021 

A地点、 B 地点、 E地点で検出された。 SD21はSD35 （市道地区）に続く。両溝は緩やかに蛇行しながら

も並行して、北東（東） 南西（西）の方向に延びる。幅はSD14が約2.5～5.0m、 SD21が約1.0mを計る。

SD14の断面形は深い皿状で凹凸のある底面から上方へ聞いて立ち上がる。急傾斜して上方へ立ち上がる箇

所もみられる。埋土は下層の細砂層から上層の黒褐色粘質土層へと堆積している。 SD21の断面形は浅い皿

状である。埋土はSD14と同じく下層の黄灰色砂層から上層の黒褐色粘質土層へと堆積している。出土遺物

はSD14からは、縄文土器、古代から中世にかけての土師器椀、須恵器杯・杯蓋、輸入陶磁器の青磁椀、土

錘が出土している。縄文土器は縄文晩期の遺物包含層 （N層）からの混入と考えられる。 SD21からは、縄

文土器、土師器、須恵器聾・杯Aが出土している。

溝S 028 

B地点で検出された。東西方向に走る溝で、 SD36 （市道地区）に続く。確認された規模は、長さは約3.5

m以上、幅0.5m、深さ約16cmを計る。切り合いはない。市道地区においては、 SD14 ・ 21 と本遺構の聞にピ

ット群が存在し、建物の存在が想定される。出土遺物はなかった。

溝8042 ・ 43

E地点で検出された。南北方向に走る溝で、 SD30 （市道地区）の東側の南北方向の溝に続くとみられる。

SD42の確認された規模は、長さは約8.4m以上、幅0.7m、深さ約6～12cmを計る。切り合いはないが、 SD45

やSD50が平行して流れるとみられる。市道地区においては、 SD14 ｷ 21 と本遺構の聞にピット群が存在し、

建物の存在が想定される。 SD42 と SD43は近世肥前陶磁（唐津）の椀・皿などが出土している。

柱穴

柱穴は60基確認された。古代～中世に帰属し、いずれも平面径は小さい。ピット群としてのまとまりは、

B地点 S BOl ｷ 02周辺と C地点南側、 E地点中央に確認でき、小規模な掘立柱建物等の存在が考えられる。
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柱穴S P43 ・ 50·61

柱穴S P43はE地点で検出された。出土遺物は珠洲である。柱穴S P50は C地点で検出された。出土遺物

は須恵器が出土した。柱穴S P61はE地点、で検出された。遺物は須恵、器が出土した。

3. 出土遺物

溝S 014出土遺物（図面57)

S Dl4からは縄文土器、須恵、器杯・大聾、古代土師器・事、中世土師器、土錘などが出土している。縄文

時代晩期の土器である224 ・ 225は粗製深鉢片、 226は有文深鉢片である。 224 ・ 225の口縁部はヘラ工具によ

る刻みと、胴部外面には横方向の貝殻条痕文が施される。 226は口縁部外面に 2条の沈線と、区画内に押し

引き列点文を施す。いずれも下野式とみられる。奈良、平安時代の遺物は、須恵器杯A ・杯B ・蓋・華、土

師器杯A ・鉢・聾が、時期不明なものは土製品、木製品が出土している。 227～234 ・ 244は須恵器である。

227～230は蓋である。 228は内面にかえりが付く。 7世紀末頃に比定される。 229は口縁端部は丸みを持つ。

234は杯Aで口縁部は体部上部で外反し丸く収める。 244は大聾で、体部外面は平行タタキ目、内面は同心円

状押し具による青海波が施され、口縁部は外反する。 248は不明土師器。 250は土師器の聾で、体部外面は

ケズリ、内面は細かいハケメが施される。 235～236 ・ 238～243は古代土師器の椀で、 235 ・ 236 ・ 240は無台

椀、 242 ・ 243は柱状高台である。 237は古代の有台黒色土器で、内面のみ黒色処理される。 245～247は古代

の土師器の棄の体部で、すべて墨痕がある。釈文はいずれも不明である。 252～255は古代土師器の皿である。

回転台土師器で古代末に比定される。 242は口縁端部が上方に肥厚し、外端面は直立する。 260は土錘である。

木製品は、 6点出土しており、そのうち 3 点を図化した。 256. 257は棒状木製品、 258は板状木製品である。

溝SP43ｷ SP50 ・ S P61 出土遺物（図面58)

S P43からは、珠洲・壷が出土している。 261は珠洲の聾の口縁である。 262は須恵器の壷か瓶である。

263は須恵器の杯Aである。

溝S 06·SD18 ・ s 021 ・ S 033 ｷ SD46出土遺物（図面58)

SD6 からは古代土師器、越中瀬戸が出土している。 272は越中瀬戸の皿で、ある。底部は露胎しており、底

部削り出し高台である。 273は土師器の椀である。 SD18からは古代土師器・聾が出土している。 266. 267は

土師器聾である。古代の長胴聾の口端部を上面につまみあげる。胎土には、海綿骨針が含まれる。 SD21か

らは、縄文土器、須恵、器杯A ・撃が出土している。 268は須恵器の杯Aである。 269は縄文後期の中屋式の

深鉢である。口縁部外面に 2条の沈線と口唇部にヘラ刻み目が配される。 270は須恵器の大聾の口縁である。

頭部付近に格子タタキメの工具の接触痕がある。 SD33からは近世肥前陶磁（唐津）が出土している。 278は

唐津の皿で、底部外面は露胎、内面は蛇の目紬はぎ、内外面は灰紬が施粕される。 SD34からは中世土師器

が出土し、柱痕が検出された。 274は中世土師器である。内外面ヨコナデで口縁部に厚くタールが付着する。

包含層出土遺物（図面58)

ここでは区画整理3区の包含層出土の遺物を報告する。 275は須恵器の蓋である。 276は近世唐津の皿であ

る。内面は銅緑軸を施紬、底部は蛇の目紬はぎ。削り出し高台で底部は露胎する。 277は肥前陶磁の皿であ

る。内外面に透明軸を施軸、内面側面に草花文が入る。 279は近世唐津の椀である。 256 ・ 257は棒状木製品、

258 ・ 259は板状木製品である。全て木取りは板目である。 256は片側に扶りが確認でできる。 257は先端を尖

らせる。 259は薄い板状木製品で、遺存する右端上端は切り欠きがある。
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第 5章西木津遺跡本調査

第 1 節区画整理区

1 .調査の概要

調査地区の設定

調査地区名を作業する順にF·G地区とし、それぞれ調査終了後に空撮を実施した。

調査対象地の南側のF地区と、北側のG地区の調査を行った。期間は平成23年 2 月 21 日から同年 3 月 8 日

まで実施した。 5 月 19 日と 5 月 21 日に空撮を実施した。 5 月 21 日に下層遺構確認を実施し、調査を終了し

た。

座標は中木津遺跡区画整理3 区と同様に公共座標（世界測地系）を基にX=Sl,300、 Y= 15,650を起点と

するAO とし、調査範囲を網羅できる位置に設定した。グリッドは真北を基線として、 lOm四方を区画して

設定し、グリッドの名称については東西方向にアラビア数字（西からし 2 、 3 …）南北方向にはアルフア

ベット（南から A,B,C …）を用いてこの両者の組み合わせで表記した。

基本層序

西木津遺跡区画整理区の基本層序は以下の通りである。

I 層：暗褐色粘質土 （現耕作土）

E層：黄櫨色～淡黄色シルト （古代以降の遺構検出面・上層地山）

V層：黄色～黄褐色シjレト （下層地山）

検出遺構

検出遺構は、土坑24基をはじめ、溝口条、穴24基がある。その他近世から近代の落ち込みゃ溝がある。

出土遺物

出土遺物は以下のとおりである。古代からの遺物があり、中世、近世の遺物が確認されている。

土器類．土師器、須恵器、中世土師器、珠洲、瀬戸美濃、越中瀬戸、肥前系磁器、肥前系陶器、瓦器
⑪ 

L=to.cnliti層蜘う

L=9.悩n

。

盛士

l 黒褐色結寅士蝕切く層？），
Z 黒椅色粘宜士脳理士主

L=9.仙n

1m 

S=l :40 

第9図基本層序図 (1/2, 000 ・ 1/40) 
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2. 遺構

土坑S K39 

G地点で検出された。平面は不整円形で、長軸2.8m、短軸2.4mを計る。断面は深い皿状を呈し、深さ

60cmを計る。ブロック状堆積が確認でき人為的に埋め戻した可能性が高いと考えられる。青磁椀、土師器

が出土している。

j着SD65 ｷ SD65a 

F地点で検出された。 SD65aは、 SD37 （市道地区）から続くと考えられる。 SD65は東西方向に、 SD65aは

南北方向に延びる溝で、調査区南端部で直交して延びる。 SD65 ｷ SD65aの断面は深い皿状の底面から急傾

斜して立ち上がり、緩やかに上方に聞く。 SD65 ｷ SD65aの下層で須恵器蓋と珠洲蓋が出土し、合流地点で

は漆器椀が出土している。上層と下層と区別して遺物は取り上げているが、下層でも古代～中世の遺物が混

在して出土していることから、長期間機能した溝と考えられる。

ピット群

F地点の北側では、 S P67等の柱穴も定量検出されている。試掘調査の結果にてF地区の北側のトレンチ

で多くのピットや土坑、溝が検出されることから、集落がF·G地点東側に広がることが判明した。周辺か

ら出土する遺物は中世が主体であり、柵列や掘立柱建物の存在が想定される。 G地区の南側でも土坑や溝が

まとまって検出されている。

3. 出土遺物

土坑S K39出土遺物（図面60)

SK39からは須恵器、中世土師器、土師器、青磁が出土している。 305は青磁の椀である。見込み部に片

彫りの文様が一部残り、底部は露胎である。 306は須恵器の杯Aである。 307は中世土師器の皿である。内外

面はヨコナデで、ヤキムラがある。 308は土師器の聾である。外面は黒色処理される。

土坑S K52出土遺物（図面60)

S K52からは珠洲が出土している。 309は珠洲の措鉢である。内面に卸目 13条 1 単位が8方向にから施さ

れる。底部は板状圧痕が残る。

柱穴S P67 ・ 73出土遺物（図面60)

S P67からは中世土師器が出土している。 310 ・ 311は中世土師器の皿である。 310は焼成時の黒班が残る。

311は内外面回転ナデを施す。 S P73からは中世土師器が出土している。

溝S 062 ・ 66出土遺物（図面60)

S D62からは土師器杯が出土している。 312は外面・内面は赤彩が施される。

S D66からは中世土師器が少数出土している。 313 ・ 314は内外面ヨコナデを施す。

溝S 065出土遺物（図面59 ・ 60)

S D65からは須恵器・土師器・珠洲・中世土師器・青磁・瓦器が出土している。 280は須恵器の蓋である。

281～284は須恵器の杯Bである。 285は須恵器の鉢か。 291～304は珠洲。 291～293はすり鉢で、 292 ・ 293は

片口鉢である。吉岡編年E～E期に帰属するか。 294 ・ 298は章。外面は平行タタキメ、内面はユピオサエと

ナデで調整する。 297は外面に自然紬がかかる。吉岡編年N期に帰属する。 295～297 ・ 299～304は査である。

295 ・ 297は吉岡 E期、 299 ・ 300はE期、 296はV～VI期に相当する。 286～288は中世土師器。 287は灯明皿で



口縁内外面にタールが付着する。 289は青磁の椀である。太宰府編年龍泉窯系小椀E類か。 290は瓦器の鉢か。

包含層出土遺物（図面60)

包含層からは、縄文時代晩期の縄文土器を挙げる。 315は縄文晩期の鉢。口唇部に刻み目、外面に沈線 1

条を施し、外面は被熱痕が残る。

4. 小結

ここでは中木津遺跡区画整理3 区・市道地区と西木津遺跡の調査成呆と合わせて概観してみたい。

これまで西木津遺跡の遺跡範囲は点的な把握にとどまっていたが、中木津遺跡で確認された溝SD30が

西木津遺跡の溝SD65aの方向に向かつており、また溝SD65も中木津遺跡から西木津遺跡に延びることから、

西木津遺跡と中木津遺跡は一つの遺跡のまとまりである可能性が指摘できる。

調査成果のーっとして、溝群の検出があげられる。中木津遺跡市道地区のSD30b ｷ SD35、 SD36a ｷ SD36c、

SD36b ｷ SD37、中木津遺跡区画整理3 区のSD14 ｷ SD21、 SD18 ｷ SD19、 SD5·SD6、西木津遺跡区画整理

地区のSD65 ・ SD65aである。

これらの溝群の時期については、出土遺物、遺構の切り合い・配置・形状・軸方向から大きく 3時期の変

遷があると考えられる。新旧関係はA群、 C群、 B群の順に新しくなると考えられる。出土遺物はA群とし

たSD30、 SD30b ともに古代～中世初期段階のものが中心であり、須恵器杯、土師器椀・皿、白磁N類、青

磁などである。 B群としたSD36a ｷ SD36c と C群に相当するSD36b ・ SD37からは12世紀代の土師器皿などが

溝底面砂層から出土していて、 9世紀後半・末頃～11世紀代の遺物は出土しない。 SD65の下層から珠洲聾

（吉岡町期： 14世紀前半～後半）が出土している。 SD30bと同時期に存在していたと考えられるSD65 ( = 

SD30）はSD65aと直交するが、出土遺物の様相からSD30 ( = SD65）よりも新しい時期まで存在していたと

考えられる。

流路の方向はA群 ·B群・ C群の軸方向はともに東ー西を指向し、 A群と C群はやや北に振れ、 B群は南に

振れる。出土遺物や軸方向からA群より新しいとしたB群・ C群の中でB群に切られるC群はA群の配置に影

響した形で12世紀段階に新たに設置した溝と考えられる。 A群とB群の聞は約40m～50mの空間が、 SD30 と

SD30bの直交地点とSD30 (SD65a）と SD65の直交地点の聞は約200mの距離がある。これらの溝が蛇行しな

がらも、軸をやや北・南に振る東西とやや東に振れる北南を指向していることが見てとれる。これれらの溝

が区画溝として機能していたとすれば、中世において広範囲に及ぶ大きな区画を伴う開発が考えられる。

区画整理 3 区 市道地区 深さ 軸方向

A群 SD14 SD30b 深い 広い 東西

(2 条 1 対・並行） SD21 SD35 浅い 狭い 東西

B群 SD18 SD36a 深い 広い 東西

(2 条 1 対・並行） SD19 SD36c 浅い 狭い 東西

C群 SD6 SD36b 深い 狭い 東西

(2 条 1 対・並行） SD5 SD37 浅い 狭い 東西

D群 SD65a SD30 やや深い 広い 南北

（直交） SD65 深い 狭い 東西

第 1 表溝分類案
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第 6章 結語

今回の調査では佐野台地北側の様相が明らかとなった。下記に各遺跡の状況をまとめてみたい。

1. 中木津遺跡について

縄文時代後期～晩期

縄文時代後期から晩期の土器と石田遺構が試掘調査にて確認された。遺構・遺物は調査区南側に多く確認

される。試掘調査D区 S X7では、石固いを持つ土坑が検出された。県内と周辺においては当該期建物の炉

は地床炉であることから、埋葬に関連する土坑の可能性が指摘されている。近隣の石塚晴保遺跡でも同時期

の土器や包含層が確認されている。また、区画整理2 区のE層上層にて部分的に検出された遺構と E層にあ

たる黒褐色土が確認された。この土層は従来から佐野台地に広く分布する縄文後期～晩期の遺構・遺物を伴

う土層であることが指摘されていることから、今後の調査においても注意したい。

古代

古代の建物群が区画整理2 区・ 3 区で、また台地を南北方向に流れる溝が区画整理 1 ・ 2 区にて確認され

た。建物群は、総柱建物と側柱建物が東西軸で確認できる。その南北方向に建物が部分的に検出されたこと

から、規格’性を持った建物配置がされていた可能性を示唆する。遺物は一般的な須恵器・土師器が出土する

が、製塩土器が溝S D204とその周辺より少量出土している。佐野台地の遺跡群でも東木津遺跡、中保B遺

跡など官街関連遺跡で製塩土器の出土が報告されていることから、いくつかの間発拠点に製塩土器が運ばれ

た事を伺わせる。文字資料に関しては、 「木津カ J の墨書土器や須恵器の転用硯などが出土しており、近傍

での文書事務が行われたことを示唆する。しかし、中木津遺跡・西木津遺跡で検出された掘立柱建物の規模

は小さく、高級陶器の出土がほぼ確認できないことから、佐野台地の開発の拠点は南に隣接する東木津遺跡

や「曹子」の墨書土器が出土した下佐野遺跡が中心であると考える。また、 l 区 S D204や 2 区 S Dllは佐

野台地北端を貫く溝の一部であることが指摘でき、同軸の流路は下佐野遺跡や石名瀬A遺跡の調査で検出さ

れている。多量の古代土器は、これらの周辺遺跡の流れ込みを含むものであるが、おおむね中木津遺跡の集

落存続時期を示すものと考えたい。 3 区と西木津遺跡でも東西軸のSD14 ・ 21が検出されていて、主な出土

遺物の時期はほぼ同時期である。

中世・近世

中世～近世の遺構として掘立柱建物や土坑、また調査区全域で多くの溝群が検出された。掘立柱建物は l

区 S BOl ・ 02や 2 区 S B08があり、いずれも小規模で、ある。溝は 2 区SD48のような屈曲を持つ溝や同軸の

中小の溝群があり、時期は中世後半～近世である。中木津3 区や西木津遺跡の調査区では東西方向を主軸と

する多くの溝が検出され、正方位を意識した溝である可能性が調査担当者から指摘される。近隣の石塚遺跡

にて掘立柱建物と同軸の溝状遺構が検出される事例もあることから、中木津遺跡においても広範囲に区画溝

を含む集落が所在していた可能性が高まった。近世の遺構として 2 区SX03がある。土器類や木製品・漆器

などのが出土しており肥前陶磁や伊万里などの生活用品が出土している。前述した 2 区SD48との関連が想

定される。



2. 西木津遺跡について

主に中世の遺構が検出され、古代・中世の遺物が出土した。 F地点南側のSD65では中世の遺物が出土し、

集落はその北側に広がると考えられる。 G地点でも土坑や溝などが検出され、遺構分布も北側に拡がる。こ

のことから段正の境界付近に中世の集落の所在があると想定される。

3. 佐野台地上の遺跡・遺構と文献等の問題

中世においては、文献史料にて周辺は福田庄であることが想定される。同庄の成立年代は不明であるが、

『妙法院文書』 「寛元3年（1245) 4月 17日条」にその記述がみられることから、当該期に成立していたとみ

られる。その後、 1339年から 1392年にかけ、越中知行国主である徳大寺公能（の弟）による私領支配が行わ

れた。 1342年に宗良親王による支配が文献から伺え、南北合一後の14世紀末以降は大館氏の支配下におかれ

ることになる。越中石黒党の福田二郎範高に関係する建物の可能性を提起されている（高岡市教委2007）。

上述した時期の明確な遺構は確認されないが、中世～近世の堀跡の性格を持つ溝や柵列を配する掘立柱建

物などが存在する。これらの遺構や小規模の溝で区画のありかたなどの分析を行うことで中世の集落のよう

すが明らかになると思われる。今後同庄における上記の中世荘園に関係する遺構のさらに詳細な整理を行い

検討したいと考える次第である。
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S=1 :60 （断面図）
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黒褐色細粒砂質シルト

縮尺 1 /80 ・ 1/40 ・ 1/60
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1 10YR6/3 
にぶい黄糧色細粒砂質シルト
10YR2/l 
黒色細粒砂質シルト 10%含む

2 10YR2/1 
黒色細粒砂質シルト
（地山プロック 5%含む）

1 10YR4/3 
にぶい黄褐色細粒砂質シルト
10YR2/l 
黒色細粒砂質シルト 10%含む

1 10YR2/1 
黒色細粒砂質シルト

1 10YR2/1 
黒色細粒砂質シルト

1 10YR2/1 
黒色細粒砂質シルト

S=1 :80 （断面図）
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SA03 
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SPllOl 

1 10YR2/1 
黒褐色細粒砂質シルト

1 10YR2/l 
黒褐色細粒砂質シルト

1 10YR2/1 
黒褐色細粒砂質シルト

1 10YR2ノl
黒褐色細粒砂質シルト
（地山プロック 1%含む）

1 10YR2/1 
黒褐色細粒砂質シルト
（地山プロック 1%含む）
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縮尺 1 /100 ・ 1 /80 柵列 S AOl ・ 02 ・ 03実測図
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6 2.5Y2/l 
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縮尺 1 /80 ・ 1 /40 
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1 10YR3/3 精褐色粘質土
10YR6/6 明褐色粒子同色ブロックシルト多量含む
2 2.5Y2/l 黒色粘質土
2.5Y6/2 灰黄色粒子シルト少量含む

S=1:100 （平箇図）

L士10.50m
SK14 SD51 SX3 SK13 

L=l0.91m 
SKOl 

SKOl 
1 2.5Y3/l 黒褐色 2.5Y8/4 淡黄色粒子（φl～3mm)

同色ブ、ロック（ゆ10～20mm)

多量含むシルト
2 2.5Y2/l 黒色

2.5Y8/4 淡黄色粒子（φl～3mm）微量含むシルト

3 2.5Y4/l 黄灰色 2.5Y8/4 淡黄色粒子（φl～3mm)
同色フやロック（ゆ10～20mm)

微量含むシルト

SX3 ・SK13·SK14・SD51

1 10YR5/2 灰黄褐色粘質土 2.5Y7/6 明黄褐色シルトフ守口ツク（φ2～4cm）少量含む（SD51埋土）
2 10YR5/2 灰黄褐色粘質土 2.5Y8/3 淡黄色シルトフーロック（ゆ5～50cm）多量含む（SD51埋土）
3 2.5Y8/3 淡黄色シルト 10YR5/2 灰黄褐色粘質土フ守口、ノク（ゆ2～lOcm）多量および、

木片・土器・染付椀・皿・石・磯（φ5～lOcm）多量含む（SD3 埋土）
(SX3 埋士）
植物遺体／木片多量含む（SX3 埋土）
炭化物少量含む（SX3 埋土）
(SK14 埋土）
2.5Y8/3 淡黄色シルト少量含む（SK13 埋土）

4 10YR5/l 褐灰色粘質土
5 7.5YR3/2 黒褐色粘質土
6 10YR3/2 黒褐色粘質土
7 10YR4/l 褐灰色粘質土
8 10YR4/l 褐灰色粘質土

2m 。

S=1 :40 （断面図）

縮尺 1 /100 ・ 1/40
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la 10YR5/4 にぶい黄褐色粘質土
lb 2.5Y6/2 灰黄色土
2.5Y8/4 淡黄色ブ、ロック（径20～30mm）多量含むシルト
7.5Y3/2 黒褐色粘質土（植物遺体多く含む）
2.5Y3/l 黒褐色粘質土（植物遺体多く含む）
2.5Y4/l 黄灰色シルト
2.5Y7/l 灰白色シルトブロック

(f.圭10～30mm）少量含む
5 2.5Y6/l 黄灰色シルト
2.5Y3/l 黒褐色粘質土フ口、ノク

（径lC ～40mm）少量含む
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25Y81ノ3 淡黄色シjレト

lOYR3/2 
6 10YR5/2 H青！災黄色粘質土
7 lOYE5/2 B音灰黄色粘質三 10YP5/2 崎氏黄色綿l砂燦
8 10YR5/2 i!者灰黄色粘質土

L二10.20日1

SDlll 
l 2.5Y8i3 淡黄色シルト 10YR3/2精黄色シルトブロソク
2 10YR5/2 I法灰色土 2.5Y8/4 淡黄色シルトフロック
:i 2.5Y4/2 踏灰黄色土 2.5Y8/4 淡黄色シルトブ、ロック
4 7.5YR3/l 黒褐色土

b L=l0.20m 
- SD111 一一一 SDlll c 

3 2.5Y4/2 i市灰黄色土
2.5Y8/4l炎黄色ンルトブロック
（筏JO～20mm）少量含む

SDlll 
c SDlll b 

3 2.5Y4/2 g音灰黄色土
2.5Y8.14 淡黄色シルトブロァク

L士10.2Jme __cl SD107 

1 

e 
1 2.5Y4/2 it吉灰黄色j二
2.5Y8/4 主主黄色シルトフロック（後10～20mm）少量含む
2 7.5YR3/l 黒褐色土
3 2.5Y4/2 5奇j火黄色士

JOYR716 明資褐色y）レト粒Cf(fモ5mm）多量含む
4 10YR5/2 fl音灰黄色砂質土 10YE5/2陪灰黄色綿砂磯村f20rnrn）含む

SD107 d 
l 2.5Y4;2 日産灰黄色土 2.5Y8/4 
5 10YR5/2 階灰賞色士
6 lOYR5/2 踏灰黄色粘質土
7 10YR5/2 H音灰黄色粘資土 lOYH.512暗灰黄色細砂機（径20mrn）含む

縮尺 1 /400 ・ 1 /40 
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表 2 遺構一覧

区画整理 1 区

掘立建物祉

遺構名 グリッド 規模 構造・方位・平面形態 出土遺物 備考 図面目。

(21～23、 桁行4間（9. 28m)× 南北棟、総柱の建物。
北東側に梁行 1 間分の庇を持つ。

図面O八S BO! 座標北に対して16. 3度東へ偏る。 柱穴p 3-2 と P3-3 の間に間柱あ
27~ 30) 梁行2間（4. 3m）以上

円形ないし不整円形。 り。 図面O九

(15 ・ 16 、 桁行3間（7. 2m)× 南北棟、総柱の建物。 柱通りが悪い。中世に帰属か。
図面O玉S B02 

34~ 36) 梁行3間（6.14m)
座標北に対して17. 7度西に偏る。

図面 O
不整楕円形ないし不整円形。

(10 11 、 桁行2間（5. OSm)× 
南北棟、側柱の建物。 SK130に切られる。 S AOl ・ 02 と軸を

図面O七S B03 座標北に対して13. 7度東へ偏る。 土師器、須恵器 揃えており重複する。
34~ 36) 梁行2間（4. 7m) 

不整楕円形ないし円形。
図面

柵祉

遺構名 グリッド 規模 構造・方位・平面形態 出土遺物 備考 図面No

SAOl 
(12、

7問（11.2m)
南北方向。座標北に対 Ll4. 2° 東に偏

土師器砥石
SA02 ・ S B03と軸を揃えており重複 図面O七

34~ 37) る。楕円ないし不整楕円形。 する。 図面一二

SA02 
(11 、

2間（2. 94m) 
東西方向。座標北に対し76. 2° 西に偏 SAOl ・ 5 B03と軸を揃えており重複 図面O七

34 35) る。不整楕円ないし不整円形。 する。 図面二

SA03 
(12 、

5間（7. Sm) 
南北方向。座標北に対し15° 東に偏る。

SAOl とほぼ輸を揃える。
図面O七

36 ・ 37) 不整楕円ないし不整円形。 図面一二

士坑

遺構名 グリッド 平面形 規模 出土遺物 備考 図面No.

SKlOl (8 、 41 ・ 42) 不整楕円形 長軸 1. 32m 短軸 1.lOm 深さ 56crn 近現代

SK104 (17 、 31) 不整楕円形 長軸 O.SRm 短軸 0. 68m 深さ 12cm 伊万里 近現代

SK105 (15 16 、 29) 不整楕円形 長軸 l.12m 短軸 0. SOm 深さ 7cm 近現代

SK106 (25 、 25) 不整形 長軸 0.90m 短軸 0. 23皿深さ 25cm 近現代

SK107 (26 、 32) 不整形 長軸 0. 52皿短軸 0. 34m 深さ 15crn 近現代

SK108 (24、 25) 不整形 長軸 l.OOm 短軸 0. 50m 深さ 3lcm 近現代

SK109 (26 27、 37) 不整形 長軸 l.90m 短軸 l.06m 深さ llcm 土師器 近現代

S KllO (26 、 34) 楕円形 長軸 l.04m 短軸 0.28m 深さ 3Ccm 近現代

SKlll (27 、 31) 不整楕円形 長軸 0. 72m 短軸 O 却m 深さ 22cm 近現代

S Kll2 (27 、 35) 不整形 長軸 0. 64m 短軸 0. 42m 深さ 9cm 近現代

SK114 (19、 43) 楕円形 長軸 l.02m 短軸 0.56m 深さ 22cm s 0252と同一

SK121 (14、 35 ・ 36) 不整形 長軸 1. 74m 短軸 0.8Rm 深さ 17cm s 0277と同一

SK122 (14、 35) 不整楕円形 長軸 0. SOm 短軸 0.58m 深さ 17cm 

SK125 (16、 36) 不整形 長軸 0. 72m 短軸 0.52m 深さ 3km 

SK126 (13、 34) 不整形 長軸 0. 62m 短軸 0. 42皿深さ 9cm

SK129 
(10 ・ 11 、

不整形 長軸 1.2Rm 短軸 1 12田深さ 39cm 瓦質土器 S BOl を切り、 S K103に切られる。
34 ・ 35)

SK130 
(10 、

不整楕円形 長軸 2. 70m 短軸 0. 63皿深さ 37cm S BOl ・ SK129を切る。
34 ・ 35)

溝状遺構

遺構名 グりッド 方向 規模 出土遺物 備考 図面No

s 0201 (17～21 、
東西

長さ20. 02m以上幅1. 46~ 1. 70m 弥生土器、 東側および南側は調査地区外に延び
20 ・ 21) 深さ33～55cm 鉄製品（万子） る。

(15～23、 長さ自2. 64m以上幅0. 43~ 2. 02m 土師器、須恵器、珠洲、越 s 0236 ・ 238に切られる。 s 0223を分
s 0202 

23~ 36) 
南西～北東

深さ6～2lcm
中瀬戸、伊万里、肥前、鉄 岐、 S 0203 と合流。 s 0212 と重複。 図面三

製品 南端は調査地区外へ延びる。

s 0203 (15～17、
南西～北東 長さ 20. 77m 幅0. 33~ 1. SSm 深さ 18cm

土師器、須恵器、珠洲、越 s 0238に切られる。 s 0202 と合流。
23~ 27) 中瀬戸 南側は調査区外に延びる。

縄文土器、弥生土器、土師
器、須恵器、珠洲、白磁、

日 0206と重複する。南側と北側は調査
青磁、青花、伊万里、肥

s 0204 (7～13 、
南西～北東（蛇行）

長さ 124.16m以上幅0. 64~ 5. 53m 
前、製塩土器、土製品（士

地区外に延びる。 1 区・ 2 区にわたっ
図面一三25~ 44) 深さ ll～135cm

錘、フイコ羽口、炉壁、焼
て検出。

成粘土塊）、石製品（打製
石斧、砥石、事l片他）

s 0247 ・ 250 ・ 279 ・ 281に切られる。

s 0206 (11～24、
南北

長さ91.56m以上幅1. 04~ 2.24m 縄文土器、土師器、須恵 s 0204 と重複する。 s 0211を分流す
図面三27~ 40) 深さ 17～47cm 器、越中瀬戸、瀬戸美濃 る。 2 区S 075に続き、南側は調査区

外に延びる。

s 0207 (13 14 、
南東～北西

長さ 7. 22m 幅0. 28~ 3.49m 
縄文土器、須恵器

s 0204と重複する。南東側は調査区外
24~ 26) 深さ8～14cm に延びる。

s 0208 (5～9、
南北

長さ42. 60m以上幅0. 25~ 1. 50m 縄文土器、土師器、須恵 南側は調査区外に延びる。北側は段正
33~ 41) 深さ4～3lcm 器、肥前、伊万里、数味玉 で切られる。

(4 5、 長さ8.14m以上幅0. 62~ 1 18皿 須恵器、越中瀬戸、京焼、
s 0209 

33~ 35) 南北～東西へ属曲
深さ21～27cm

伊万里、木製品（漆・板 南側は調査区外に延びる。
材）
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縄文土器、土師器、気恵
器、珠別、瀬戸美濃、白
磁、蹴中瀬戸、関西系磁

SD246を分流 J一る。 SD221 ・ 230 ・ 231 と
SD210二 (27～31 、

南北
長さ 31. 66m以上幅5. S2 ~ 8.46m 器、京焼、肥前、伊万里、

重複する。 2 区SDllへ続き、南側は調 図面一三
2 区SD!l 27~ 34) 深さ 32～51cm 土製品（土錘也）、木製品

（漆器、下駄、板材、部
査区外に延びる。

材、曲物他）、石製品（砥
石）、鉄津

SD211 
(22～2C 、

南西～北東
長さ 16. 56m 幅0. 76~ l. 28皿

上師器、須恵器
S D206から分流する。北東側の 2 区S

図面一三
3＞・ 39) 深さ 14～30cm D61に続く。

S D212 (22 、 35～37) 南西～北東
長さ 10. 22皿幅0. 26~ i 06m 

瀬戸美濃、青磁
S D202 と重複する。北側は調査区外に

深さ1～llcm 延びる。

(17～zn 、 長さ25. 20m 幅0. 42~ I. !Sm 土師器、須恵器、珠洲、瀬
カクランに切られる。

S D214 南西～北東 戸美濃、越中瀬戸、京焼、
29~ 34) 深さ2～15cm

伊）J里、 h製品（石嫉）
近現代の溝。

SD216 
(2C ・ 21 、

南両～北京 長さ4.41m 幅0. 3～0.4m 深さ3～5cm 近現代の溝。
31 ・ 32)

SD217 (18、 29 ・ 30) 南西～北東 長さ 5. SCm 幅0 18~ 0. 2Sm 深さ4～6cm 須恵器 S X503を切る。近現代の溝。

S D218 
(16 ・ 17 、

南丙～北東
長さ 8. 80皿幅0 14~ 0. 33皿深さ6～24

S D219 ・ 225 と同 。近現代の溝h
30 ・ 31) cm 

S D219 (17、 32) 南西～北東 I之さ 1.14m 幅0. 22~ 0. 32m 深さBern S D218 ・ 225 と同一。近現代の溝。

S D221 (27、 28 ・ 29) 東阿
長さ I. 70m 幅0. 46~ 0. 90m 

S D2!0 と重複する。
深さ 22～26cm

S D222 
(19～21 、

南西～北東 長さ 21. 50皿幅0. 34~ 0. 62m 深さ Scm
S D229 ・ 233～235と重複する。近現代

図面三
28~ 32) の1毒。

S D223 
(19～21 、

南西～北東
長さ22. 28m 幅0. 24～0.84m 深さ2～21

土師器 S D202と分流する。 図面三
29~ 34) cm 

S D224 
(15 16、

南西～北東
長さ 15. 28m以上幅0. 22~ 0. 42m 

珠洲、越中瀬戸、伊万盟 近現代の溝。
27~ 30) 深さ3～25cm

S D225 
(14～16、

南西～北東
長さ！9.6Cm 幅0. 06～O 羽田

S D218 219 と向 。近現代の溝G
26~ 30) 深さ5～34cm

S D228 (21 、 32) 南北
長さ2.12m 幅0. 38~ 0. 54m 

S D233と重複する。近現代の1声。
深さ 10～2fcm

S D229 
(21～25 、

南東～北西
長さ24. 46m 幅0. 14～0.42m 深さ5～20

土師器 S D222と重複する。近現代の溝。
30~ 32) cm 

S D230 
(27 ・ 28 、

南北
長さ 12. !Sm 幅0. 30~ 3. 74m 

SD2JO ／三重複する。
29~ 31) 深さ 13～18cm

S D231 (30 31 、 33) 南北
長さ I. 94m 幅0. 76~ 0.88m 

SD210と重複する。
深さ 14～21cm

S D232 
(24～26 、

南北から東西へ屈曲
長さ21. 72m以 k 幅0. 24~ 0. 40m 東側は調査R:外に延びる。近現代の

25~ 29) 深さ5～22cm 溝。

SD233 
(21～24、

南東～北西
長さ 17. !0m 幅0. 18~ 3.36m 

越中瀬戸
S D222 ・ 228 ！：＇重複する。カクランに

31 ・ 32) 深さ6～20crn 切られる。近現代の情。

S D2~4 
(21～25 、

南東～北西
長さ 24. 96皿幅0. 24~ 3.44m S D222と重主主するカクフンに切られ

29~ 31) 深さ5～18cm る。近現代の構。

SD235 
(21～25 、

南東～北西
長さ 24. 46m 幅0. 14~ 8. 32m S D222 と重複するカクランに切られ

29~ 31) 深さ3～12cm る。近現代の構。

S D236 
(16～24、

南阿～北東
長さ 41. 46m以上幅0 18~ 0. 40m S D202を切る。東側は調査区外に延び

24~ 27) 深さ3～15cm る。近現代の溝。

S D237 (20 ・ 21 、 22) 車両
長さ 4. 54m以上幅0. 44～O 印皿

印章、鉄浮 近現代の溝。
深さ5～14cm

S D238 
(14～22 、

南東～北西
長さ 46. 46m以上幅0. 22~ 0. 56田

須恵器、越中瀬戸、肥前
S D202 ・ 203 244を切る。近現代の

23~ 27) 深さ2～30cm 溝。

S D239 
(18～20 、

南東～北西
長さ 12.62m 幅0. 24~ 0. 88m 

肥前 S D240に切られる。
21 ~ 23) 深さ5～!Oc且

S D240 
(18～21 、

南東～北西
長さ 15.62m以上幅0. 2E~ 0. 46m S D239を切る。東側は調査区外へ延び

21 ・ 2?) 深さ8～18cm る。近現代の溝。

S D241 
(24～27、

南東～北西
長さ32. 64m 幅0. 12~ l. 22m 

32～担） 深さ3～17cm

S D242 (22、羽） 南西～北東 長さ1 f'm 幅0 16~ 0. 28m 深さ4～5cm

S D243 
(22 ・ 23 、

南東～北西 長さ 7. 70m 幅0 18~ 0. 4rn 深さ3～11cm 近現代のf怠
31 ・ 32)

S D244 
(15 ・ 16、

南北
長さ8.12m 幅0. 40~ 0 '7m 深さ0～21

S D238に切られる。
25~ 27) cm 

S D246 
(29 ・ 30、

南東～北西
長さ0. 68m以上幅0. 62~ 0. 76m 

S D2!0 と重複する。
33 ・ 34) 深さ52cm

S D247 (14 15、 31) 南東～北西 長さ5.64m 幅0 16~ 0. 26m 深さ1～3cm S D206を切る。近現代の溝。

S D248 (16 、 32 ・ 33) 南東～北西 長さ1.12m 幅0 18~ 0. 20m 深さ2·.m 近現代のf怠

S D249 (16 、 33) 南東～北西 長さ 1.5Rm 幅0. 18~ 0. 21m 深さ3～4cm 近現代の1え

S D250 (16 17 、 33) 南東～北西 長さ 3. 8~皿幅0. 2~ 0. 29田深さ4～!Ocm 土削器 S D206を切る。近現代の溝。

SD251 
(17～22 、

南東～北西
長さ 26. 06m 幅0. 2R~ 0. 84m 

伊万単
s p 1045 ・ 1046を切り、 S D2R3~ 266 

41 ~ 13) 深さ2～19cm に切られる。近現代の溝。

(20～22 、 長さ 7.40m以上幅0 02~ 1. 04m 
北側は調査地区外へ延びる。 S D272 ・

S D252 
42 ・ 43)

南東～北西
深さ3～30cm

伊万里 SK111 ・ 3 P1058 と 2 区 SK51は同一

になるか。近現代の構。

SD253 (23、 40) 南西～北東 長さ 2. C4m 幅0. 22～0.3fm 深さ2～9cm 近現代の構。

S D254 
(23 24、

南西～北東
長さ 6. lOm以上幅0. 22~ 0. 46m 

近現代の構。
40 41) 深さ5～9cm

S D25.I 
(21～23 、

南東～ lヒ西
長さ 10. 04皿幅0 10～0.28m 深さ2～5

近現代の溝口
39 40) cm 

S D256 
(18～20 、

南東～北西
長さ 13. 46皿中日0 14~ 0.36m 

越中瀬戸
S D263 266に切られる。近現代の

41 ・ 42) 深さ5～21c皿 溝b

SD257 (21 、 42) 南東～北西
長さ l.28m 幅0. 24~ 0. 52m 
深さ 14～2Rcm

S D2f0 
(17～19、

南東～北西
長さ 14.45m 将0 16~ 0.42m S D262 274 275 と重複する。近現代

37~ 39) 深さ2～16c皿 の溝。

S D2f2 (18 ・ 19、 39) 南山～北東
長さ5.64m 幅0 15~ 0. 25m 

S D276と重複する。近現代の溝。
深さ5～11cm

S D26l 
(18～21 、

南西～北東
長さ 16.22m 幅0 07~ 0.2lm 

瀬戸美濃
SD251 287を切り、 S D264と重複す

41~ 43) 深さ3～l8cm る。近現代の溝。

S D2C4 
(20～22 、

南西～北東
長さ 13.20m 幅0. 05~ 0. 26m S D26o ・ 266 と重複する。近現代の

40~ 42) 深さ2～9cm 溝＇，
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SD266 
(18～21 、

南東～北西
長さ21.62m 幅0. 07~ 0. 32m SD256 ・ 287を切り、 S D264 ・ 265 と

40~ 43) 深さ1～15叩 重複する。近現代の溝。

S D267 (20、 44) 南東～北西
長さl.68m 幅0.10～0.22m

士師器、須恵器 近現代の溝。
深さ3～11cm

SD268 
(17～20、

南東～北西
長さ16.84m 幅0.12～0.35m SD287を切り、 S D264と重複する。

40~ 43) 深さ3～11c皿 近現代の溝。

S D269 (19、 40) 南東～北西
長さ 3. 76m 幅0.16～0.24m

S X504と重複する。近現代の溝。
深さ1～16岨

SD270 
(17～19 、

南東～北西
長さ 17. 48皿幅0.14～0.24m

SX504と重複する。近現代の溝。
40~ 42) 深さ2～18岨

S D271 (18 ・ 19、 41) 南東～北西
長さ 1. 86皿幅0.12～0.20m

近現代の溝。
深さ2～13叩

長さ4. 5 日m 幅0.19～0. 34m 
北側は調査地区外へ延びる。 S D252 ・

SD272 (18 ・ 19、 43) 南東～北西 SK114 ・ S Pl058と 2 区S K54は同一
深さ4～24cm

になるか。近現代の溝h

SD274 
(16～19、

南東～北西
長さ17.46m 幅0.14～0.25m

SD206と重複する。近現代の構。
39~ 42) 深さ1～6咽

S D275 
(17～19、

南東～北西
長さ16.5lm 幅0.11～0.22m

SD206と重複する。近現代の構。
39~ 41) 深さ1～15咽

SD276 (17 ・ 18、 40) 東西
長さ4.35m 幅0. 38~ 0. 80血

S D262と重複する。近現代の構。
深さ7～22四

S D277 
(13 ・ 14、

南西～北東
長さl.66m 幅0. 50~ 0.56m 

SD121 と同一。
34 ・ 35) 深さ 11～15cm

SD278 (11 、 38)
長さ0. 70m 幅0.18～0.22m

SA02 Pl-1 
深さ 10～12叩

S D279 
(14～17、

南東～北西
長さ18.12m 幅0.14～0.24m

SD206を切る。近現代の溝。
31~ 33) 深さl～8cm

S D280 
(13 ・ 14、

南東～北西
長さ5.20m 幅0.12～0.20m

近現代の溝ロ
32~ 33) 深さ1～8佃

SD281 
(13～15、

南東～北西
長さ 14. 34皿幅0.12～0. 34m SD206を切り、 S D283 と重複する。

30~ 32) 深さ1～12岨 近現代の溝。

S D282 
(13 ・ 14、

南東～北西
長さ7.00m 幅0. 24~ 0.30m SD206を切り、 S D283と重複する。

31 ・ 32) 深さ3～7叩 近現代の溝句

S D283 (13、 31 ・ 32) 南西～北東
長さ3 46m 幅0.16～0.20m SD281 ・ 282と重複する。近現代の
深さ4～12岨 溝。

S D285 
(17 ・ 18、

南西～北東
長さ6.02m 幅0. 28~ 0. 36皿

士師器
43 ・ 44) 深さ3～7叩

S D286 
(24 ・ 25、

南北
長さ8.60m以上幅0 46~ 0.62m S D202 ・ 212と同一。北側は調査区外

39~ 48) 深さ5～6cm に延びる。

S D287 (20、 40 ・ 41) 南西～北東
長さ6.84m以上幅0 22~ 0.32m S D233 ・ 236 ・ 238に切られる。近現代
深さ9～33咽 に溝。

凹地

遺構名 グリッド 平面形 規模 出土遺物 備孝 図面No.

(8 ・ 9、 長軸 6. 80m 短軸 0. 48~ l.60m 
縄文土器、須恵器、珠洲、

SX501 不整形 瀬戸美濃、青磁、越中瀬 根カクランか。
30 ・ 31) 深さ 5～45cm

戸、京焼、肥前、伊万里

S X502 (6 ・ 7、 32) 不整形
長軸 2.63m 短軸 0.54m 

根カクランか。
深さ 43cm

SX503 
(17 ・ 18、

隅丸長方形
長軸 3. 54m 短軸 2.24m 

越中瀬戸
29) 深さ 19咽

SX504 
(19 ・ 20、

不整形
長軸・ 7. 70m 短軸 0.48m S D269 ・ 270に切られる。根カタフン

39 ・ 40) 深さ 43岨 tJ>, 

(10 ・ 11 、 長軸 6. 54m 短軸 l.06m 
縄文土器、土師器、須恵

S X505 不整形 器、珠洲、瀬戸美濃、越中 根カクランか。
33 ・ 34) 深さ 47四

瀬戸、石製品（砥石）

自然流路

遺構名 グリッド 規模 出土遺物 方向 切り合い 図面N"

(1～14、
長さ 94. 71m以上

土師器、須恵器、伊万里、 圃場整備前の自然流路。流路は2 区に
NROl 

35~ 50) 
幅 6 78~ 6.85m 

石製品（砥石）
南西～北東

続き、南側に延びる。
深さ 47～220cm

区画整理 2 区

掘立柱建物

遺構名 グリッド 規模 構造・方位・平面形態 方向 切り合い 図面No.

(6、 桁行2間（2.8m）×
南北棟、総柱の建物。 PlはS D5を切る。

図面二二
S BO! 

0 ・ P) 梁行2間（3.8m）以上
座標北に対して26度東に偏る。 木製品 P3 は柱痕の遺存する。

不整楕円ないし不整円形。 北東側は調査区外へ延びる。 図面二三

(5、 桁行3間（7.0m）×
北西～南東棟、側柱の建物。 SD3 を切り、 S D2に切られる。 P2

図面二二
S B02 

0 ・ P) 梁行2開（4. 6血）
座標西に対 l,35度北に偏る。 須恵器・木製品 は柱痕が遺存する。 S P7が間柱になる

隅丸方形ないし不整楕円形。 可能性あり。 S B03 ・ S B04と軸を揃 図面二四

(4 ・ 5、 桁行4間（8.2m）×
北西～南東棟、側柱の建物。 SD5を切る。

図面二二
S B03 p. Q) 梁行2間（4. 5皿）

座標西に対 l,35度北に偏る。
隅丸方形ないし不整円形。

図面三玉

(4、
桁行3間（6. 6皿）以上 北西～南東棟、側住の建物。 P5 はSD5を切り、 Pl はSDに切ら

SB04 
Q,  R) ×梁行2問（4.lm) 座標北に対して26度東に偏る。 土師器・須恵器・陶峨器 れる。北東側は調査区外へ延びるロ s 図面二二

以上 不整方形ないし不整楕円。 B03とほぼ同軸e 図面三六

(5、
桁行2間（3. 5m）以上 東西棟、総住の建物。 P2はSB6 Pl を切り、 P4 ・ 5

S B05 
S) 

×梁行2問（3.4m) 座標北に対して13度北に偏る。 土師器 はS K82を切る。 S B06より新相を示 図面二二

隅丸方形ないし不整楕円。 す。東側は調査区外へ延びる。 図面三七

桁または梁行2間以 棟方向不明、建物構造不明。
S B06-P lは S B05 P2に切られる。

図面二二
SB06 (6、 S) 土j師器 南側・東側は調査区外へ延びる。

上（6.0m) 不整楕円ないし不整円形。 図面二八

桁または梁行l間以上 棟方向不明、建物構造不明。
Plは5 Dl38 ・ S Pl41 ・ 144を切る。

図面二二
S B07 (6、 S) 土師器 東側は調査区外へ延びる。 S B05とほ

(4.5m以上） 不整楕円ないし不整円形。 ぽ同軸。 図面二八

(8、
桁行3間（最大5. 3m) 東西棟、総柱の建物。 （束柱） S Pl48. ・ 5 Pl49はS D26に切られ

SB08 
R • S) 

×梁行lor2問 座標西に対して14度北に偏る。 る。柱通りが悪い。 図面二二

(2 5血） 不整楕円ないし不整円形。 S P34が東柱になる可能性がある。 図面二九

(9、 桁行3間（7.2m）×
南北棟、側柱の建物か。 S P43 ・ 44は S D31 を切り、 S P53は

SB09 
R • S) 梁行2間（3.4m以上）

座標北に対して24度東に偏る。 SD30に切る。 S BIOと軸を同じくす 図面二一

不整楕円ないし不整円形。 る。



(10、
桁行2問（5. 5m以上） 南北棟、側柱の建物。 S P54はS D30を切るロ S B09/o軸を

SB!O ×梁行 1 間（2.lm以 座標北に対して20度西に偏る。 同じくする。北西と東側へ延びる。 図面二一
R • S) 

上） 不整楕円ないし不整円形。

土坑 撹乱を除く

遺構名 グP ッド 平面形 規模 出土遺物 備考 図面No

SKI (P 、 4 ・ 5) 隅丸方形 長軸 0. 9m 短軸 0. 7m 深さー 77cm 士師質土器 図面三九

SK2 (R、 8) 円形 長軸 0.9m 短軸 0. 7m 深さ： 5日 cm
縄文土器、土師器、須恵

SD16を切る。
器、珠洲、陶器、青磁

SK3 (S 、 7) 隅丸方形 長軸 O.BOm 短軸 0.4m 深さ： 5cn SD26を切り、 S D15に切られる。

SK4 (S 、 8) 隅丸方形 長軸 4.5m 短軸 0. Sm 深さ： 57cm

SK5 (N、 10) 隅丸方形 長軸ー l.9m 短軸 l.5m 深さー 23cm 磁器、陶器、石製品

s E王6 (Q 、 9) 円形 長軸 0. 9皿短軸 0.6m 深さ： !Ocm 磁器、陶器、石製品

SK7 (Q 、 9) 円形 長軸 0. 7m 短軸 0. 7m 深さ 12cm SD37に切られる。

SKB 
(R ・ 5 、

隅丸方形 長軸 2.5m 短軸 l.6m 深さ 7lcm SD27に切られる。
7 ・ 8)

SK9 (N、 10) 楕円形 長軸 I.Om 短軸 0. Sm 深さ 15cm 

SK!O (P 、 11) 方形 長軸 l.2m 短軸 0. 7m 深さ 14cn 

SKll (S 、 16) 楕円形 長軸・ I.Om 短軸・ 0.6m 深さ 35cm

s E王 12 (S 、 16 ・ 17) 楕円形 長軸・ l.4m 短軸・ I.Om 深さ 27cm 陶器、磁器、木製品、軽石 SK13 ・ 5 D51を切る。

SK13 (S 、 16 ・ 17) 楕円形 長軸 1.2m 短軸 0. 7皿深さ 32cm 磁器 SD51を切り、 S K12に切られる。 図面二九

SK14 (S 、 16) 楕円形 長軸 1.4m 短軸 0. 6皿深さ 20cm SD48の下層で検出。 図面二九

SK15 (T 、 15) 円形 長軸 0. 7m 短軸 0.5m 深さ 6cm SD5ll~切られる。

SK16 (S • T 、 16) 楕円形 長軸 0.5m 短軸 0.3m 深さ 16cm 

SK17 (S 、 15) 楕円形 長軸 O. 7m 短軸 0.4m 深さ 22cm 

SKIS (S 、 15) 楕円形 長軸 O.Bm 短軸 0.6m 深さ 47cm 

SK19 (S 、 15) 楕円形 長軸： 0.9m 短軸 0. 5m 深さ 9c阻

SK20 (R 、 14) 方形 長軸 1.3m 短軸 I.Om 深さ 44cm 

SK21 (P 、 20) 楕円形 長軸： 2.2m 短軸 1.Bm 深さー 24cm SDllを切る。

SK22 (S 、 15) 円形 長軸： 0.6m 短軸 0.6m 深さ 2cn 

SK23 (P 、 18) 隅丸方形 畏軸： I.Om 短軸 0. Sm 深さー 7cm SD59を切る。

SK24 (P 、 20) 方形 長軸 2. 2血短軸 l.3m 深さ： 15cm 須恵器、木製品 SDllを切る。

SK25 (P 、 21) 方形 長軸 1.3m 短軸 0.6m 深さ： 28cm SDllに切られる。

SK26 (P 、 20 ・ 21) 隅丸方形 長軸 1.4m 短軸 1.2m 深さ： 13cm SDllに切られる。

SK27 (S 、 23) 隅丸方形 長軸 2.lm 短軸 1. 7m 深さ： 27cm

SK28 (R 、 23) 円形 長軸 1.2m 短軸 0.9m 深さ： 6cm 

SK29 (R 、 23) 隅丸方形 長軸・ 4.6m 短軸・ 0.6m 深さ 7cm

SK30 (T 、 22) 楕円形 長軸ー 0. 9皿短軸： 0. 4皿深さ llc阻

SK31 (T 、 22) 隅丸方形 長軸 1. 7皿短軸： 0. 4皿深さ 21cm 磁器

SK32 (T 、 22) 楕円形 長軸 1.6m 短軸 0.4m 深さ： 6cn 

s E王33 (T、 22) 円形 長軸・ O.Bm 短軸・ 0. 5m 深さ Bern

SK34 (S 、 22 ・ 23) 隅丸方形 長軸 2. 6皿短軸 0.6m 深さ・ Ben

SK35 (T 、 23) 円形 長軸： 0. 5皿短軸 0.4m 深さ・ 7cn

SK36 (S ・ T、 24) 隅丸方形 長軸： 1.Bm 短軸 1. 4皿深さ・ 19cm 磁器

SK37 (R 、 24 ・ 25) 隅丸方形 長軸： 5.lm 短軸 2.lm 深さ 19cm 
須恵器、陶器、磁器、石製

品（砥石）

SK38 
(Q 、

隅丸方形 長軸： 1.3m 短軸 I.Om 深さ 14cm 
23 ・ 24)

SK39 (Q 、 22 ・ 23) 隅丸方形 長軸： 4.9m 短軸 0.6m 深さ 9cn 土師質土器、陶器

SK40 (N ・ 0、 20) 方形 長軸： 1.5m 短軸 I.Om 深さ Bern 須恵器 SD73に切られる。

SK41 (M、 21) 隅丸方形 長軸： 1.9m 短軸 I.Om 深さ 5cn SD61に切られる。

SI王42 (M·N、 21) 隅丸方形 長軸・ 4.lm 短軸・ 0. 7血深さ 6cn SD77を切る。

SK43 (1正、 22) 隅丸方形 長軸： O.Bm 短軸 O.Bm 深さ 16cm SD75に切られる。

SK44 
(M、

隅丸方形 長軸： 2.Bm 短軸 0. 7m 深さ 4cn 
21 ・ 22)

SK45 (M、 22) 隅丸方形 長軸・ 1.5m 短軸・ 0. Sm 深さ 5cn SD74を切る。

SK46 (P 、 25) 円形 長軸・ 1. 2血短軸 0. 9m 深さ 15cm
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SK47 
(P, Q 、

楕円形 長軸 2.4m 短軸 0. 7m 深さ 13cm 
25) 

SK48 (Q 、 25) 楕円形 長軸 l.3m 短軸 0. 7m 深さ 14cm 

SK49 (P ・ Q 、 25) 隅丸方形 長軸 5.4m 短軸 l.6m 深さ一cm

SK50 (M、 21) 円汗手 長軸 0. 7m 短軸 0. 6m 深さ 4cm 

SK51 (L 、 22) 円牙芸 長軸 0.9m 短軸 0. Sm 深さ 9cm S D85 を切る。

SK52 (M、 23) 隅丸方形 長軸 1.6m 短軸 1.4m 深さ 6cm 須恵器

S K53 (L 、 22) 楕円形 長軸 1.5m 短軸 0. 7m 深さ 36cm S D88に切られる。

SK54 (K 、 23) 隅丸方形 長軸 l.3m 短軸 0. 7m 深さ lOcm 

S K55 (I王、 24) 楕円形 長軸 0. 7m 短軸 0.4m 深さ 22c阻

SK56 ( J 、 23) 隅丸方形 長軸 1.5m 短軸 1.5m 深さ 45cm SD94を切る。

S K57 (M·N 、 23) 隅丸方形 長軸 4. 6m 短軸 3. lm 深さ Scm SD99に切られる。

S K58 (K 、 24) 円形 長軸 O.Sm 短軸 0. 7皿深さ 37cm 珠洲 SK59を切る。

SK59 (K 、 24) 円形 長軸 0. Sm 短軸 0.6m 深さ 43cm 

SK63 (J . K 、 24) 隅丸方形 長軸 I.Sm 短軸 0. 9m 深さ 45cm 

SK61 (L 、 23 ・ 24) 方形 長軸 3. 7m 短軸 3.2m 深さ 43cm 

SK62 (L 、 2?) 楕円形 長軸 2.Sm 短軸 0. 7m 深さ 3ncm S D87 を切る。

S K63 (U 、 11 ・ 12) 隅丸方形 長軸 1.4m 短軸 0.8m 深さ 33cm S Dl24を切る。

SK64 (T ｷ U 、 12) 方形 長軸 I.Om 短軸 I.Om 深さ 15cm 

SK65 (U 、 12) 円形 長軸 0. 5m 短軸 0. 4m 深さ cm S Dl24を切る。

SK6o (T 、 12) 方形 長軸 1.2m 短軸 0. 7m 深さ 17cn 鉄製品 SD125を切る。

SK67 (T 、 12) 方形 長軸 I.Sm 短軸 l.3m 深さ l 7c n S Dl26を切る。

SK68 (T 、 12) 方形 長軸 2.4m 短軸 0. 9m 深さ 15cm 

SK69 (T 、 12) 隅丸方形 長軸 0.8m 短軸 0. 4m 深さ 12cm 

SK70 (S 、 12) 椅円形 長軸 1.2m 短軸 0.4m 深さ 14cm 

SK71 楕円形 長軸－m 短軸－m 深さ 27cm 下層で検出。

SK72 (R 、 5) 隅丸方形 長軸 1.4m 短軸 0.6m 深さ 38cm 

SK73 (Q. R 、 5) 楕円形 長軸 0.4m 短軸 0. 4m 深さ llcm 

SK74 (R 、 6) 楕円形 長軸 3. Om 短軸 0. 5m 深さ lOcm SD134を切り、 S K75に切られる。

SK75 (R 、 6) 楕円形 長軸 1. 7m 短軸 0. 5m 深さ 49cm S K75を切る。

S K76 (S 、 6) キ青円汗主 長軸 1.4m 短軸 0. 7m 深さ 60cm 

SK77 (S 、 6) 円売主 長軸 0. 9m 短軸 0. 7m 深さ 46cm 

SK78 (S 、 6) 方形 長軸 1.2m 短軸 0 Sm 深さ 7cm 

S K79 (S 、 7) 梓i円汗主 長軸 3. 8m 短軸 0.6m 深さ 27岨

S K80 (S 、 7) 隅丸方形 長軸 0. 7m 短軸 0. 4m 深さ 13cm 

SK81 (R 、 5) 中青円形 長軸 1.4m 短軸 0. 7m 深さ 25cm 
S Dl32を切り、 SD13 ・ 137に切られ

る。

SK82 (R ｷ S 、 6) 楕円形 長軸 1.2m 短軸 0. Sm 深さ 32cm S Dl3Rに切られる。

溝状遺構

遺構名 グリッド 方向 規模 出土遺物 備考 図面No.

SDI 
(N • 0 、

南西～北東 長さ 6. 1阻以上幅0. 4m 深さ 9cm 土師器、須恵器
SD5を切る。

6 7) 東端・西端は調査区外に延びる。

SD2 (P 、 5 ・ 6) 南北 長さ9. 7m以上幅0. 5m 深さ5cm 土師質土器
S D5を切る。
北端・南橋は調査地区外へ延びる。

SD3 (P 、 4 5) 南北 長さ 10. 7m以上幅0.8m 深さ 24咽 陶器、磁器、珠洲
SD5 ・ 7を切る。
北端・南橋は調査区外に延びる。

SD4 (P 、 5) 南西～北東 長さ 3. 0 m以上幅0.6m 深さ 13c皿 磁器
SD5を切る。北端は調査区外に延び
る。

SD5 
(N～R 、

南東～北西 長さ47. 4皿以上幅0.6m 深さ 20咽 陶器
SD l～4 ・ 8に切られる。南側は調査区

4~ 7) 外に延びる。

SD6 (P 、 5) 南北 長さ2.0m 幅0.4m 深さ3cm

SD7 (P 、 5) 南西～北東 長さ I.Sm以上幅0. 3m 深さBern SD3に切られる。

(Q R 、
S D5に切られる。北側はS Dl30 ・ 131

SDS 
3 ・ 4)

南北 長さ7.6m以上幅l lm 深さ 24crn 須恵器、土師質土器、陶器 と北側の溝群に、南側は調査区外に延
てFる。

SD9 (R 、 3 ・ 4) 南北 長さ8.0m以上幅1.5m 深さ lScm 土師器、須恵器

SDlO (Q 、 4) 北北東～南南西 長さ2.8m 幅0. 7m 深さ 29咽 珠洲



縄文土器、土師器、須恵
S D57~ 61 66 71 ・ 73 ・ 98 107、 S

(K L,O~ 器、陶器、珠洲、青磁、磁
SD11 R 、 9. 10, 17 南西～北東 長さ 173. 8m 深さ 40～5恥m 器、石製品、鉄製品、土師

K24～26を切り、 S K21に切られる。
図面三O

~ 26) 質土器、土製品、木製品、
S D57と重複する。南側は 1 区SD210

骨、焼石他
等に統き、北側は調査区外に延びる。

SD12 り、 11) 東西 長さ2.0m以上幅0. 6m 深さ6四 東端・西端は調査区外に延びる。

SD13 (R 、 3 ・ 4) 南北 長さ8.0m以上幅3. 5m 深27cm 北端・南端は調査区外に延びる。

SD14 (S T、 7) 東西 長さ 9. 3m以上幅0. 4m 深さ4cm 上師器 東端・西端は調査区外に延びる。

SD15 (S 、 7 ・ 8) 北北東～南南西 長さ7.4m以上幅0. 7m 深さ 7cm
S D26 ・ 27 ・ 5 K3を切る。北端南端
は調査区外に延びる。

SD16 (R ・ 5 、月） 南西～北東（蛇千r) 長さ 7. 9m以上幅l.lm 深さ6cm 珠測
S D17を切り、 S K2に切られる。東
端西端は調査区外に延びる。

SD17 (R 、 8 ・ 9) 北北東～南南西 長さ 7. Sm以上幅0. 9m 深さ llcm 須恵器
S Dl6 ・ 18に切られる。北端・南端は
調査区外に延びる。

SD18 (R 、 8 ・ 9) 北北東～南南西 長さ 7. Sm以上幅0. 6m 深さ22岨 土師器
SD17を切る。北端・南端は調査区外
に延びる。

SD19 (R 、 8 ・ 9) 北北東～南南西 長さ 7. 9m以上幅0.6m 深さ 19cm 北端・南端は調査区列に延びる。

日D20 (P 、 9 ・ 10) 南北 長さ8.6m以上幅l.Om 深さ27cm 須恵器・陶器・磁器
S D22 ・ 23を切る。北端・南端は調査
区外に延びる。

SD21 (P 、 10 ・ 11) 南東～北西 長さ9. 4m以上幅0. 2m 深さ !Ocm 陶器
SD38を切り、 S D24 ・ 28に切られ

る。東端は調査区外に延びる。

(P. Q 、
S D36 ・ 38を切り、 S D20 23 ・ 28

S D22 
10 ・ J1) 

南東～北西 長さ 12.Sm以上幅0.6m 深さ5cm 陶器 33に切られる。東端・西橋は調査区外
に延びる。

SD23 (N～P 、 JO) 東西 長さ23. Im以上幅0. 5m 深さ !Ocm
SD36 ・ 2E を切り、 S D20 ・ 22 ・ 32 ・

33に切られる。

SD24 (P 、 II) 北北東～南南西 長さ2. 0皿以上幅0.1m 深さ llcm
SD21 を切る。北端は調査区外に延び
る。

SD25 (S 、 6) 南北 長さ0.6m 幅0. 3m 深さ3四 土師器

S D26 
(S ・ R 、

南東～北西 長さJ0.6m 幅0. 3m 
7 ・ 8)

SKS ・ 3 D15に切ら才1る。

S D27 (S ・ T 、 7) 東南東～西北西 長さ 10. 3m以卜幅0. 3m 深さ 16cm SD15 ・ SKSIこ切らオ1しる。

S D28 (0 ・ p 、 11) 北北京～南南西 長さ 3. 5皿以上幅0. 5m 深さ 16cm
SD21 ・ 22 ・加に切られる。北端は調
査区外に延びる。

SD29 (Mｷ N 、 9) 東南東～西北西 長さ6.9m以上幅0. 5m 深さ 12cm 陶器
SD54に切られる。東端西端は調査
豆外に延びる。

SD33 
(M ・ N 、

東南東～西北西 長さ 7. lm以上幅0.4m 深さ 10叩
S D35を切る。東側・西側は調査区外

9 ・ JO) に延びる。

SD31 (Mｷ N、 10) 東南東～西北西 長さ6.1m以上幅0. 4m 深さ JOcm 
S P44に切られる。西側は調査区外に
延びる。

S D32 (N 、 JO ・ 11) 北北東～南南西 長さ 13.2m以 k 幅0.6m 深さ29cm 陶器磁器木製品
S D23 ・ 34を切る。北側・南側は調査
区外に延びる。

S D33 
(N ｷ 0 、

北北東～南南阿 長さ 12.6m以上幅0.6m 深さ 7cm 陶器・木製品
SD23 ・ 35を切る。北側・南側は調査

JO ・ 11) 区外に延びる。

SD34 (N 、 10) 東南東～西北西 長さ 2. 2m以上幅0.4m 深さ4cm S D32に切られる。

S D35 (0 ・ P 、 11) 南東～北阿 長さ8. lm以上幅0. Sm 深さ5～15crn
S D28 ・ 33 ・ 33に切られる。東租ljは調
査区外に延びる。

SD3c (P 、 10 ・ 11) 南北 長6.0m以上幅0. 2m 深さ !Ocm
S D22 ・ 23に切られる。南側は調査l丘
外へ延びる。

S D37 (Q 、 9 ・ JO) 東南東～西北西 長さ8. Sm以上幅0. 2m 
SK7に切られる。北側・南側は調査区
外に延びる。

S D38 (P 、 10 ・ JI) 南北 長さ9.0m以上幅0. 3皿深さ6c岨 S 口21 ～23に切られる。北側・南側は
調査区外に延びる。

S D39 (0 ・ P 、 JI) 東南東～西北西 長さ 7. 3m以上幅0. Sm 深さ22c血
S D12を切る。東側・西側は調査区外

に延びる。

SD40 
(0 ・ p 、

南東～北西 長さ4. Sm以上幅0.6m 深さ8cm
SD42を切る。東側は調査医外に延び

11 12) る。

SD12 
(0～R 、

南西～北東 長さ 32. Sm以上幅0. 6皿深さ7crn
SD43を切り、 S D39 ・ 40に切られる。

11 ~ 13) 東側・西側は調査区外に延びる。

SD43 
(O～R 、

南西～北東 長さ28. 9m以上幅2. Sm 深さ61四 縄文・土師器・珠洲・陶器
SD12に切られる。東憤lj· 西側は調査

12 ・ 13) 区外に延びる。

SD41 
(P～R 、

南西～北東 長さ 35. lm 幅0. Sm 深さ !Ocm 土師質土器・陶~ S D46 ・ 48を切る。
12~ 15) 

SD45 
(P～ 5 、

南西～北東 長さ 33. 4m 幅0. 5m 深さ !Ocm 須車、器・陶器・説話
12~ 15) 

S D46 ・ 48、 S K20を切る。

SD44 ・ 45に切られる。北朝ij ・南側は
SD46 (Q 、 12 ・ 13) 東西、南北 長さ 12.8m 幅0.6m 深さ 17crn 調査区外に延びる。 2方向の溝は別の

j曹の可能性あり。

SD47 (Q 、 13) 南西～北東 長さ4.lm 幅0. Sm 深さ 10叩 S D46の南北方101の溝に合流する。

(Q. R 、 土師器・須恵器珠桝・陶
SD48 13~ 15 17 ・ 北北東～南南西 長さ49.6m以上幅3.2m 深さ 141crn 器・磁鼎ー木製品・動物遺

SD44 ・ 45に切られる。南東側・北側
図面三

18) 体
は調査区外に延びる。

SD49 (M、 32) 南西～北東 長さ 2. 2m 幅0. 3m 北側は調査rx:外に延びる。

SD51 (M、 32) 南西～北東 長さ6. 9m以上幅0.6m 北側・南側は調査区外に延びる。

SD51 (S ・ T、 16) 東南東～西北西 長さ8. 3m以上幅1 Om 深さ26cm 須恵器・品陶・器木・製磁品器・石製 SK15を切り、 SK12 ・ 13に切られ
図面二九

る。東側・西側は調査区外に延びる。

S D52 (S 、 17) 南東～北岡 長さ3. Om 幅0. 4m 深さ 14cm SX3に切ら;ILる。

S D53 (Q. R 、 18) 東南東～西北西 長さ7. Om 幅1.5m 深さ 30cm 西側は調査区外に延びる。

S D54 (M•N、 9) 東南東～西北西 長さ2. 2m 幅0. 3m 深さ 4cm SD29を切る。 S D55左同の溝か。

S D55 (M、 9) 東南東～西北西 長さ2. 2m以上幅0. 3m 深さ6cm
SD29と同 の溝か。西側は調査区外
に延びる。

SD56 (M、 9) 東南東～西北西 長さ3. 2m以上幅0. 2m 深さ Bern 西側は調査区外に延びる。
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縄文土器・土師器・須恵
SDlllこ切られる。北側は調査区外に

SD57 
(0 ・ F 、

南北 長さ78.9m以上幅l.6m 深さ 17咽
器・珠洲・青磁・陶器・磁

延びる。南側は 1 区S D230ないしSD 
18~ 26) 器・土師質土器・木製品・

210左岸に続く。
鉄製品

SD58 (0 ・ P 、 18) 東南東～西北西 長さ9.Bm以上幅0.9m 深さ 19四 陶器
SDlllこ切られる。西側は調査区外に
延びる。

SD59 
(O ・ p 、

東西（蛇行） 長さ9. 9m 幅0. 4皿深さ5咽 SD!l ・ s K23に切られる。
18 ・ 19)

SD60 (P 、 19 ・ 20) 南西～北東 長さ8.3m 幅0. 8血深さ12岨 SD!lに切られる。

(L～V、
SD64 ・ 70、 S K41を切り、 S D57 ・

SD61 南西～北東 長さ 102. 4m以上幅0. 9m 深さ22cm 縄文土器 77 ・ 78に切られる。南西側は 1 区SD 20~ 24) 
211に続き、東側は調査区外に延びる。

SD62 
(R～T、

南西～北東 長さ20.6m以上幅0.4m 深さ5咽 東側は調査区外に延びるロ21 ・ 22)

SD63 (U、 23) 南北 長さl.2m 幅0.3m 深さ 13cm

SD64 (N、 19～22) 南南東～北北西 長さ33. 2血幅0.4m 深さ6岨 土師器・須恵器
SD65 ・ 66 ・ 71 ・ 72を切り、 S D61 ・

67 ・ 68 ・ 69 ・ 70 ・ 76に切られる。

SD65 (N 、 19) 南東～北西 長さ2. 7m 幅0.2m SD64に切られる。

SD66 (N ・ 0、 19) 東西（蛇行） 長さ4 4m 幅0.4m
SD57 ・ 64に切られる。東側は5Dll 
と合流する。

SD67 (N ｷ 0 、 19) 北北東～南南西 長さ4.4m 幅0.4m SD57 ・ 64に切られる。

SD68 (M～0 、 20) 北北東～南南西 長さ 14.4m 幅0.2m 深さ6咽
SD57 ・ 65に切られる。西側の部が
南北方向に屈曲する。

SD69 (N ・ 0、 20) 北北東～南南西 長さ6. 3m 幅0. 2血深さ6岨 SD64に切られる。

SD70 
(M ・ N、

北北東～南南西 長さ20.6m 幅0.2m 深さ6cm
SD61 ・ 64を切り、 S D68に切られ

20 ・ 21) る。

SD71 (N ・ 0、 20) 北北東～南南西 長さ8. 7m 幅0.4m SD57 ・ 64に切られる。

SD72 (N、 21) 北北東～南南西 長さ5. !m 幅0.4m SD64に切られる。

SD73 (0 、 21) 南西～北東 長さl.9m 幅0.4m SD57 ・ S K40に切られる。

(L～M、
SDBIを切り、 S D79 ・ S K45に切ら

SD74 南西～北東 長さ 18.4m 幅I.Im 深さ9咽 珠洲 れる。南側は 1 区S D286に続き、北側
21 ・ 22)

はS DBIに続く。

SD75 
(L ·M、

南西～北東 長さ18.Bm以上幅I.Om 深さ41岨
SDBI ・ s K43を切る。南側は 1 区S

21~ 23) D206に続く。

SD76 (N、 21 ・ 22) 南東～北西 長さ5.4m 幅0.2m 深さ3cm S D64 77を切る。

SD77 
(M·N、

南西～北東 長さ14.Bm 幅0.2m 深さ6叩
SD61を切り、 S D76 ・ S K42に切ら

21 ・ 22) れる。

SD78 (M、 21) 南西～北東 長さ8.0m 幅0.2m 深さ4佃 SD61に切られる。

SD79 (L M、 21) 南東～北西 長さ5.4m 幅0.3m 深さ7岨 SD74に切られる。

SDBO (N、 21) 南西～北東 長さ I. 8皿幅0.2m 深さ4咽

SDBI (L ・ M、 22) 南西～北東 長さ 10. lm 幅0.9m 深さ22岨
SD74 ・ 75に切られる。北側はSD99 
と同ーか。

SD82 (P 、 24～26) 南東～北西 長さ 12.2m 幅0. 7m 深さ6佃 SD83を切る。

SD83 (P 、 25 ・ 26) 南西～北東 長さ7.6m以上幅O. 7m 深さ6咽
SD82を切る。北側は調査区外に延び
る。

SD84 (P ・ Q、 25) 南西～北東 長さ2.6m以上幅0. 7皿深さ8四 北側は調査区外に延びる。

SD85 (L 、 21 ・ 22) 南西～北東 長さ4.5m 幅0.2m 深さ2咽 SD51に切られる。

SD91を切り、 S D87に切られる。南
SD86 (L 、 22) 南西～北東 長さ5.3m以上幅0.4m 深さ 15咽 側は 1 区S D254に続き、北側はSD87 

に合流する。

SD86 ・ s K62を切る。南側は 1 区溝
SD87 (L 、 22) 南西～北東 長さ6.Bm以上幅0.5m 深さ9岨 珠洲・陶器・磁器 状落ち込みに続き、北側はS DBBに続

くか。

SDBB 
(L·M、

南西～北東 長さ 12. 5m 幅0. 5皿深さ7岨
SD89 ・ 90 ・ S K53を切る。南側はS

22 ・ 23) D87に続くか。

SD89 
(L ·M、

南西～北東 長さ 12. 7m 幅O. 7m 深さ8岨 SD90を切り、 S DBBに切られる。
22 ・ 23)

SD90 (L 、 22 23) 南東～北西 長さ 12.5m 幅0.5m 深さ 14岨
SD95 ・ 96 ・ 97を切り、 S DBB ・ 89に
切られる。

SD91 (K L 、 22) 南東～北西 長さ2.2m 幅O. 3m SD86に切られる。

SD92 (K 、 22) 南東～北西 長さ5. lm 幅0. 2皿深さ5岨
SD86に切られる。東側はS D91に続
え色、a

SD93 (L 、 22) 南北（蛇行） 長さ2.1皿幅0.5m 深さ25佃

SD94 
(J ～L 、

南東～北西 長さ15.6m 幅O. 5m 深さ7叩 SD!OO ・ 105 ・ S K56に切られるロ
22 ・ 23)
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SD95 (L 、 23) 南西～北東 長さ1.0m 幅0. 2m SD90に切られる。

SD96 (L 、 23) 南西～北東 長さ 1.1皿幅0.2m SD90に切られる。

SD97 (L 、 23) 南西～北東 長さl.2m 幅O. 2ro SD90に切られる。

SD98 
(N～F 、 南西～北東

長さ25 7m 幅1 5m 深さ0. 17咽
SD57に切られる。北東方向に流路蛇

23 ・ 24) 北西～南東 ι ""  

SD99 
(N～F 、

南西～北東 長さ29. 5m 幅0.2m 深さ4皿 SD57に切られる。
23 24) 

SD!OO (J, K、 23) 南東～北西 長さ7.Sm 幅0. 7m 深さ7佃 古銭
SD94を切り、 5 D102 ・ 105に切られ

る。

SD!Ol (K、 22) 南東～北西 長さ3.lm 幅0.2m 深さ5咽 SD92に切られる。

SD102 (K、 22 ・ 23) 南東～北西 長さ2. lm 幅0.2m 深さ5四 SD ！日0 ・ 103を切る。

SD103 (K、 22 ・ 23) 南東～北西 長さ3.0m 幅0.2m 深さ9咽 SD102に切られる。

S D104 (K、 22 ・ 23) 南西～北東 長さ2.6m 幅0.2m 深さ3四 南側は 1 区S D265に続く。

SD105 (K、 22 ・ 23) 南西～北東 長さ9.6m 幅0.2m 深さ5団
SD94 ・ 100を切る。南側は 1 区SD 
264に続く。

SD106 
(J ～L 、

南東～北西 長さ15.3m 幅0.2m 深さ4岨 SD109に切られる。
23 ・ 24)

(L～O、
縄文土器・須恵器・珠洲・ SDllO 112 ・ 115を切り、 S D57に切

S D107 南東～北西 長さ58. 5m 幅2. 5皿深さ99咽 陶器・磁器・平瓦・木製 られる。東はS D57 ・ 11に接し西でS 図面三二
24~ 27) 

品・鉄製品 DllOに合流。自然流路へ続く。

SD109 (K、 24) 南西～北東 長さ2.3m 幅0.2m 深さ4四 SD107を切る。

SDllO 
(L～0、

南西～北東 長さ32. 4皿幅0. 8皿深さ6岨 磁器 SD107に切られる。
24~ 27) 

(L～0、 須恵器・珠洲・陶器・磁
SD112を切り、 S D117 ・ 118に切られ

SDlll 
24~ 27) 

南東～北西 長さ46.6m 幅1.0m 深さ68咽
器・木製品

る。東はS D57 ・ 11に接し西でSDllO 図面三二

に合流。

S D112 
(N ・ 0、

南西～北東 長さ11.2m 幅1.0m 深さ5cm
SD113を切り、 S Dl07 ・ 111に切られ

24 ・ 25) る。

S D113 (N ・ 0、 24)
南西～北東

長さ6.9m 幅0. 6皿深さ14cm 須恵器 S D112 ・ 114に切られる。
北西～南東

SD114 (N、 24 ・ 25) 南西～東北 長10. Om 幅0. 3m 深さ1日岨 S D113を切る。

S D115 
(L～O、

南西～北東 長さ36.9m以上幅0. 2皿深さ3岨
SD107に切られる。北側は調査区外に

24~ 27) 延びる。

S D116 
(L ・ M、

南西～北東 長さ 17. 9阻幅0.2m 深さ 12咽 縄文
24~ 26) 

S D117 
(L～N、

南西～北東 長さ 36. 3m以上幅0. 2皿深さ10四
SD107 ・ 111を切る。北側は調査区外

24~ 27) に延びる。

S D118 
(L·M、

南西～北東 長さ25. 7m 幅O. lm 深さ4c皿 SDlll を切る。
25 ・ 26)

S D119 (J 、 23 ・ 24) 南西～北東 長さ3.5m 幅O. 3m 深さ6岨

SD120 (J 、 23) 南東～北西 長さ4. 7m 幅0.2m 深さ5佃

SD121 (N、 26 ・ 27) 南西～北東 長さ 10. 7m以上幅0. 2m 深さ4四 S D116と並行する。

SD122 
(N ・ 0、

南西～北東 長さ11.Sm 幅0.3m 深さ5岨 北側は調査区外に延びる。
26 ・ 27)

SD123 (P 、 4) 南北 長さ！. Sm以上幅0. 5m 深さ6叩 南側は調査区外に延びる。

SD124 (U、 11 ・ 12) 北北東～南南西 長さ4.Sm以上幅0. 8皿深さ26個
SK63 ・ 65に切られる。北側・南側は
調査区外に延びる。

SD125 (T •U、 12) 北北東～南南西 長さ4.Sm以上幅0. 4ro 深さ8皿
SK66に切られる。北側・南側は調査
区外に延びる。

SD126 (T 、 12) 南西～北東 長さl Om以上幅0.3m 深さ 12岨
SK67に切られる。北側・南側は調査
区外に延びる。

SD127 (S ・ T、 12) 南西～北東 長さ 5. 5m以上幅0.4m 深さ4咽 北側・南側は調査区外に延びる。

SD128 (S ・ T、 12) 北北東～南南西 長さ4. 7m以上幅0. 7m 深さ9咽 北側・南側は調査区外に延びる。

SD129 （下層） 長さ－m 幅l.3m 深さ42凹 下層で検出。

SD130 (R 、 4 ・ 5) 南北 長さ5. 7m以上幅O.Sm 深さ 18岨
SK81を切り、 S D131 ・ 137に切られ

る。北側・南側は調査区外に延びる。

SD131 (R 、 4 ・ 5) 南北 畏さ7.lm以上幅l.lm 深さ26岨
SD130を切り、 5 D137に切られる。

北側・南側は調査区外に延びる。

SD132 (R、 5 ・ 6) 南北 長さ7.6m以上幅1. 7ro 深さ llcm
SD133、 S KS！に切られる。北側・南
側は調査区外に延びる。

SD133 (R 、 5) 南北 長さ4. 3血以上幅l.3m 深さ 12c皿
SD132を切る。南側は調査区外に延び
る。

SD134 (R 、 5 ・ 6) 南北 長さ6. 3血以上幅0. 4皿深さo. 2cm 
SK74に切られる。南側は調査区外に
延びる。

SD135 (S 、 7) 南西～北東 長さ6. 2皿以上幅0.4m 深さ0. 2佃 北側・南側は調査区外に延びる。

SD136 (S ・ T、 7) 南西～北東 長さ2. 7m 幅0. 6皿深さ33四

SD137 (Q, R 、 5) 南東～北西 長さ4.Sm以上幅0. 3皿深さ23cm
SD130 ・ 131を切り、 S K81を切る。

北側・南側は調査区外に延びる。

SD13R (S 、 6) 南西～北東 長さ4. 6皿幅0.5m 深さ7cm SK82を切る。

SD139 (M、 9 ・ 10) 長さ 4. 7m 幅0.3m 深さ5c皿

凹地

遺構名 グリッド 平面形 規模 出土漬物 備孝 図面Nn

長軸： 6.80m 短軸 4. 7m 深さ 90 
肥前系磁器、肥前系陶器、

SK12 ・ 13 と S D51を切り、 S K14に
SX03 (T 、 16) 隅丸方形・不整楕円形 唐棒、越中瀬戸、漆器、木

切られるロ近世のゴミ穴か。
図面三一

C皿
製品（連歯下駄ほか）
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区画整理 3 区

掘立柱建物

遺構名 グリッド 規模 構造・方位・平面形態 方向 切り合い 図面No.

桁行2間（2.8m）×
南北棟、総柱の建物。

PlはS D5を切る。 図面三六S BO! (3 ・ 4、 0) 座標北に対して26度東に偏る。 木製品梁行2問（3.8m）以上
不整楕円ないし不整円形

P3 は柱痕の遺存する。 図面三八

桁行2閑（2.9m）× 南北棟、側柱の建物。
S B02 (3 ・ 4、 0)

梁行1間（I. 8皿）
座標北に対して46度東に偏る。 SD27とほぼ軸を揃える。 図面三六
不整楕円ないし不整円形

桁行1 間（4. 3m)× 北西南東棟、側柱の建物。
SB03 (3 ・ 5、 0)

梁行 1 間（3.3m) 座標北に対して42度西に偏る。 図面三四
不整楕円ないし不整円形図

土坑 撹乱を除く

遺構名 グリッド 平面形 規模 出土遺物 備考 図面Nn

SKI 
(F～H、

楕円形 長軸 1.5m 短軸 0.9m 深さ： 19cm-!~0) 

SK2 (F 、一！） 不整楕円形 長軸 I.Om 短軸 0.4m 深さ 20cm 

SK3 (G 、一！） 楕円形 長軸： 0.3m 短軸 0.2m 深さ 22cm SD3を切る。

SK4 (G 、 0) 楕円形 長軸： 0.4m 短軸 0.3m 深さ 20cm SD5を切る。

SK5 (N ・ 0、 4) 隅丸方形 長軸 1.6m 短軸 I. 2皿深さ 20cm 士師器

s E王6 (0 、 3) 不整楕円形
長軸 2.6m 短軸 1.7m 

磁器、陶器
深さ 10～35c潤

SK7 (0 、 2) 楕円形 長軸・ I.Om 短軸 0. 7皿探さ 3!cm 磁器、陶器

SKB (0 、 2) 隅丸方形 長軸・ l Im 短軸 I.Om 深さ 13cm 磁器、陶器

SK9 (0 、 2) 楕円形 長軸 I.Im 短軸 l Im 深さ 25cm 珠洲

SKIO (0 、 3) 補円形 長軸 0. 6皿短軸： 0.5m 深さ 15cm 

SKll (0 ・ p 、 2) 楕円形
長軸 0.9m以上短軸 0.8m 深さ：

東側は調査区外に延びる。
Bern 

SK12 (0 、 2) 不整楕円形 長軸 0.9m 短軸 0.4m 深さ !Ocm 

SK14 (0 、 2) 楕円形 長軸 1.2m 短軸 0.. 4m以上 SD38に切られる。

SK15 (P 、 2) 楕円形 長軸 0.6m 短軸 m 深さ 5c阻
SD27に切られる。東側は調査区外に
延びる固

SK16 (L 、 15) 不整形 長軸： 1.2m 短軸 I.Im 深さ： 13cm

SK17 (M、 15) 不整形
長軸： I. 7m以上短軸 0.6m

士師器 SD49を切る。
深さ 20cm

SKl9 (0 、 3) 不整楕円形 長軸 I.Om 短軸 0. 3血深さ 8cm

SK20 (B 、 5) 楕円形 長軸 0.5m 短軸 0. 4血深さ 5c潤

SK21 (B 、 5) 楕円形 長軸 0. 6皿短軸 0.5m 深さ 6cm 須恵器

SK22 (C 、 4) 不整楕円形 長軸 I.Om 短軸 0.65m 深さ 5cn 

SK23 (C 、 4) 不整楕円形 長軸 2.2m 短軸 1.3m 深さ 5cm 

SK24 (C 、 4) 楕円形 長軸 1.3m 短軸 I.Im 深さ 26cm 

SK25 (K、 12) 楕円形
長軸 0.9m 短軸・ 0. 4皿以上

北側は調査区外に延びるロ
深さ !6c皿

SK26 (L·M、 11) 楕円形 長軸 I.Im 短軸 I.Im 深さ 35cm 

SK27 (L 、 JI) 不整楕円形
長軸 2. 3皿以上短軸・ l.8m

土師器 北側は調査区外に延びる。
深さ 26cm

SK28 (L 、 11) 不整楕円形
長軸・ 2. 5皿以上短軸 1.8m

須恵器 北側は調査区外に延びる。
深さ 22cm

SK29 (L 、 11) 不整楕円形
長軸・ I. 8血以上短軸 1.3m

北側は調査区外に延びる。
深さ 34cm

溝状遺構 撹乱を除く

遺構名 グリッド 方向 規模 出土遺物 備考 図面Nn

SDI 
(F～H、

南西～北東 長さ： 26.3m以上幅←m 深さ・ 26咽 陶器、磁器
一l～0)

SD2 (H、ー2 ・一！） 南西～北東 長さ： 5. 7m 幅 0.6m 深さ 17cm 

SD3 (G、！） 南東～北西 長さ： 2.4m 幅 0.5m 深さ 5cn

SD4 (F ・ G、 0) 南北
長さ B Im以上幅 0. 65血 深さ SDI ・ 5に切られる。北側は調査区外
!Ocm に延びる。

SD5 (G 、 0) 南東～北西
長さ B Im以上幅： 0.65m 深さ． s Dを切り、 SD l、 S K4に切られ

図面四O
!Ocm る。南側・北側は調査区外に延びる。

SD6 (G、一1 ・ 0) 南東～北西 長さ 7.2m以上幅 I. 4血深さ 40cm 士師器
SD4に切られる。南側・北側は調査区

図面四O
外に延びる。

SD7 (G、一1 ・ 0) 南東～北西
長さ 10.6m以上幅 0. 8m 深さ SDI ・ 5に切られる。北側は調査区外

図面四O
!Bern に延びる。

SDB (H、－2 0) 東西 長さ 17.0m以上幅： 0. 4皿深さ 9cm 士師器、須恵器
SDl6 ・ 17に切られる。東側は調査区
外に延びる。

SD9 
(H ・ I 、

東西 長さ 6.5m以上幅 0. 3~ 2.0m 東側は調査区外に延びる。2 -1) 

SDIO (H、－2 ・一！） 南東～北西 長さ 5.6m以上幅 0.5m 深さー !Oc阻 陶器、磁器
SD12を切る。南側は調査区外に延び
る。
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SD!! (F 、 0) 南西～北東 長さ 1.4m 幅 0. 3m 深さ Bern

SD12 (H、一1) 南西～北東 長さ 4. 7m 幅 0.4m 深さ 4cm SD ！・ 10に切られる。

土師器、赤彩土師器、黒色
SD14 (3 区全域） 東西（蛇行） 長さ約210m程度幅 2. 5~ 5. 0皿 土器、須恵器、士製品（土 図面三九

錘） 石製品墨書土器

SD15 (H ・ 1 、 0) 南北 長さ 2. Sm 幅 0.4m 深さ一cm

SD16 (H ・ I 、 0) 南北 長さ 7.lm以上幅 0.6m 深さ cm 
SD8に切られる。北側は調査区外に延
びる。

SD17 （日・ I 、 0) 南北 長さ 7. 7皿以上幅ー 0. 5m 深さ 15cm 
SD18を切り、 S DBに切られる。南
側・北側は調査区外に延びる。

SD18 (I 、 0 ・ 1) 北西～南東 長さ 48皿以上幅 2.0m 師器 図面四O

SD19 (I 、 1) 北西～南東 長さ 42m以上幅 0. 7m 図面四O

SD20 (J 、 1) 北西～南東 長さ 6. 5血以上幅 0. 7m 

SD21 (3 区全域） 東西（蛇行） 長さ約210m程度幅 1. 0血 土師器、須恵器、墨書土器 図面三九

SD22 (M、 5 ・ 6) 南東～北西 長さ 12. 2皿幅 0.4m 深さ 3cm

SD23 
(M·N、

南西～北東 長さ 21. 7m以上幅 0.3m 深さ 5cm
4~ 6) 

SD24 (0 、 3 ・ 4) 南丙～北東
長さ 6.2m以上幅 0 4~ 0 7m SD25を切る。南側・北側は調査区外
深さ 15cm に延びる。

SD25 (0 、 3 4) 南西～北東 長さ・ 8. 5皿以上幅 0.4m 深さ： 20cm 
SD24に切られる。南側・北側は調査
区外に延びる。

SD27 (P 、 2) 南西～北東 長さ 1. 5血以上幅 0.4m 深さ： 20cm
SK15を切る。東側iは調査区外に延び
る。

SD28 (L 、 7) 東西 長さ 6. Sm以上幅 2. Om 深さー 3cm 東側・西側は調査区外に延びる。

SD29 (N、 4) 長さ： 1.5m以上幅 0. 7m以上 西側は調査区外に延びる。

SD30 (O 、 3) 南西～北東 長さ l.9m以上幅 0.4m 深さ： 5cm 東側は調査区外に延びる。

SD31 (0 、 3) 南西～北東 長さ 3.5m以上幅 0.4m 深さ： 5cm 東側は調査区外に延びる。

SD32 (O 、 2) 南北 長さ 3.0m以上幅 0.4m 深さ： 6cm 南側は調査区外に延びる。

S D33-a (N·O、 5) 南西～北東
長さ 5.0m以上幅 1.1～2.3m 土師器、須恵器、陶器、磁 SD33 cが合流し、南側・北側l土調査
深さ 18～35cm 器、石製品 区外に延びるロ

S D33-b (N ・ 0、 5) 南西～北東 長さ 4.8m以上幅 0.6m 深さ !Ocm 土師器、珠洲、陶器、磁器 南側・北側は調査区外に延びる。

日D33 c (N、 5) 南西～北東 長さ 4.0m以上幅 0.4m 深さ 14cm 
SD33 aに合流し、南側・北側は調査
区外に延びる。

SD34 (N、 5) 南西～北東
長さ 8 5m以上幅 0. 4~ 0. 7阻 土師器、須恵器、陶器、磁 SD39を分流する。北側は調査区外に
深さ 20cm 器 延びる。

SD36 (N、 5 ・ 6) 東西
長さ 9.0m以上幅。 0.4m

土師器
深さ 6～！Ocm

SD38 (0 、 2) 南北 長さ 2. 4皿幅 0.3m 深さ !Ocm SK14を切る。

SD39 (N、 5) 南西～北東 長さ。 2. Sm以上幅 0. 4皿深さ !Ocm SD34から分流する。北側は調査区外
に延びる。

SD40 (O 、 2) 南北 長さ・ 2.5m以上幅 0. 3皿深さ 7cm 南側は調査区外に延びる。

SD41 (K、 13) 南西～北東 長さ 6.0m以上幅 0. 5m 深さ 15cm 南側・北側は調査区外に延びる。

SD42 (L 、 14) 東西
長さ 8.4m以上幅 0. 7m 

陶器、磁器 東側・西側は調査区外に延びる。
深さ： 6~ 12cm 

SD43 (L ・ M、 15) 南北 長さ 6. 2m以上幅 0. 6皿深さ： 17cm 珠測、陶器、磁器
SD46を切る。南側・北側は調査区外
に延びる。

SD44 (M·N、 15) 南西～北東
長さ 11.5m以上幅！. Om以上

土師器、須恵器、珠洲 北側は調査区外に延びる。深さ 10～25cm

SD45 (M·N、 16) 南西～北東 長さー 9. 7m以上幅ー 0.9m 深さ 20cm
南側は調査区外に延び、北側は5D14 
を分流する。

SD46 (M、 14 ・ 15) 南西～北東 長さ： 3. 7m 幅 O. 5m 深さ 29cm 士師器、須恵器 SD43に切られる。

SD48 (L 、 15) 南北 長さ 2. 5m以上幅 0. 4血深さ 6cm 南側は調査区外に延びる。

SD49 (M、 15 ・ 16) 東西 長さ。 2.4m以上幅ー 0.2m 深さ 12cm SK17に切られ、 S D45を分流する。

SD50 (L ・ M、 15) 南北
長さ： 6.8m以上幅： !.Om 

土師器、気車器、珠洲 南側は調査区外に延びる。深さ 13～25cm

SD51 (C 、 4) 南東～北西
長さ 3. 0皿以上幅 0. 4皿

陶器、磁器
深さ： 20~ 35cm 

SD52 (C • D 、 3) 南西～北東 長さ： 6.8m以上幅： 0.2m 深さ Bern

SD53 (J 、 13) 南東～北西
長さ： 2.4m以上幅： 1.lm以上

南側は調査区外に延びる。
深さ 7cm

SD54 (M、 16) 南北 長さ 2.6m以上幅 0.6m 深さ：！Ocm SD45に切られる。南側は調査区外に
延びる。
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西木津遺跡 区画整理区

柵祉

遺構名 グりッド 規模 出土遺物 出土遺物 切り合い 図面比

南北方向。座標北に対して 2 ～ 3度西に
SAO! (A L 、 17) 2間以上（3.0m) 偏る。 図面四三

不整楕円ないし不整形

土坑

遺構名 ク。リッド 平面形 規模 出土遺物 備考 図面No.

SKIS (AM、 16) 不整楕円形 長軸 1. 7m 短軸 0. 5m 深さ !Ocm 土師器

SK30 (A L 、 17) 不整橋円形 長軸 0. 85m 短軸 0. 7m 深さ 3Ccm SA ！柱穴。 S P66を切る。

SK31 (A L 、 17) 不整形 長軸 l.4m 短軸 !.Om 深さ 40cm 土師器 図面四四

S K32 (A L 、 17) 不整楕円形 長軸 l lm 短軸 0.6m 深さ 25cm 

S K33 (A L 、 17) 不整楕円形
長軸 l.2m 短軸 !.Om以上 SA ！柱穴。東側は調査区外に延び

図面四四
深さ 6lcm る。

SK35 (A L 、 17) 楕円形 長軸 1 0皿短軸 0.6m 深さ 27cm

SK36 (A L 、 17) 楕円形 長軸 0.6m 短軸 0. 6m 深さ 4 cm 土師器 SA ！柱穴。

SK37 (A L 、 17) 不整楕円形 長軸 0. 7m 短軸 0.6m 深さ 15cm 

SK38 (A L 、 17) 不整楕円形 長軸 l.4m 短軸 0. 9m 深さ !Ocm 土師器

SK39 (A L 、 17) 不整楕円形 長軸 3. Sm 短軸 2.4m 青磁椀、土師器 図面四凹

SK40 (A J 、 12) 不整楕円形 長軸 l.lm 短軸 0. 9m 深さ 3Ccm 土師器、須志器 S K53を切る。

S K41 (A J 、 12) 4青円形 長軸 0 5m 短軸 0.4m 深さ !Ocm 

SK42 (A J 、 12) 不整形
長軸 l lm以上短軸 0. 7m 

東側は調査区外に延びる。
深さ 15cm

SK43 (A J 、 12) 不整形 長軸 O.Sm 短軸 0.6m 深さ 15cm S K52を切る。

SK44 (A J 、 12) 不整形 長軸 1. 2皿短軸 0.6m 深さ 20cm SK15を切る。

SK45 (A J 、 12) 不整円形 長軸 0.6m 短軸 0. 55m 深さ 38cm 土師器、須恵器 SK44に切られる。

SK46 (A J 、 12) 楕円形 長軸 0.9m 短軸 0. 75m 深さ 28cm 土師器

SK47 (A J 、 12) 不整形 長軸 0. 65m 短軸 0.4m 深さ 15cm 東側は調査区外に延びる。

S K48 (A I 、 12) 楕円形
長軸 l.6m 短軸 !.Om以上

東側は調査区外に延びる。
深さ 12cm 

SK49 
(Al ·A］、

隅丸長方形
長軸 2. 6m以上短軸 l.2m 深さ

西側は調査区外に延びる。
13 ・ 14) 7叩

SK50 (A J 、 12) 不整形
長軸 l.3m以上短軸 0.5m S K53に切られる。東側は調査区外に
探さ 17cm 延びる。

SK51 (A H、 13) 隅丸長方形 長軸 0. 9m 短軸 O.Sm 深さ 20cm 珠洲 南側・北側は調査区外に延びる。

SK52 (A J 、 12) 不整形
長軸 0. 5m以上短軸 0. 35m 

珠洲 SK43に切られる。
深さ 22cm

SK53 (A J 、 12) 不整形
長軸！. Sm以上短軸 0. 5m SK50を切り、 S K40に切られる。東
深さ 25cm 側は調査区外に延びる。

溝状遺構

遺構名 グりッド 方向 規模 出土遺物 備考 図面Ic. 

S D55 (AM、 16) 南西～北東 長さ！. Sm以上幅 0. 4m 南側は調査区外に延びる。

S D56 (AM、 17) 南西～北東 長さ 2. 9m以上幅 0. 5~ 0. Sm 南側は調査区外に延びる。

S D60 (A L 、 17) 南西～北東 長さ 1. 7皿以上幅 0. 5m 西側は調査区外に延びる。

SD61 (A I 、 13) 南西～北東 長さ 2. 5m以上幅 0. 3m 
SD62と合流する。北側は調査区外に
延びる。

S D62 (A I 、 13) 南東～北西 長さ 2.Sm 幅 0.2m 士師器
SD61 と合流する。 S D63につながる
台、。

SD63 (A I 、 13) 南西～北東 長さ 2. lm以上幅0.2m SD64を切る。 SD62につながるか。

S D65 
(A I ~ A 

北西～南東 長さ約22m 幅 4.0m 深さ 18Ccm
土師器、須恵器、珠洲、陶

図面四回
G、 13～15) 器、磁器、石製品

S D66 
(A I 、 南南西～北北東

幅 0. 4~ 0. 6m 土師器、珠洲
南側東｛目lは調査区外に延びる。区画

12 13) （屈曲） 滑か。
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表 3 遺物一覧

中木津遺跡区画整理各区土器類土製品遺物観寮表

図面番号 No 出土遺構 器種 大きさ 色調
焼成胎土 器形成形文様調整の特撮 残存率

（）内i土復元残存

1区 須恵器 口縁部径（105岨） 外面紘灰（7.5GY6/1) 焼成良好

45 I SD2C4 折、A 器高Z.9咽 内面緑灰（7.5GY6/l) 胎土白色砂粒含む 内外面同転ナデ、底面同転へラ切り。 日縁部I/～10底部

底部径〔600皿）

1区 須恵器 日韓部径（ll.7o冊） 外面青灰（586/1) 焼時良好

45 ' SD2r4 杯A 器高2.3cm 内面青l火（586/1) 胎士砂粒含む 内外面回転ナデ、底面回転へラ切り口 口縁部I/～6底部

底部径（7.0co)

1区 須恵＂ 口縁部怪｛11.4.c匝） 外面オりプ灰｛5GY6/l) 焼成良好

45 3 so2r4 事＂＇ぇ 器高3.29岨 内面オリーブ灰（5GY日／I) 胎土白色砂粒含む 内外面回転ナデ底面回転ケズリ後ナデ。
口縁部～底部

1/4 
底部径（83叫〕

1区 須恵器 口縁部怪（11.7叩） 外面縁灰（5GY) 焼成良好

45 4 SD204 杯A 器高3.0咽 内面緑灰（5GY) 胎土砂粒酸化鉄含む 内外面同転ナデ、底面岡転へラ切り口 ロ縁部I/～5底部

底部径（8.1~）

1区 須恵器 口融部桂（123岨） 外面阪黄褐 (IOYR日比〕 構成やや不良

45 5 ~r?04 >cA 器高31岨 内面にぷい黄檀（＼OYR7/3) 胎土砂粒含む 内外面回転ナデ、底面回転ヘヲ切り。
口縁部～底部
1/4 

底部怪（81岨）

1区 須窓器 口；縁部控（12 Som) 外面明黄褐（25Y6/6) 焼成良好

45 6 S[ ？~4 "A  器高3.5臼且 内面明黄褐（2.5Y6/6) 胎土砂粒含む 内外面回転ナデ底面回転へラ切り。 口縁部1/～4底部

底部窪（9.2叩）

1区 須恵器 口縁部怪（12.l叩） 外面明黄褐 (lOYR6/6) 焼成やや不良

45 7 Sn204 杯A 器高3.0叫 内面褐灰（IOYR6/l) 胎土砂粒酸化鉄含む 内外面回転ナデ、底面回転へラ切り。 口縁部2／～3 底部
底部径（8.3叩）

1区 須恵器 n縁部径（12.4咽） 外面緑訳出GY) 焼成良好

45 8 Sn204 "A  器高3.0叫 内面緑灰（5GY) 胎土砂粒含む 内外面回転ナデ。 口縁部I/～5 底部

底部径｛9.7c冊）

l区 須恵器 口縁部怪（126咽） 外面育灰（10BG5/1) 燐成良好
口縁剖～底部

45 9 SD2 4 本子A 器高30c且 内面青灰 (lOBG5/l〕 胎土白色砂粒含む 内外面目能ナデ、底面回転へラ切り。

底部径（72crn)

1医 須恵器 口縁部径（126cm) 外面緑灰（5G5/1) 焼成良好

45 10 sr:204 本WA 器商3.0 皿 内面禄灰（5G6/1) 胎土砂粒酸化鉄含む 内外面回転ナデ、底面回転へラ切り。 ロ縁部1/～4底部
底部径（自1c岨）

1区 須恵器 口縁部径（＼33om) 外面灰白（2.5Y7/1) 拘＂え不良

4c 11 Sf:204 杯A 器高3.2叩 内面灰黄（25Y7/2) 胎土砂粒含む 内外面回転ナデ、底面回転へラ切り口
口綾部～底部
1/5 

底部笹（83叫）

1区 須恵器 口縁部径（13.5叩） 外面脹灰（IOGY0/1) 焼成良好

45 12 SD204 杯A 器高3.0叩 内面禄J疋 (lOGY6ハ） 胎士砂粒酸化鉄含む 内外面回転ナデ、底面回転へラ切り口
口縁部～底部
1/5 

底部佳（目。cm)

1区 須恵器 口縁部径（14.0叫） 外面禄灰（7.5GY6/l) 焼成良野

45 13 SDZ04 杯A 器高3.2cm 内面最灰（7 5GY6/ll 胎土白色砂粒含む 内外面回転ナデ、底面回転へラ切り。
日韓部～底部
1/4 

底部径（9.8四）

1区 須恵器 口糧部径（12 l岨） 外面明禄灰（IOG7/l) 焼成良好

45 14 sr,204 杯A 器高38咽 内面明禄灰 (JOG7/1) 胎寸て砂粒含む 内外面凶転ナデ。 口縁部1/～4底部

底部笹（8.0叩）

1区 須恵器 口縁部径（11.8岨） 外面続灰（7.5GY5/l) 焼成良好

45 15 SD204 杯A 器高4.3cm 内面持灰（75GY5/1〕 胎士白色砂粧含む 内外面白転ナデ、底面困転へラ切り。
口糧部～底部
1/10 

底部径（目。叫）

1区 須恵総 日縁部径 外面青灰（586/1) 焼成良好

45 16 SD204 杯A 器高（17cm) 内面育灰（586/ll 胎士砂粒吉む 内外面幽i転ナデ、底面回転ヘラ切り。 底部1/4

底部径（68岨）

1玄 須恵器 口縁部径 外面縁灰（5G6/1) 焼成やや不良

45 17 Sr;204 杯A 器高（2.0cm) 内面嗣11((5G6/l} 胎土砂粒酸化鉄含む 内外面回転ナデ、底面回転ヘラ切りq 底部1/8

底部桂（8.0叩）

10: 須恵器 口縁割径 外面識灰（5G6/1) 焼成良好

" 18 SD2 4 杯A 器高（2. 1明） 内面縁灰（5G6/1) 胎土砂粒酸化鉄古む 内外面回転ナデ、底面回転ヘラ切り。 底部1/5

底部窪（8.5c皿）

1区 須恵器 口縁部径 外面灰（N日／） 焼成良二女子

45 19 SD204 杯A 器高（LO岨） 内面灰（N6/) 胎土砂粒吉む 内外面回転ナデ底面回転へラ切り。 底部1/4

底部径7.2cm

1区 須恵器 n緑樹径 外面縁灰（7.5GY) 焼成良好

45 20 SD204 杯A 器高（ l.2c咽） 内面緑灰（7.5GY) 胎土砂粒含む 内外面回転ナデ底面回転ケズリ。 底部1/10

底部径（8.3咽）

1区 須恵器 口縁部径 外面青l民（5BG6/1) 焼成 E精子

45 21 50204 杯A 器高（2.7，』） 内面育灰（5BG6/1) 胎土白色砂粒含む 内外E回転ナデ、底E回転へラ切り。 底部1/5

底部径 (10.Zcm)

1区 須恵器 日縁部径 外面育J火（5BG6/1) 焼成良好

45 2' 50204 事 B 措高（3.lc』且） 内面明青灰（5BG7/l) 胎土砂粒酸化鉄含む 内外面回転ナデ、底面回転ナデヘラ切円。 底部1/4

底部径（7.4咽）

1区 須恵＂ 口縁部径 外面育灰（5BG6/1) 焼成良好

'" 2C SD2 4 本不B 端高（3.0叫） 内面青灰（5BG6/1) 胎土白色砂粒含む 内外面回転ナデ、底面回転ナデへラ切り。 底部1/3

底部径（8.0叩）

1区 須恵器 口縁部＂ 外面青灰（5P85/1) 焼成良好

45 2' SDZ04 杯B 器高 (2.2岨） 内面青灰（5PB6/l) 胎土砂粒酸化鉄含む 内外面目艇ナデ、底面回転へラ切り後ナデ。 底部1/5

底部径（7.Som)

1区 須恵＂ 口縁商径 外面育灰（5BG6/l) 焼成良好

45 2C SD204 本間 器高（2.8c盟） 内面青灰（IOBG6/l) 胎土砂粒含む 内外面回転ナデ底面白転へラケズ日。 底部1/4

底部佳（9.6咽）

1区 須恵器 口縁部径（16.4岨） 外面縁灰（7.5GY) 焼成良L好

" 2 ヲ SD204 杯B 稀高4.6Clll 内面緑灰（7.5GY) 胎土砂粒吉む 内外l由回転ナデ、底面回転ナデ。 日縁部1/～3底部

底部径（11.6cm)

1区 須恵器 口縁部径 外国続灰（7 5GY6/1] 焼成良好

｜内ポ偉外内面＇＂回碍転存ナデ軒正同五面百回転糸切川面中心部に墨跡45 27 SD204 杯B 器商（1.3岨） 内面持灰（7.5GY5/l) 胎上白色砂粒含む 底部1/3

（転用硯） 底部径5.8冊

1区 須恵器 口縁部笹（！08cm) 外面縁灰（！OG6/1) 焼成良好

45 '" SD2 4 本不 器両｛3.5c皿） 内面掃灰｛10G6/l) 胎土砂粒含む 内外雨回転ナデ。 口縁部I/日

底割径

11' 須恵器 口縁部怪（Jl.9cm) 外面緑灰（5GY) 焼成良好

45 " SD2 4 杯 器I覇｛35c皿） 内面緑灰（5GY) 胎上砂粒含む 内外面回転ナデ。 口 i縁部 1/10

底預径

1区 須恵器 口縁部径 外面緑灰（10GY6/1) 焼成良好

45 3C SDZ04 蓑 器高（2.1咽） 内面縁阪 (IOGY6/1) 胎土白色砂粒含む 外面同転へラケズリナデ、内面回転ナデD 上部1/1

底割径

1区 須恵＂ 口縁部径（25.4cm) 外面浅黄控｛10YR8/3) 焼成不良

旧都 ヰ園函内函に煤口付縁着部。オコ15 31 SD2 ~ 大費 器高（日 .Scm) 内面灰白（2SY8/2) 胎土砂粒含む j ヂ
口縁部～頭部
1/3 

底部径

1区 須恵器 口縁商径 外面青灰（5PB6/l) 焼成良好

45 " SD2 4 双耳査 器高｛6.0cm) 内面青灰（5PB日／ 1) 胎土砂粒酸化般含む 内外面回転ナデ、正部へラケズリ。 月同喜111/10

底部径

1区 須恵器 日最部径（22.0叩） 外直i 暗緑灰（10G4/1) 焼成良好

46 3' SD204 童 器高（59cm) 内面続灰 (lOG5/l〕 胎土白色砂粒吉む 内外面回転ナデ。 口縁部1/10

底割径
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図面番号 N。 凶土遺格 事亀
大きさ

色問 焼成’胎土 器時長成形文様調整の特徴 残存率（）肉は復元残存

1区 須恵器 口縁部径 外面オリーブ股（lOYS/2) 焼成良好

46 3' sr,204 短頚査 器高（23.5o皿） 内面灰白（5Y8/1} 胎土砂粒含む ｜品苗山三百 d固内j 外ア面’、にア自ワ然F軸ソ、@ 胴部～底部3/5

底部径12.7c皿

1区 須恵器 口縁部径 外面オ日プ灰（2.5GY5/l) 焼成良好

46 3.5 ~n204 小型壷 器高（ 1日』岨） 内面オリーブ灰（25GY5/1) 胎土白色砂粒含む
3旬。ヤキ

顕部～底部4/5

底部径6.7~

1区 須恵器 口縁部径 外面オリーブ灰（5GY6/1) 焼成良好
＂雪開

46 36 SD204 壷 器高（9.9，且） 内面オリーブ灰（5GY6/1) 飴土白色砂粒含む ｜外盤。国内回函転タア←アル付ヘ着フグ。 底部1/4

底部径（98~）

1区 土師器 口縁部径 (125叩） 外面灰黄（2.5Y7/2) 焼成良好

1吋「木棒カ附」＠内面デスス底付面場回。 外函中段部に墨寄｜ 口縁部～底部
46 37 ~n204 椀A 器高占O但 内面灰黄｛2.5Y7/2} 胎土砂粒含む

（墨書土器） 底部径5.0c岨

I区 土師器 口縁部径12.4佃 外面にぶい撞（5YR6/4} 焼成~好

46 38 SD204 施A 器高4.4咽 内面にぷい憧（5YR7/3) 胎土砂粒画量化鉄含む 内外面回転ナデ、底面回転来切りロ 完形

底部径4.2阻

1区 黒色土器 口縁部径 外面にぷい黄櫨（10YR7/4} 焼成良好

4' '" snz氾4 術A 器高（33,.) 内面桟黄（2.5Y7/3) 胎土砂粧含む 内外面回転ナデ、底面回転糸切り口内面黒色。 底部1/3

底部窪4.7 ，皿

1区 土師器 口縁部径13.2岨 外面浅黄（25Y7/4) 焼成良好

4' 40 5C2ゆ4 椀A 器高4.0，血 内面浅黄（2.5Y7/4) 胎土砂粒含む 外面ヨコナデーナデ、内面ナデ、底面回転糸切り。 ，，ぽ完形9/10

底部径46岨

1区 土師器 口縁部径（13.3四） 外面にぷい黄櫨 (IOYR7/3} 焼成良好

｜一内部黒班回転有。ナデ 内面 ロ縁部＂～底部46 41 5[?04 椀A 器高5日，. 内面にぷい黄櫨 (10YR3/6} 胎土砂粒吉む

底部径615畑

1区 土師器 口縁部径 (12.7咽） 外面にぶい憧（5YR6/4) 焼成良好

！内り後外ユ面ピ酎ナデ痕デ有 足 3 内外面に底函矧｜口縁部～底部46 12 sr,204 椀A 器高4.3cm 内面に占司、檀（5YR6/4) 胎土砂粒酸化鉄含む

底部径4.6cm

1区 土師器 口縁部径（128,.) 外面にぷい憧{lOYR7/3) 焼成良好

46 43 SC2刀4 総A 器高3.8cw 内面にぶい檀 (10YR7/3) 胎土砂粒酸化鉄含む 〉内外面ロ縁部に煤 I ロ縁部2／～3 底部

底部径5.6cw

l区 土師器 口縁部径 (142咽） 外面明褐灰（5YR7/1} 焼成良好

4' 44 SC2刀4 機A 器高45，皿 内面にぶい樟 15YR7/3) 胎土砂粒酸化鉄含む、 内外面回転ナデ、底面回転糸切り。 口縁部2／～3 底部
底部径5.50皿

1区 土師器 口縁部径 (12.7cm} 外面にぶい檀｛5YR7/3) 焼成良好

40 45 sr,204 椀A 器高4.5cm 内面にぶい檀（5YR7/3) 胎土白色砂粒含む 内外面回転ナデ、底面回転糸切り。 口縁部1/～2 底部

底部径（4.lc皿）

I区 土師器 口縁部径{13.6c皿） 外面にぶい樟（5YR7/3} 焼成良好

46 4' SD2 4 椀A 器高2.8岨 内苗にぷい控（5YR7/3} 胎土居粒酷化鉄含む 内外面回転ナデ、底面回転糸切りロ
口縁部～底部

底部径（5.0岨）

1区 土師器 口縁部径(12日C皿） 外面にぶい黄挫（10YR7/2} 想主成良好

47 47 SC2泊4 椀A 器高4.3，阻 内面にぷい黄燈（lOYR7/2) 胎土砂粒酸化鉄含む 内外面回転ナデ、底面回転糸切り。
口縁部～底部

底部径55，血

1区 土師器 口縁部語（14.9c岨） 外面にぶい檀（5YR7/3) 焼成良好

47 47 5D2ゆ4 抗A 器商4.6"' 内面にぷい置（5YR6/4) 胎土砂粒酸化鉄含む 内外面回転ナデ底面回転糸切り口
口縁部～底部
2/3 

底部径56凶

1区 土師器 口縁部径 (12.3四） 外面明黄褐（2.5Y7/6) 焼成良好

47 49 SD2 4 椀A 器高4.5岨 内面明黄褐（2.5Y7/6) 胎土砂粒酸化鉄吉む 内外面回転ナデ底面回転品切り口
口縁部～底部
1/2 

底部径4.lcm

1区 土師器 口縁部径 (126ro) 外面にぶい撞（5YR7/3) 焼成良好

例陣外有。薗内回外転面ナ3デス付底着面。' 47 50 SD204 椀A 器高4.0佃 内面にぶい撞（5YR7/3} 胎土砂粒酸化教含む
口縁部～底部
2/5 

底部径4.4叩

1区 土師器 口縁部径 (12.2叩） 外面にぶい撞（5YR6/4) 焼成良好

47 51 SD204 擁A 器高4.0四 内面にぷい樺（5YR6/4) 胎土砂粒酸化鉄含む 内外面回転ナデ、底面回転糸切り。
コ縁割～底部

底部径5.4，皿

1区 土防器 口縁部径（119咽） 外面檀（5YR7/6) 焼成良好

47 52 SD204 掬A 器高4.0cm 内面檀｛5YR7/6) 胎土砂粒酸化鉄含む 内外面回転 Fデ、底面回転来切り。
口縁部～底部
4/5 

底部径4.6o皿

1区 土却器 口縁部径（10.8cm} 外面にぶい控（10YR7/3) 焼成良好

a日 5' SD204 機A 器高4.2cm 内面にぷい佳 (10YR7/3) 胎土砂粒含む ロ縁部1/～3底部

底部径（4.4cm)

l区 土師お 口縁部径 外面にぶい黄檀（10YR6/3) 焼成良好

47 54 SD204 棟以 器高（2.2c皿） 内面にぷい黄燈（10YR6/3) 胎土砂粒含む 内外面回転ナデ、底面回転糸切り。 底部1/5

底部径5.3c皿

1区 土師器 口縁部径（12.3,.) 外面にぶい黄檀(10YR7/3) 焼成良好

47 55 SD204 椀八 器高4.lcm 内面にぷい櫨（7.5YR7/4) 胎土砂粒含む 内外面磨耗により不明底面回転糸切りD
口縁部～底部

底部径54凶

1区 土銅器 口縁部径 外面明黄褐（2.5Y7/6} 境成やや不良

47 5' SD204 椀A 器高（ 1.4岨） 内面明黄禍（2.5Y7/6) 胎土砂粒酸化鉄含む 内外面回転ナデ底面回転糸切り口 底部1/5

底部径5.7o国

1区 土師器 口縁部径（12.0佃） 外面にぷい黄檀 (10YR7/3) 焼成不良

47 57 SD204 椀 器高（3.9岨） 内面にぶい黄鐙（10YR7/3) 胎土砂粒含む 内外面膚耗により不明。 口縁部1/6

底部径

1区 土却器 口縁部径(ll.2c皿） 外面にぷい褐 (7SYR5/3) 桂成良好

47 5" SD204 椀A 器高4.4佃 内面接黄櫨（7.5YR8/4) 胎土砂粒含む 内外面回転ナデ。
口縁部～底部
1/2 

底部径（4.4四）

1区 土師器 口縁部径 (13.3叩） 外面にぶい檀（5YR6/3) 焼成良好

47 '" 
5[?04 椀A 器高（3.7咽） 内面にぶい檀（町田／3) 胎土砂粒酸化鉄吉む 内外面回転ナデ。 口縁部1/5

底部径

1区 土師器 口縁部径（13.lcm) 外面檀（5YR7/6) 焼成良好

47 60 SC2ゆ4 椀A 器高3.6咽 内面憧（5YR7/6) 胎土砂粒酸化鉄含む 内外面回転ナデ、底面回転来切り。
口縁部～底部
1/3 

底部怪（6.1四）

1区 土j師器 口縁部怪(134叩） 外面黄櫨 (IOYRB／日） 焼成良好

47 61 SD204 椀 器高（4.3叩） 内面浅黄樫（10YR8/4) 胎土砂粒酸化鉄吉む 内外面回転ナデ。 口縁部1/5

底部径

1区 土師器 口録部径 (14.JCIII) 外面に1'い檀伍YR5/3) 焼成良好

47 " SD2r4 続 器高（3.8，皿） 内面にぶい檀（SYRS/3) 胎土砂粒酸化鉄含む 内外面回転ナデロ 口縁部1/4

底部径

l区 土師器 口縁部径 (13.4cm} 外面揖黄橿（10YR8/3) 続減良好

47 " SD2 4 椀A 器高（43咽） 内面積黄笹川町田／3) 胎土白色砂粒含む 内外面回転ナデq ロ縁部1/5

底部径

1区 土師器 口綾部径 (13.0咽） 外面にぶい檀（5YR7/3〕 焼成＇＂子
47 6' sr2r4 梅A 器高（42c.} 内面にぶい樫（5YR7/3) 胎土砂粒含む 内外面回転ナデ、鹿面回転来切り。内外面に赤彩。 ロ縁部～底部

底部径5.2c皿

1区 土師器 口縁部窪（12.s,.1 外面識黄檀（2.5Y7/3) 焼戒良好

｜内内外面面赤彩田。町l 、羽j読不明司
47 65 sr:or4 椀 器高（42岨） 内面浅黄檀（2.5Y7/4) 胎土砂粒含む 口禄部1/5

（墨書土器） 底部径

1区 土銅器 口縁部径（！0.80阻〕 外面にぶい撞（5YR6/3) 焼成良好

47 6' sr:;r4 術 器高（4.9叩） 内面にぷい櫨（7.5YR7/3) 胎土砂枝含む 内外面回転ナデ、媒it著ロ 口縁部1/4

底部径

l区 土師器 口縁部窪 外面明黄褐（2.5Y7／日） 焼成良好

47 67 snM 椀B 器高 (I.Be皿） 内面明黄褐（2.5Y7／日） 胎土白色砂粒含む 内外面a底面回転ナデ。 底部1/5

底部径（5.k血）



図面番号 No. 出土温情 器種
大きさ 色調 焼成司胎士 器形成形文様調整の特徴

残存率

（）肉は檀元残存

1区 黒色土器 口縁部径 外面桟黄（2.5Y7/4) 焼＂＂ Jl.fr子
47 68 SD2 4 椀B 器高｛2.2c皿） 内面暗灰（N3/) 胎土砂粒含む 外面回転ナデ、操色処理 ミガキ 底部1/4

底部径（7.0岨）

1区 土師器 口縁部径一 外面にぶい撞（7.5YR7/4) 焼成良好

4' n SD2~4 受 器高（25 皿） 内面にぷい控（7.5YR7/3) 胎土砂粒酸化鉄含む 内外面回転ナデ底面回転糸切り。 底部1/10

底部佳7.3cm

1区 製嵐土器 U縁部径 外面明褐（7.5YR5／日） 後戎良好

48 70 sr:::4 器高（32rn) 内両灰黄褐（!OYR5/2〕 胎土砂粒含む 外面ユピ押さえナデ内面ナデ、底面ケズリ。 底部1/10

底部径 (13.4咽）

1区 製様士容 ロ縁部径 外面黄禍（10YR5/6} 修1戎不良

48 71 SD204 器高（32c盟） 内市黄褐（IOYR5/6) 胎土砂粒含む 外面ユピ押さえナデ内市ナデ。 底部1/10

底告II径（12.l明）

1区 縄文 口縁部径 外面にぷい黄禍（10YR4/3} 焼＂良好

48 72 旬。2'4 深鉢 器高（4-0c皿） 内面にぷい黄褐（!OYR4/3) 胎土白色砂粒含む 外面条痕文、内面ナデ。 口縁部1/10

底部径

1区 縄文 日縁部径 外面にぶい檀（2.5YR6/4) 持成良好

48 73 SL?n~ 深鉢 器両〔40c皿） 内両にぷい檀（5YR6/4) 胎土砂粒青む 内外面ヨコナデ。 口縁部1/20

底部径

1区 縄文 口j億部径 外面暗＇＊黄（25Y5/2) 焼成不良

48 74 sn204 深鉢 器高（3.7co) 内面黒褐（2.5Y3/2) 胎土雲母粒含む 外面条痕文内面ナデD 胴部1/10

底部径

1区 縄文 口縁剖径 外面にぷい檀（5Y肘／3) が成良好

48 75 SI?n4 深鉢 器高〔5.3叩） 内面に.；；1, ＇檀（5YR6/3) 胎土砂粒雲母含む 外面条症文内両ナデ。 目岡部1/1日

底部径

1区 縄文 ロ縁部径 外面昔褐（自.5Y5/3) 焼成不良

48 76 泣J2r4 深鉢 器高（14.2cm) 内面暗灰黄（2.5Y4/2) 胎土白色砂粒青む 外面縄丈、内面ナデ。 胴部～鹿部1/10

底部径

1区 珠洲 口縁部径 外面オロープ阪（5GY6/1) 焼成良好

4R 87 SD203 すり鉢 場高（4.5cm) 内面 J火白（IOY7/l) 胎土白色黒色砂粒古む 内外面ヨユづデ、内面すり目 p 底面ハケメ。 底部1/3

底部径（12.loo)

1区 縄文 口縁部歪 外面禍灰（5YR5/l) 焼成長経

49 3' 50206 深鉢 器商（3.2c皿） 内E 禍灰（5YR5/1) 胎土白色砂粒含む 外面条寵文内面ナデ、口層部に指lみ。 口縁部1/10

底部釜

1区 縄文 口縁部径 外面褐灰（5YR6/1) 焼成良好

49 84 SD201i 深鉢 器高（3.5cm) 内面褐灰（5YR6/1) 胎士砂粒含む 外商条痕文、内面ナデロ 口韓都1/10

底部径

1区 縄文 内縁部保 外面暗褐（JOYR3/3) 焼成良好

49 85 SD20f 深鉢 器高（B5c皿） 内市暗褐（JOYR3/3) 胎土砂粒雲母含む 外面条痕丈、内面ゴデ。 口縁部1/10

底部径

HZ 縄文 口縁部径 外面褐灰（町田／1) 焼成良好

" 86 SD20li 深鉢 器高（＜l.2c皿） 内面褐灰（5YR6/1) 胎土砂粒雲母含む 内外面条痘丈」 口縁部1/10

陸部径

1区 縄」ι 口縁部径 外面にぷい撞（5YR6/3) 焼成良好

49 87 SD20fi 深鉢 器高（4.3co) 内面にぶい世（町田／3) 胎土白色砂粒吉む 外面条痕文、内面ナデロ 胴都1/10

底部径

1R: 縄文 口縁部径 外面にぶい控（5YR7/3) 燐成良好

49 88 50206 深鉢 器高（55叫） 内面にぷい撞（5YR1/3) 胎土砂粒雲母含む 外面条宿文、内面ナデ。 胴部1/10

底部径

1区 土師鴇 口縁部径(15.4旧） 外面にぷい黄櫨 (JOY町／4) 焼成良好

49 85 SD206 型 器高（4.0rn) 内面にぶい黄檀（JOYR1/3) 胎土砂粒含む 内外面ヨコナデ内面ケス孔 口縁部1/12

底部径

''" 土師器 口縁部径 外面明褐灰（5YR7/l) 焼成良好

49 00 SD206 費 器高（3.8叫） 内面明褐灰（5YR7/l) 胎土砂粒酸化鉄含む 外面ナデ、内面づデハケ。 口縁部1/10

底部符

1区 土師禄 口綾部径 外面接黄（2.5Y7/3) 焼成良好

49 91 SD2 Ii 費 器高（2.5cm) 内面灰（JOY6/1) 胎土砂粒含む 内外面ハケ。 底部

底部佳3.0 皿

1区 須恵器 u縁部笹13.1叩 外面持灰（JOG6/1) 焼成良好

49 'ー SD210 杯A 器高3.lcm 内向緑灰（！OG6/1) 胎土砂粒含む 内外面回転ナデ底面回転へラ切り後ナデ。
口縁部～鹿部

ν5 
底部径（7.3rn)

l区 須恵器 円縁部室 外向褐灰（10YR8/1) 機成良好

49 93 SD2JO 杯A 器高（2.4叫） 内面掲灰 (IOYR6/l) 胎土砂粒含む 内外面回転ナヂ、底面回転へラ切り。 底部1/5

底部悟（90rn)

1区 須恵諦 日韓部径（！L6rn) 外面青灰 foPB5/l) 焼成良好

15m内外mC面午Y回m転lナaデi主帥＂＇＇高回川転同ナ形デlオ@ 口縁部2／～3底部49 94 S0210 杯78 器高43咽 内面育灰（5PB日／！） 胎土白色砂粒含む

底部径（70叩）

1 医 須恵器 日縁部経← 外面灰（JOY日／！） 焼成良好

49 95 SD210 蓋 器商（白日岨） 内面阪 (lOY6/l) 胎土砂粒含む 上部1/'l

底部径

1区 須恵訴 口縁部径(13.1訓） 外面続灰 (IOG6/l) 焼成良好

4' ge SD己 JO 蓋 器高（2.2叩） 内面緑灰（JOG6/1) 胎土砂粒酸化鉄含む 内外面回転ナデ。 裾部1/5

底部径

1区 須恵器 口縁部径（162叫） 外面鞍灰（JOG6/1) 焼成良好

49 g; SD210 蓋 器高（2.5叩） 内面明緑灰（JOG7/1) 胎土白色砂粒含む 内外面回転ナデq 裾部1/1

底部径

1区 須恵器 u韓都怪（14_2咽） 外面青灰（586/1) 焼成良好

40 98 SD210 差 器高（2.0col 内面青灰（586/1) 胎土砂粒含む 内外面回転ナデっ 裾部1/5

底部怪

1区 土師器 円縁部経 外商法黄（25Y7/3) 焼成良好

49 00 SD210 椀又は肌 器高（2.8cm) 内面灰黄（2.5Y7/2) 胎土砂粒含む 内外面磨耗により不明、底面回転来切り口 底部1/10

底部径（4 日叩）

1医 上一朱訟刊 口縁部笹（318叩） 外面灰黄（2.5Y7/2) 焼成不良

19 l加 SDZlO 揺鉢 器高（55叩） 内面接黄（25Y7/3) 胎土砂粒含む 内外面回転すうすq 口縁部1/12

底部仕

1区 珠洲 口樟部佳 外面灰（5Y6/1) 焼成良好

49 101 50210 揺鉢 器高（6.7c•l 内面灰（5Y6/1) 胎土砂粒含む 内外面回転づデD 内面すり目。 口縁部1/8

底割径

1'五 越前 日縁部径（37.0咽） 外面灰黄褐（IOYR4／己） 俊＇＂＇良好
49 102 SD210 第鉢 器高｛5.3c皿） 内面灰黄褐（IOYR4/2) 胎土砂粒吉む 内外面回転ナデ。内面すり目。 口縁部1/10

底献を

1区 土製品 最大長5.ZZcm 外面積黄檀｛7.5YR8/6) 焼成良好

50 103 SD210 土錘 最大幅5.0c也 胎土副粒含む 外面風化、穿孔有。 全体1/2

穿孔径2.3明

1区 須恵器 口縁部径 04.0c阻） 外面青灰（5PB6/l) 焼成良好

50 108 SX5Ui 蛮瓶類 器高（2.7cm) 内面育灰（5PB6/1} 胎土砂粒含む 内外面回転ナデ。 口縁部1/10

底割盛

1区 縄文 口縁部径 外面灰白（5YR自／2) 焼成良好

61 109 地，，直上 鉢 器高（4.4t岨） 内面置（5YR7/6) 胎土砂粒含む 外而半載竹管による半行沈線、内面ナデ。 口縁部1/10

底部径一

工区 縄文 口縁部径 外面にぷい桂（7.5YP7/3) 焼成良好

51 110 地山直上 深鉢 器高（35rn) 内面にふい栂（7.5YR7/3) 胎士砂粒含む
ユピ押さえ

口縁部1/10

底部径
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図面番号 N。 出土遺構 器種
大きさ

色調 焼成胎土 器町長成形文椋調整の特徴 残存率
（）肉lま復元冒残存

1区 縄文 ロ縁部径 外面にぶい檀（町R7/4) 焼成良好

51 111 地山直上 深鉢 器高（8.b) 内面にぶい檀（町R7/4) 胎土砂粒雲母音む 外面条寵文、内苗ナデ。 胴部1/10

底部径

l区 縄文 ロ縁部佳 外面にぶい黄檀（10YR6/4) 焼成良好

51 112 地山直土 深鉢 器高（103c皿） 内面にぷい黄檀（10YR7/4) 胎土砂粒含む 外面条寝文、内面ナデ巴 胴部1/10

底部径一

1区 縄文 口縁部径 外面にぶい黄檀（5YR6/4) 焼成良好

51 113 地山直上 深鉢 器高（8.0c皿） 内面にぷい黄櫨（5YR7/4) 胎土砂粒雲母含む 外面条痕文、内面ナデロ 胴部1/10

底部径

1区 縄文 口縁部径 外面にぶい赤褐（5YR5/3) 焼成良好

51 114 地山富上 探鉢 器高（60岨） 内面にぶい赤褐（5YR5/3) 胎土曜J粒雲母含む 外面縄文、内面ナデ。 胴部1/10

底部告

1区 縄文 日縁部径 外面にぶい黄褐（10YR5/3) 焼成良好

51 115 地山直上 深鉢 器高（4.4c皿） 内面灰白（5Y7/2) 胎土砂粒含む 外面条痕文、内面風化。円形穿孔。 胴部1/10

底部径

1区 縄文 口縁部径 外面オリブ黄（5Y6/3) 焼成良好

51 116 地山直上 深鉢 器高（4.6c•l 内面オりープ黄（5Y6/4) 胎土砂粒含む 外面条寵文Tナデ、内面風化ロ 胴部1/10

底部径

1区 縄文 口縁部径 外面にぷい撞（5YR7/3) 焼成良好

51 117 地山直上 務字嚇 器高（3.0c岨） 内置にぷい樫（5YR7/3) 胎土砂粒雲母含む 外面条痕文、内面ナデc 胴部1/10

底部径

1区 縄文 口縁部径 外面にぷい檀（5YR6/3) 焼成良好

51 118 地山直上 深鉢 器高（4.0cm) 内面にぷい檀（5YR6/3) 胎土砂粒雲母含む 外面条痕文内面ナデ。 胴部1/10

底部径

1区 縄文 口縁部径 外面にぶい黄檀｛10YR7/4) 焼成良好

51 119 地山直上 深鉢 器商（6日開〕 内面にぶい黄檀（10YR7/3) 胎土砂粒含む 外直条痕文、内面ナデ＋ユピ押さえ。底面値目文。 底部

底部径（目白血）

1区 縄文 口縁部径 外面横黄檀（!OYRB/4) 焼成良好

51 12( 地山直上 深鉢 器高（29咽） 内面明黄褐｛lOYR日／6) 胎土砂粒含む 外面条痕文、内面風化。底面植目文。 底部

底部窪（9.6c且）

l区 弥生 口縁部径一 外面灰白（町呂／2) 境成良好

51 121 地山笹上 査 器高（49四） 内面灰自（7町自／1) 胎土砂粒含む 外面風化のため調整不明。内面ヨコナデ＋刺喪文。 口縁部1/20

底部径ァ

1区 製塩土器 口縁部径 外面憧（7.5YR6/6) 焼成良好
外面ナデ、内面ナデ。

51 12' 地山直上 器高（3.9c•l 内面明褐（7.5YR5/6) 始土砂粒含む
接合症が明瞭にのζ る。

底部径

1区 土製品 最大長6.9 外面浅黄償（7.5YR8/4) 焼砂良好

51 !23 地山直上 土鍾 最大幅4.25,m 胎土砂粒小腰含む 外面風化、穿孔有。 一部欠損自／10

穿孔桂l.5cm

1区 縄文 口縁部径 外面褐灰 (10YR4/l〕 焼成良好

5' !2e 皿層 深鉢 器高（45c•l 内面灰黄禍 (JOYR6/2) 胎土砂粒含む 外面条痕文、内面ナデ。 口縁部1/10

底調径

1区 縄文 口縁部径 外面にぷい黄撞（10YR6/3) 焼成良好

52 !W 血層 機鉢 器高（3.2岨） 内面禍灰 (10YR6/l〕 胎土白色砂粒含む 内外面条痕文、内面ナデ。 口縁部1/10

底部径

1区 縄文 口縁部径 外面にぷい撞（5YR6/4) 修J求良好

52 127 E層 鉢 器高 (46岨） 内面褐灰（5YR4/3) 胎土砂粒含む 外面入組三叉文＋縄文 i沈線文ロ内面ナデ。 月間部1/10

底部径

1区 縄文 口縁部径司 外面掲灰 (IOYR5/1) 焼成良好

52 12" E層 深鉢 器高（6.7岨） 内面掲灰 (IOYR6/1) 胎土砂粒雲母含む 外面条痕文内面ナデ。 胴部1/10

底部径

1区 縄文 口縁部径 外面黒褐（10YR3/1) 修l戎良好

52 12' E層 深鉢 器商（64岨） 内面掲灰（！OYR6/1) 胎土砂粒含む 外面条痕文、内面ナデ。 胴部1/10

底部径

1区 縄文 口縁部径 外面褐灰（IOYR4/1) 焼成良好

52 130 E層 深鉢 器高（4.6c阻） 内面褐灰（IOYR5/1) 胎土砂粒酸化鉄含む 外面条痕文内面ナデ。 胴都1/10

底部径

1区 縄文 口縁部径 外面にぶい黄｛2.5YR6/3} 焼成良好

52 131 血層 深鉢 器高（3日叩） 内面にぷい黄檀（10YR6/4) 胎土砂粒含む 内外面ケズり。 胴都1/10

底部径

1区 縄文 口縁部径 外面にぶい黄檀（10YR7/2) 焼成良好

52 132 東トレンチ 深鉢 器商（4.1咽〕 内面灰白（IOYR7/1) 胎土白色砂粒含む 外面条寵文、内面ナデロ 口縁部1/10

底部径一

1区 縄文 ロ縁部佳 外面にぷい黄褐（！OYR5/3) 焼成不良

52 133 東トレンチ 深鉢 器高（42咽） 内面褐灰（10YR4/1) 胎土白色砂粒含む 外面条痕文、内面ナデD 1/10以下

底部径

1区 縄文 口縁部径 外面掲灰 (IOYR4/1) 焼成不良

5' 134 東トレンチ 深鉢 器高（32c皿） 内面灰黄褐 (IOYR6/2) 胎土白色砂粒含む 外面条植文、内面ナデ。 1/10以下

底部径

1区 縄文 口縁部径 外面灰黄禍（！OYR6/2) 焼成良好

52 >" 東トレンチ 深鉢 器高 (50c•l 内面にぶい黄櫨（！OYR7/2) 胎士白色砂粒含む 外面粂寵文、内面ナデ。 1/10以下

底部径

1区 縄文 口縁部径 外面褐灰（10YR5/l) 焼成良好

52 130 東トレンチ 深鉢 器高（3.6叩） 内面褐灰 (10YR5/l〕 胎土砂粒含む 外面条痕文、内面ナデ。 1/10以下

底部径

1区 縄文 口縁部径Eー 外面褐灰 (lOYR4/l) 修成良好

5' 137 東トレンチ 深鉢 器高（4自但） 内面褐灰 (lOYR5/l) 胎土白色砂粒含む 外面条痕文、内面ナデ。 1/10以下

底部径

1区 縄文 口縁部径 外車黒楢（10YR3/1) 畑孝威不良

52 136 東トレンチ 深鉢 器高（4.0岨） 内面にぷい黄褐（10YR5/3} 胎土白色砂粒含む 外面条痕文内面ナデ。 1/1日以下

底部径

＂＇°試掘 縄文 口縁部径 外面掲灰（！OYR4/1) 修J求良好

！つデ口。。縁晩口札縁期は口下問ほ野ぼ式ヨ52 139 深鉢 器寓（3Ara) 内面掲灰（!OYR5/1) 胎土白色砂粒含む
、dド端Q部ム十が外λ反畑町す，，λとお僚内制庁面官ナ付 iI 

1/10以下

底部径

H2 試掘 縄文 日縁部径即 外面掲灰（！OYR5/1) 停成良好

52 14C 深鉢 器高（ 1.8岨） 内面掲灰（IOYR5/1) 胎土砂粒含む 口縁部。外面端部沈繰1条、内面ナデ。晩期下野式 1/10以下

底部径

日20試掘 縄文 ロ縁部径 外面にぶい黄檀（10YR7/2) 焼＇良好
1条び口問＠ふ口晩縁期ま機下や一野や式内湾気味痕に文伸52 141 深鉢。 器高（4.2c岨） 内面灰白（!OYR7/1) 胎土白色砂粒古む 1/10以干

底部径

H2 試檎 縄文 口縁部径 外面にぶい黄掲（!OYR5/3) 焼成不良

l体す。凱内外面ナ開デ。晩は期下欄野式耀52 142 深鉢 器高（2.2cm} 内面褐灰（IOYR4/1) 胎土白色砂粒含む て施 1/10以下

底部径

H20試掘 縄文 ロ縁部径 外面褐灰（!OYR5/1) 焼成良好

｜体面ナ砥デ畑＠晩期端下付野式向吋貝i 内5' 143 深鉢 器高（4.9岨） 内面褐灰（!OYR5/1) 胎土砂粒含む 1/1日以下

底部径

HZO試鍋 縄文 口縁部径（125岨） 外面掲灰（!OYR4/1) 焼成良好

5' 144 深鉢 器商（33四） 内面掲灰（！OYR5/1) 胎土白色砂粒含む 定や篠関幣心晩工期字下文野を式錨 1/1日以下

底部径ァ

H20試掘 縄文 ロ縁部径 外面にぶい黄檀（!OYR7/2) 焼成＂＇＇子
｜体デ。制晩期面下蜘野式 内面す5' 145 深鉢 器高（2.5叩） 内面灰白（!OYR7/1) 胎土白色砂粒含む 1/10以下

底部径

H20試掘 縄文 口縁部佳 外面掲灰（！OYR5/1) 焼成良好

l陣｜様口縁状が剥部口。離縁外しと面なてるし白、巴る縁ロ＠端縁内部面外上面ナ面デ直、。下内晩に面期貼を下りユ付野ビげ式オ併サなエいにしよ文り5' 146 深鉢 器高（20咽） 内面掲灰（！OYR5/1) 胎土砂粒含む 1/1日以下

底部径

H2口試掘 縄文 口縁部径 外面灰黄梅（!OYR6/2) 焼成良好

｜ナ唯デ。一ロ縁は外口反欄する間。晩期2下条野樹式 内面5' 147 深鉢 器高（22岨） 内面に＂＂、黄樟（!OYR7/2) 胎土白色砂粒含む 1/10以下

底部径
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!!20試掘 縄文 口縁部径 外面褐灰 (IOYR4/l) 焼成良好

52 148 深鉢 器高（7.9岨） 内面掲灰 (JOYR5/l) 胎土白色砂粒含む
い沈線 1 条、体部外面斜

1/10以下
J赴＇－ ·-'o'7

底部径

ii20試掘 縄文 日縁部全宝 外面灰黄禍 (IOYR6/2) 焼成 ＆！穿

阿線的部に開外く菌晩検期方下向野崎式52 149 深鉢 器高（32岨） 内面にぷい黄置｛！OYR7/2] 胎土白色砂粒含む
口縁部は直

1/1日以下

底割雀

H20試掘 縄文 口縁部径 外面干\,J):l((l0YR4/1) 焼成不良

｜的口縁に関部心外晩耐期下野向式条5仁2 150 草案鉢 器肩（4.5cm) 内面＂＇黄禍 (lOYR6/2) 胎土白色砂粒含む
口縁部は直轟

1/10以下

底部径

H20試掘 縄文 ロ縁部径 外面黒褐 {10YR3/ll 焼成不良

コ縁部四52 151 療鉢 器高（2.9cm) 内面にぷい黄褐（10YR5/3) 胎土白色砂粒含む 口 1/10以下
。晩期下野式

底部径

H20試掘 縄文 口縁部径 外面にぷい黄褐（10YR5/3} 焼成不良

！日野世 ミ舎痕内文面ナロ縁デ波。晩状期に下突野起式し 直線的｜| 52 157 深鉢 器高（42咽） 内面掲灰 (10YR4/l} 胎土白色砂粒含む 1/10以下

底部径

H20試掘 縄文 口縁部径 外面禍灰 (10YR4/l} 焼成不良
。晩｜52 15" 深鉢 器高（28咽） 内面 l火黄褐（10YR6/2) 胎土白色砂粒含む 1/10以下

底鮒室ト

H20春完掘 縄文 口縁部骨 外由黒褐（10YR3/l) 焼成不良

。晩期｜52 154 深鉢 器高（日 60•) 内而にぷい黄褐（10YR5/3) 胎士白色砂粒含む 1/1日以下

底調3怨

H20試椀 縄文 円縁部径〔19.8cm) 外面黒褐 (JOYR3/l) 焼成不良 i悼状とはョ縁や内端部沈部面回線会精まと製hよガるア融キ制区浅を国鉢施と九文。す：。 ~ 山化- 」豚52 15.5 浅鉢 器商（65咽） 内面にぶい黄褐 {10YR5/3) 胎土白色砂粒含む して捌
1/10以下

晩期中屋 底献をー

H20試掘 縄文 口縁部径 外面灰黄褐（10YR6/2) 焼成良好

52 156 器種不明 器高（2.6crn) 内面にぷい黄櫨（10YR7/2) 胎土白色砂粒含む 休部。外面沈親による文様帯が若干遣存。内面ナデ。 1/10以下

底部径

H＇°試掘 縄文 口縁部径 外面黒褐（10YR3/l) 焼成不良

.5' 157 深鉢 器高（0.8咽） 内面にぶい黄褐（10YR5/3) 胎士白色砂粒含む 低部のみ。平底で器壁が薄い。 l/10以下

底部径6.0cn

2区 縄文 口縁部径 外面褐灰（7.5YR5/l) 焼成良好

'ー 159 gく2 浮鉢 器高（3.9叩） 内面掲げ町田／4) 胎土砂粒雲母合む 外面条痕文、内面ナデロ 1/10以下

底部径

2区 縄文 口縁部径 外面褐灰（5YR5/l) 焼成良好

53 160 5K2 鉢 器高（3.2叩） 内面掲灰（OYRO/l) 胎土砂粒雲母含む 外面縄文三叉文ワ、内面ナデ。 1/10以下

底部径

2区 縄文 口縁喜II径 外面にぷい相（7.5YR5/3〕 焼成良好

57 161 5K2 鉢 器高（ 1.3c皿） 内面にぷい褐（7.5YR5/3) 胎土砂粒雲母含む 外面縄文、内面ナデD 1/1日以下

底部径

2区 磁器（妬器） 日産量部径8.2cm 外面灰白（2.5GY8/l) 焼成良好

'ー 16' SK13 碗 器高5.9岨 内面灰白（2.5GYS/l) ミrl'l'.< ）、界線3条（高台 ほぽ完形

底部径S.lcm

2区 須恵器 口縁部径 外面青tJ.C(5BG5/l) 焼成良好

53 163 SK24 杯B 棒高（ 1.6cm) 内面青灰（5BG5/l) 胎土殿化鉄含む 内外面底面回転ナデ。 1/10以下

底部径（11.0o•)

2区 土岬器 口縁部径 外面灰白（lOYRS／記） 焼成良好

53 IM SK7R 不明 帯高（2.7cm) 内面桟黄櫨（lOYR日川〕 胎土砂粒含む 内外面ハケメ。 1/1日以下

底部径

2区 須王宮訴 口縁部径 外面灰（5Y5/l) 焼成良好

57 165 SK18 相くA 措高（2.0c亜） 内面灰（5Y6/l) 胎土砂粒含む 内外面回転ナデ、！正面ナデ。 底部ν4

底部径（10.b)

2区 縄文 口縁部径 外面にぷい掲げ.5YR6/3) 焼成良好

53 167 SDll 深鉢 器高（5.2c皿） 内面褐灰（7.5YR5/l〕 胎土砂粒含む 目~；：＇.＇＇＇＇ 内 1/10以下
底部径

2区 縄文 口縁部径 外面にぷい惜（7.SYR日／3) 焼成良好

53 168 SDll 深鉢 器商（5.1叫） 内面黒褐（7.5YR3/1) 胎土砂粒雲母含む 外出条寵文、内面ナデロ 1/10以下

底部径

2区 縄文 口縁部径 外面掲灰（5YR6/l} 伊4見交良好

広｝ 169 SDll 深鉢 器商（66岨） 内面掛灰（5YR6/l} 給土砂粒含む 外面条痕文、内面ナデ。 1/10以下

底部径

2区 須芳梼 口縁部径 外面緑灰（75GY) 焼成良好

53 170 SDll 杯A 器高（!31皿） 内面緑灰（75GY) 胎土砂粒含む 内外面阿転ナデ、底面へヲ切り樟ナデ。 1/10以下

底部怪（90咽）

2区 須互害訴 円縁部在（14.0o皿） 外面育灰（5PB5/l) 焼成良好

53 172 SDll 本 B 器高34叩 内面青灰（5PB5/J) 胎土砂粒古む 内外面凶転ナデ、底面へラ切り。 1/4以下

底部怪（日日，.，

2区 須司＂号 円縁音降量一 外面緑灰（75GY6/l) 焼成良好

53 171 SDll 杯B 器高（24咽） 内面縁灰（7.5GY6/1) 胎土砂粒ー酸化鉄含む 内外面凶転ナデ底面回転ナデロ 底部1/5

底部梧（80m)

2区 須司揖号 口縁者3径 外面暗静灰（7 5GY4/J) 焼成良好

53 17 SDll 杯B 器高（日目叩） 内面緑灰（7.5GY5/1) 胎士砂粒含む 内外面底面回転ナデ。 底部1/10

底部惇（日 .7cm)

2区 須百同署 口縁舎昨受ー 外両背灰（5BG6/1) 焼成良好

53 174 SDll 柄 B 器高（ 1 l叩） 内面青灰（5BG6/l) 胎寸：砂粒含む 内外面白転ナデ底面回転ヘラ切り。 底部1/10

属部笹｛9.3cm)

2区 須恵器 口綾部律 外面青灰（5BG6/l) 焼成良好

53 175 SDll 鉢 器高（5.5o•) 内面青灰（5BG6/l) 胎土砂粒含む 内外面回転ナデ、外市ユピ押さえ。 底部1/10

底部径（12.6o皿）

2区 珠洲 口縁部径（18 日岨） 外面灰（N6/0) 焼成良好

53 176 SDll 5量 器高（42岨） 内面灰（N6/0) 飴土砂粒含む 内外面回転ナデ。 口融部1/5

底部径

2医 珠測 円縁部径（31.3叫） 外面続灰（75GY6/1〕 焼成良妊

53 177 SDll 査 器高（4.2咽） 内面縁灰（7 5GY6/I) 胎土砂粒含む 内外面凶転ナデ。 口縁部1/10

底部径一

2区 珠洲 口縁部径 外而青灰（5BG6/l) 焼成良好

53 178 SDll 査 器高（5.2四） 内面青灰（5BG6/l) 胎土砂粒含む 内外面回転ナデ、底両ナデロ 底部1/10

陸部径（64叩）

2区 朝長洲 口縁部怪（31.Co•l 外面鼠灰（10G5/l) 焼成良好

54 179 SOil 受 器高（54明） 内面耗灰（10G5/l) 胎土砂粒酸化鉄含む 外面タグキナデ、内面ナデロ 口縁部1/20

良部径

2区 珠洲 口縁部径（230c•l 外面灰（N6/0} 焼成良好

54 180 SDll 信鉢 器高（8.3叩） 内面灰（N6/0) 胎土砂粒含む 内外面回転ナデ、内面おろし目。 口縁部1/10

低部径

2区 珠洲 口 i陸部径（2800•) 外面青灰（5BG) 焼成良好

54 181 SDll 鉢 器商（60岨） 内面青灰（5BG) 胎土砂粒含む 内外雨回転ナデq 口韓都1/10

底部径

2区 球測 口縁部径（16.8咽） 外面青灰（5BG5/l) 焼成良好

54 182 SDll 片口鉢 器高（61岨） 内面紫！史（5RP6/l) 内外面回転ナデ、ナデ。 口縁部1/20

底部径

2区 珠洲 口縁部径（37.4口＂＇ 外面明オリーブ灰（2.5GY7/l) 焼成良好

54 183 SDll 指鉢 器i曹，（自，4咽） 外面明オリーブ民（2.5GY7/l) 内外面回転す・デロ口綾部にスス痕有ロ 口縁部1/20

底部径

2区 珠洲 口縁部径 外面青灰（5PB6/l〕 焼成良好

54 184 SD11 指鉢 器高（5.0c皿） 内面青灰（5PB5/l) 胎ェ.粒含む 内外面回転寸デ、底面静止糸切り。 底部1/10

底部径（125四）

2区 珠訪H 口縁部径 外面灰（N5/} 焼成良好

54 18C SDll 揺鉢 器高（55om) 内面灰（N4/} 外面平行タタキ、ナデ。内面ナデロ底面未調整。 底部1/5

底部怪（152白血）
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図面番号 N。 出土遺構 器種 [ ）肉 l大孟復きさ元a残存 色嗣 焼成胎士 器形成僻文樟間整の特徴 残存率

2区 土製品 最大畏4.5叩 外面灰黄禍（！OYRS/2) 焼成良好

54 18' SDll 土鍾 最大幅4.4明 胎土砂粒含む 外面ナデ、穿孔。 ほぼ完形9/10

穿孔径12咽

2区 縄文 口縁部径 外面褐灰（5YR6/1) 焼成良好

54 187 SD43 深鉢 器高（45c•l 内面褐灰（5YR6/l) 胎土砂粒含む 口縁端部にヘラ状刻み。内面ナデロ 口縁部1/10

底部径

2区 瀬戸 口縁部径 (13.lc皿） 外面にぶい黄（25Y6/3) 焼成良好
口縁部～底部

54 188 S[48 血 器高3 自，. 内面にぷい黄（25Y6/3) 内外面回転ナデ底面回転ヘラ切り口

底部径4.4cm

2区 越中瀬戸 口縁部径（118c•l 外面暗灰黄 (2.SYS/2) 蝿成良好
口縁部1/～3底部54 18' SD48 皿 器高3.0"' 内面灰黄（2.5Y6/2) 胎土砂粒含む 内外面回転ナデ外面鉄軸。底面回転糸切り。

底部径（4.1叩）

2区 越中瀬戸 口縁部径 外面暗灰黄（2.5Y5/2) 焼成良好

54 19。 5051 匪鉢 器高（3 ,,., 内面暗灰黄（2.5Y5/2) 胎土砂粒含む 内外面回転ナデ鉄軸。底面回転来切り。 底郡1/5

底部径（9.7cm)

2区 瀬戸美講 口縁部径 外面明黄褐（2.町6/6) 焼成良好

54 191 SD107 血 器高（3.2c皿） 内面明黄褐(2.町6/6) 胎土白色砂粒含む 外面回転ナデ、底面へラケズ丸内面砂目。灰軸。 底部1/3

底部径；9.4c皿

2区 額戸美揖 口縁部径 外面灰白（！OYR7/l) 焼成良好

54 192 50107 磁 器商（3.6叩） 内面灰白（！OYR7/l) 内外面底面ともに灰軸。 底部1/3

底部径47叩

2区 信楽り ロ縁部径（11 1岨） 外面暗灰黄（2.5Y5/2} 焼成良好

54 193 SD107 碗 器高4.5cm 内面暗灰黄（2.町5/2) 胎土白色砂粒含む 外面回転〈ラケズリ、内外面ともに軸。
口縁部～底部
1/3 

底部径（5.Jc皿）

2区 須恵器 口縁部在 外面緑灰（7.5GY6/l) 焼成良好

54 194 包貧層 杯B 器高（27c皿） 内面最灰（7.5GY6/l) 胎土酸化鉄含む 内外面回転ナデ、底面回転ケズリ後に回転ナデロ 底部1/5

底部怪（！03o皿）

2区 瀬戸美濃 口縁部怪（J0.9co} 外面灰白（SY日／！） 焼成良好

｜吋f梅文」に印粗判い、 d p四55 195 SD57 碗 器高5.7cm 内面灰白（SY日／！）
青灰（584/1 ）。

口縁部1/4

底部径5.0四

2区 唐津 口縁部径 外面灰黄褐（！OYRS/2) 焼成良好

｜何函回転回転ナ向デロ胸胎日染付灰回' 55 19' SD57 碗 器高（3.3c皿） 内面にぶい黄褐（！OYR4/3) 胎土白色砂粒含む

底部径（5.5c皿）

2区 陶器 口縁部径戸 外面灰白（］OYR7/1) 焼成良好

5.5 19げ SD57 椀 器高（2.7c皿） 内面黒褐 (10YR2/2) 胎土砂粒吉む 外面回転ケズり、軸。内面袖。底面回転ケズ日。 底部1/3

底部径5.50皿

2区 越中瀬戸 口縁部径ll.3cm 外面灰白 (JOYR7/l) 場成良好

5' 198 SD57 碗又は皿 器高2.4c岨 内面黒褐 (IOYR3/2) 内外面回転ナデ、鉄軸。 ほぽ完形9/10

底部径5.5咽

2区 信楽。 口縁部径 外面灰白 (IOY7/ll 焼成良好

55 194 R町7 碗 器高2.7岨 内面灰白 (lOY7/l} 内外面回転ナデ、灰軸。底面回転ナデロ 底部1/4

底部径3.lo皿

2区 肥前 口縁部径 外面＂＇白（5Y7/l〕 焼成良好

55 200 SD.17 香炉 器商（lb) 内面灰白（5Y7/l) 内外面軸。 細片のため不明

底部径

2区 肥前 ロ縁部径 外面灰白 (IOYRS/1} 焼成良好

se 201 SD57 瓶類 器高（3.0叩） 内面灰白（！OYRB/2) 胎土砂粒含む 外面軸、内面回転ナデ。 底部1/3

底部径（5.0,.)

2区 白磁 ロ縁部径 外面灰白 (10YR8/1} 焼成良好

55 2沿2 SD57 三足香炉 器高（2.2,.) 内面灰白 (10YR8/1) 内外面透明軸ロ脚付。 底部

底部径（6.80皿）

2区 イ音楽 口縁部筏（！0.60血） 外面灰白（10YR7/l) 焼成良好

se 203 SD57 皿 器高（2.2佃） 内面灰白（5Y7/l) 外面回転ナデ、回転ケズリロ
口縁部～底部
1/3 

底部径（4.3岨）

2区 越中瀬戸 口縁部任 外面褐灰（！OYR4/l} 焼成良好

55 2刀4 SD57 矯鉢 器高（45叩） 内面褐灰（10YR4/l) 胎土砂粒含む 外面回転ナデ、内面すり目 D 口縁部1/IQ

底部径（10.5岨）

2区 珠洲 口縁部径（38.6叩） 外面灰（NS/) 焼成良好

55 2氾5 5r,57 t雷鉢 器高（2自咽） 内面灰（NS/) 内外面回転ナデ口唇部技状文。 ロ縁部1/20

底部径

2区 肥前 口縁部径8.5叩 外面明緑灰（10GY8/l} 焼成良好

II~口悶rに口晴哨吋（5縁酬帥コ84ン都輔／エ1楕）ヤ。底ク印面判にに口よ口る年f鶴製j。と「松」、染付暢青灰56 210 5X3 碗 器高5.9岨 内面明緑灰（！OGY8/l} 完部

底部径5.35咽

2区 』巴前 口縁部佳（10.3咽） 外面明縁灰（7 5GY8/l) 焼成良好
。割

5E 211 5X3 碗 器高 (4.6四） 内面明緑灰（7.5GY8/l) ｜外れ耐目に黒悶漆付着l 王漆将J殺 口縁部1/4

底部佳

2区 唐津 口縁部径ー 外面にぶい黄 (2SY6/4) 焼防良好

56 212 5X3 碗 器商（2.4c皿） 内面にぶい黄（25Y6/4) 内外国底面回転ナデ。 底部1/3

底部径4.30皿

2区 越中瀬戸 口縁部径100咽 外面灰黄禍（！OYR6/2) 焼成良好

｜外切国り。回ス転ス痕ナデ有。 。底面回転糸｜
5' 213 5X3 凪 器高2.7岨 内面灰黄禍（10YR6/2) ほぽ完形9/10

底部径3.6咽

2区 肥前 口縁部径13.Scm 外面明緑E'((5GY7/l) 焼成良好 ｜外田」h印草刷文＇~ （草高花台文内：条染）付a 内育面灰見（5込B制1/1こ）コ～ノ
56 214 5'3 皿 器商4.0伺 内面明続医師GY7/1) ほぽ完形

底部径7.8cm ｜暗青灰（5問ι

2区 唐海 口縁部径 外面黒褐（7.5YR3/2) 焼成良好

55 215 5'3 大皿 器高（s.s,.J 内面にぶい黄（25Y6/3) ｜る王挽
V闘／

底部1/4

底部径6.1咽

2区 越中瀬戸 口 i縁部径5.7c皿 軸黒（7.5YR1.7/1) 焼成良好

50 216 SX3 水注 器高6.2咽 素地灰白（2.5Y3/l) 胎土砂粒含む 内外面ヘラケズリ飴紬、底面来切り。 由形

底部径4.2咽

2区 越中瀬戸 口縁部径8.1岨 外面黄灰（2町日／！） 焼成良好

｜回内外転面糸断切り回デ ヘ柵 …u 55 217 SX3 小査 器高44,. 内面黄灰（2町4/1) 胎土砂紘含む
口縁部～底部
4/5 

底部径3.2cm

2区 越中瀬戸 口縁部径 外面黄灰（2.5Y4/l} 焼成良好

56 218 SX3 匝鉢 器高（63c皿） 内面黄灰（2.5Y4/l} 胎土砂粒小腰含む 内外面回転ナデ、底面回転舟切り。 底部1/5

底部怪1 120皿

3区 縄文土器 口縁部径 外面灰褐（7.SYRS/2) 桂成やや不良

57 224 SD14 深鉢 器高（680皿） 内面にぶい掲げ 5YR6/3) 胎土やや粗 外面ヨコ条寵文、口縁部ナデロ内面ヨコナデu 1/10以下

底割径「 白色粒子石英中量含む

3区 縄文土器 口縁部径 外面にぷい撞（7.5YR6/4} 焼成良

57 225 SD14 深鉢 器高 (43咽） 内面にぷい黄櫨（10YR6/4} 胎ヱやや粗
口縁指圧症口外面全面的

1/10以下

底部径 白色桂子石英少量含む

3区 縄文 口縁部径（22.5om} 外面浅黄（2.5Y7/3} 焼成良

｜「「外畑2一面一蹴押一し拍内一）川I川l醐畑叶~I 57 22' SD14 深鉢 器高（2 7cm) 内面積黄（2.5Y7/3} 胎土やや粗 1/10以下

底部＂＇ 白色粒子少量

3区 須恵器 口融部径（！8.8cm) 外面灰（5Y6/l) 焼成やや不良

57 22' SD14 蓋 器高 (l.9cm) 内面灰（5Y6/l) 胎土やや租 内外面回転ナデ。口縁部は外面鋭い屈曲を持つ。 1/4以下

底部径 白色粒子砂粒少量含む

3区 須恵器 口緯部径(19.0cm} 外面灰白（N7/0) 焼成やや不良

｜重糊りがね付最面く叶上。外部面か。～T内K外4面6面口m天縁井4部8相併に行自臨然形稀烏ーかNか～るV。窯詰にカめえ57 22氾 SD14 蓋 器高（26咽） 内面灰白（N7/0) 給土密 1/6以下

下層 底部径 白色粒子少量含む

3区 須恵器 日韓部径（12.6c皿） 外面灰（2.5Y6/!} 焼成やや不良

｜一イコ面酎デ口縁部立ち上…切を持57 229 SD14 釜 器高 (I 7cm) 内面灰白 (2.5Y7/l) 胎土粗 1/6以下

底部径 白色粒子少量含む
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図面番号 ト。 出土遺構 器程
大きさ

色調 焼成胎土 器形成形文様調整の特徴 残存率
（）内は程元残存

3f' 須恵器 口縁部佳（12 自口m) 外岡灰白（N7/0) 焼成良

57 ''ー sr14 蓋 器高（1.1岨） 内而灰（N6/0) 胎土やや組 内外面回転ナデロ μ縁部内面に自然軸付着ロ 1/8 

下層 底部径 円色粒子少量含む

'" 須＂＂点号 口縁部径 外而灰黄（2.5Y7/2) 焼成不良

37 2'1 Sr.14 杯A 器品（Llcm} 内面浅黄（2 5Y7/3) 胎土やや粗 内外面回転ナデ底部回転へラ切り後来調整q 1/10以下

底部筏（8.0~rn)

3区 須ヨF轟 円是正部拝 11 Ocrn 外面灰白（2.5Y7/l) 生年比やや不良

17 "' ~014 杯A 器高40cm 内面灰田（2.5Y7/l) 胎土やや視 内を外外反面さ回せ転るナ。デ底。部鹿に部墨は痕へあラり切c り後、未調整ロ 口縁部 1/2 

底部筏5.R m 白色粒子少量含む

3'三 須恵器 口縁部径(12 Oom) 外面灰（NO/O) 焼tまやや不良

57 '" SDl1 初二B 器高（4.3叩） 内面灰白（5Y7/l) 胎土粗 内外面回転ナテロ貼り付け高台。 1/6 

庇部怪（7.8cm) 砂粒白色粒子少量含む

'" 須恵器 口縁部怪（15.7om) 外面灰（N4/0) 焼；／＆良

77 234 SD11 杯 器高（4.0~） 内面灰（N6/0) 胎土やや粗 内外面回転ナデロヤキムラありD 1/1日以下

底部符 白色粒子少量含む

3区 土蜘器 日縁商事 外面にふい黄艦廿日市町2) 焼成良

17内8外YR面5／附6）処理デ。57 235 SD14 施久 器高（160.) 内面にふい黄艦（10YR7/2) 胎士舘 1/1日以下

廃部径（3.8o~） 出色粒十微量

30. 土師器 口縁部径 外国灰黄（2.5Y7/2) 焼成良

57 230 5014 椀A 器高（L4un 内面黄灰（2.町5/1) 脇ム密 内外面ヨコナデ、 J正部回転糸切りむ底部糸切り粗い。 1/日以下

底部径3.9cm 白色粒子少量

3民 黒色土器 口縁部径 外面にぶい檀（5YR7/4) 焼成やや不良

体面L ナ貼デりす内け面高ナ台デ回57 230 SD11 椀か 器高（L8rn) 内面黒褐（5YR2/l) 胎土粗白色粒チ＂＇呈 1/10 

底部径6.6cm 石英少量

8区 土師器 口縁部径14.9cm 外面灰黄褐（10YR6/2) 焼或良

57 237 Wl1 備 器高（3.9叩） 内面灰黄褐（10YR6/2) 胎土粗 内外面回転ナデロ 1/10 

底部径 白色粒子少量

3CC 土師器 口縁部径13.7cm 外面 lこぶい黄檀（10YR7/4) 既成やや不良

｜あ内り外a面由州底部匹制 底部スつー57 239 SD14 拶弘久 器高3.6冊 内面にぷい黄檀（10YR7/4) 胎土粗 1/4 

底部桂4.7cm 白色粒子少量

3区 土師器 口縁部経14.8cm 外面主主貫置｛7.5Y日／4) 焼成良

57 2准O 釘コ14 杯A 密高4.lcm 内面浅黄檀｛7.5Y8/4) 胎土粗
札I 。焼成時ヤキムラ

2/3 

底部径5.8cm 白色粒子少量含む

3区 土師密 U縁部笹（15.0cm) 外面灰責（2.5Y6/2) 均＇＂＂良
57 2'1 証｝14 杯 器高｛4.3cm) 内両灰黄（2.5Y6/2) 胎土やや粗

本商岡骸十デ，，＿， 上＂ 1/6以下

底部径 白色粒子少量含む

3区 土師器 口縁部径13.9cm 外面灰黄禍（10YR6/2) 焼成良

57 m SD14 擁 器高（42岨） 内面灰黄（2.5Y6/2) 胎十粗 内外面回転7 デ。回転台土師器、高官引くか。 1/8以ド

底部佳 白色粒子少量

3区 土師器 口 j陸部径15.5c皿 外面説黄櫨（lOYRS/3) 修J或良

57 2'3 SD14 樋 器高5.3叫 内出浅黄控（10YR8/3) 胎土粗白色粒子少量 内外面回転十デ、底部阿転糸切札柱状高台。 2/3 

底部径5.2cm j毎綿骨針微量

3区 須恵器 頭部径15 2cm 外商灰（N6/0) 焼成良 1£.一キあり面酢問目＠口時内縁…面口縁部げ一回転ナユ4ピデ付一一、体部エ噌抗残航…同心＆刊円体帥状部の平斬当7行子て具痕
57 244 SD14 大発 器高（13.0咽） 内両 EdN6/0) 胎土密白色粒子世量 ν10以下

底部径

3区 土師器 日縁部径 外面にぶい黄樫（！OYR7/3) 先手＇＂之良

57 245 SD14 警 器高（25叩） 内申にぶい黄桂（lOYR6/3) 胎士清白色砂粒少量 外面回転ナデ、内面回転十デ。外面墨痕あり。 1/10以ト

墨書土器 底部径

3区 土師器 口緑町径 外由にぷい黄撞（10YR7/2) 焼成良

57 246 SD14 発 器高（3.0佃） 内自にぶい黄桂（10YR7/2) 胎土持白色粒了少量 外面へラ削り、内面ヨコカキメ。外面墨痕あり。 1/10以下

墨書土器 底部径 右翼少量

3区 土師器 口縁部径 外面にぶい黄撞（10YR7/3) 焼成良

I~＂＇~ラ削り！ 。外面墨痕あ｜
57 247 SD14 墾 器高（3.4佃） 内面にぷい黄撞（10YR7/3) 始士密 1/10以下

墨書上器 底部径 白色粒了少量

3区 土師器 口縁部佳 外面主主黄佳(JOYRS/3) 焼成良

57 248 SD14 議 器高（6.3o且） 内面にぷい黄僅（lOYR7/3} 胎士やや粗 内外面ヨコナデU 外面部分的にヌス付着。 1/10以F

底部径 白色粒子石英少量

3区 土師器 口綾部径 内面浅黄撞（！OYR8/3) 燐成良

17 249 SD14 受＂盈類 器高（29cs) 内面にぶい黄櫨 (10YR7/3) 胎士粗白色粒子少量 内外面回転ナデ、回転ヘラケズリ。 1/8 

底部梓50cm 黒色砂粧少量

3区 十郎器 刊紙部筏 外面談栂（5YR8/4) 焼成やや不良
底部中央穿

57 250 SD14 号籍 器高（33咽） 内面にぶい黄櫨（JOYR7/3) 胎士やや粗 1/10以下

庭部樫7 Ocm 石英海面骨量｜少量

3区 青磁 円縁部経（16.0cm) 外国灰白〔2.5Y7/1) 焼成良

｜じ一を系施畑叩青し」磁、回臨椀空転1日一部3，に類櫛か目ロ1を価2埋世紀める後a半太57 251 SD11 椀 器高（4lo皿） 内面灰白（2.5Y7/1) 胎士やや粗 屋鳥議 1/10以下

底部符

3区 土帥器 円縁部経8.3cm 外面説黄檀（7.5YR8/4) 焼成良

57 252 SD14 皿 器高2.2c 『 内面浅黄檀〔7.5YR8/4) 白色粒子石英少量 内外面回転ナデ、鹿部回転糸切口中央盛りありc 1/3 

底部径3.4cm

3CC 土師器 口緑都窪7 5cm 外国揖黄桂（7.5YR8/4) 焼成良

57 25訪 ~Dl1 皿 器高（2.1明） 内面設黄桂（7.5YR8/4) 船土密 内外面回転ナデロ怖に近く仏器様か 1/6 

底部径 必色粒チ少最

3CC 土師器 口縁部笹9.0cm 外国灰黄挫（7.5YR8/4) 慎成やや不良

57 254 SD11 Jlll 器高（2.3叩） 内面灰黄桂（7.5YR8/4) 品、土やや粗 内外面回転ナデ、底部回転来切りq 1/4 

底部径（3.8os) 白色粒子少量

3区 土j師器 日露都桂10.3cm 外面挟黄（2.5Y8/3) 既成やや不良

57 255 日Dl4 皿1 器高（24叩） 内面灰黄櫨（7町田／4) 品、上密 内外面回転ナデ、底部ナデ 1/8 

中世土師器 庇部佳（6.2osl

3b企 土製品 長さ；.ocm 外面灰円（!OYRB/2) 焼成良

58 260 SD14 土鐙 tli! 52cm 胎土やや粗 重量 132g 外面ナデ、器面に凹凸あ旬。 完形

孔径16rrn 向色粒子石英少量

3区 線洲 円縁部唯 外面灰（N日／ 1) 焼成良

58 261 SP13 童 器高｛44m) 内面灰（N6/1) 胎土白色粒子少量含む 内外面回転ナデロ 1/10以下

底部径

3区 須恵器 口縁部径 外面灰（7.町6/1) 慎成不良

5~ 262 SP以） 査瓶 器高（14m) 内面灰白（10Y8/I) 胎土密白色粒チ少量 内外面回転ナデ。貼り付け高台っ 不明

底部径日目om

'"' 須恵器 口縁部径122cm 外面灰白（2.5Y8/1) 焼成不良

57 2C3 SP61 杯 器高（2.4cw) 内面灰白（2.5Y8/1) 胎土やや粗白色粒子少 内外面回転ナデ。 1/1日以下

底部世

2区 越中噛Fーl 口縁部佳日日開 外面掲灰（7.5YR4/1) 焼成良

5C 264 SK7 小壷 器高5.0叩 内面灰褐（5YR5/2) I台上やや粗砂桂含む 内外面回転ナデ、外面鉄軸施糊D 1/10以下

底部経

3区 土製品 者骨閣4.9岨 外面灰白（2 5Y8/2) 焼成良

5o 26.' SK27 土鍾（転用） 最大在3.7cm 内面説黄櫨{lOYR8/1) 胎土組白色粒子砂粒 高杯脚部を転用。外面ナデ、内面円形事孔u ほぽ完形

孔在1.7cm 少量

3区 土師器 口縁部11\ 外国懐黄（2.5Y自／3) 焼成やや不良

5> 266 Sf:18 現 場高（2.8岨） 内面 Ix白（2.5YR8/2) 胎十密砂粒海綿骨量十 外面ヨコサデ。内面ヨコハケ（11～ 12条I単位）ナデ。 1/10以ト

少量

3区 土師場 口縁部＂＇ 外面 11' 白（2.5Y7/2) 焼成やや不良
l条単位） 。外面

5f 267 SD18 褒 器高（2.0cm) 内由！火白（2.5Y自／2) 胎士密砂粒、海綿骨針 1/10以「

少量

3区 須恵器 口縁部径 外由｝火（5Y6/l) 焼成やや不良

5f 268 SD21 柄、A 器両 0.1cm) 内由 J'k.(5Y6/l) 胎土やや祖 内外面回転ナデ底部回転へラ切り佳未調整。 1/8以ド

底部全部6.€cm) 白色粒子少量含む
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圏直番号 Mロ 出土遺暢 器酒

3区 縄文土縫

58 2泌＠ 鑓＇＂ 深鉢

3区 須恵糧

58 2げO 5021 大型民

3区 土踊瞳

58 271 SD36 鉢

3区 越中瀬戸

58 272 SD6 皿

3区 土師署

58 273 SD6 健

S区 土師暁

58 274 SDｫi 皿

中世土商高峰

3区 須恵器

SB 27S 包含眉 蓋

S区 唐事告

58 276 包含層 皿

3区 肥前陶磁

58 211 包含層 皿

俳土

3区 竃惨

58 218 SD33 皿

3区 唐樟

58 279 包含緬 椀

申木ff飾石II晶観寮褒

図面番号 N。 出土遺得 畠緬

1区 右犠

48 77 sn204 無差

1区 石隊

48 18 SC904 

1区 打製石斧

48 79 50204 援形

1区 極右

金昌 80 SD2M 

1区 砥右

4" Bl NR! 

1区 石鍛

50 105 SD214 無差

1区 磁石

関 107 SP1119 

1区 | 鉄製品
51 I 124 l地山宜上

図面番号 No. 出土章構 器種

1区 木製品

50 104 SD21日 連歯下駄

2区 木製品

53 1騎 51凹2 木片

2区 濁曙

55 206 sns1 儲

2区 穣密

'" 
2刊目7 SD57 健

2区 様器

55 208 5057 皿

2区 木製品

55 205 SD57 下駄

2区 漆器

部 219 sχ3 鏑

2区 擦器

" 
220 SJ<> 椀

2区 擦器

55 221 5X3 皿

2区 涼器

弱 222 5X3 皿

2区 木製品

56 223 5X3 下駄

3区 木製品

'" "" SD14 棒状木製品

S区 木製品

58 257 SIJ14 棒状木製品

3区 木製品

弱 258 Sl"ll4 訴状木製品

3区 木製品

関 "" 包含居 板状木製品

｛｝肉は大復きさ元残存
ロ綾部径一

器高（54m)

口緑豊事径

署高（65伺）

底部径一

口縁部径

＂高（34咽）

底部径（9.2cm)

ロ縁部復ト

器商（2.4凶

高台径（SO皿｝

ロ縁部笹16.0em

器高（45mi)

高台径一

日縁部径（＆釦皿）

器高（l.6m)

底部佳

ロ縁部毎ト

器商〔2.9m)

底古市径

日縁筋骨

器商（1.7四）

底部唱4ゐm

口縁部径Eー

畢高（2.5咽）

底部径（6.＆同

ロ縁部鍾ト

器商(17咽｝

高台径5.0cm

口縁部径一

器高(25岨）

底部径46~

大きさ
｛）肉は橿元・県存

最大長3.45CBI

器厚：osscn

最大信21咽

最大畏（3.7咽）

S器厚：os四

量大幅（1.6咽〕

最大畏（16.6阻）

器厚2.8"個

最大幅7鋪個

最大畏7.4m

器厚2.1咽

最大値49咽

最大喪（6.2四）

様厚＂四

量大幅3.0姐

最大侵（2.95m)

.. 厚03~

最大幅20但

最大長(8.9咽）

器厚2.2咽

最大幅3.7四

（｝肉は大復きさ元残存
憂さ142咽

信79cn

厚さz Bru皿

長さ＇＂＇咽
帽23rm

厚さ16cm

底径58cm

器商（39咽）

ロ揖剖径(12.2岨）

島高（57咽｝

底部径一
口語部径(10.4咽）

揖高35伺

底部径（SOr.o)

最大量（119咽｝

器厚3.4咽

最大幅70α皿

口跡部笹（11 1岨｝

器高(4.6四）

底部径

口縁郎径

曇高（3.9o曲〉

底部径一

日縁部缶

器高（2.6咽｝

底部径一

口i陸部径（11.2咽｝

器商（3.0四）

底部径

最大長21師団

器厚20～25姐

最大幅75m

憂さ29.7四

帽20om

厚さ13cm

長さ（26.9cm)

幅l 5rm 

厚さl lcm 

長さ（16.0cm)

幅（O.Bcm)

庫さ04，回

憂さ（4.2cm)

幅｛26cn)

厚さ0.4cm

色網

外面積黄撞(lOYJ祖／3)

内面浅黄櫨(10YR8/3)

外面灰白（N7/0)

内面灰白（N7/0)

外面灰白 (lOY田／2)

内面鳳褐（1町田／！）

外面にぷい笹（町R7/3)

内面にぷい置（5YR7/3)

外面にぶい黄橿oo四7/4)

内面温黄（2.5Y7/3)

外面にぷい檀（町田／4)

内面にぶい橿（町R6/4)

外面灰白（N7/0)

内面灰白（町7/1)

外面灰白｛町7/1)

内面灰白（5Y7/l)

外面灰（N6/0)

内面灰(N6/0)

外面灰白（5Y8/1)

内面灰白 (SYB/l)

外商談黄色，yS/3)

内面積黄（5Y8/3)

色鵬

外面灰白 (IOY悶／2)

外面禍灰（1日YR4/l)

外面掲灰（10YR6/l)

外面灰（！OY6/l)

外面にぷい黄檀（lOYR7/2)

外面褐灰（！OYR4/l)

外面灰白（5Y6/l)

色銅

色調

焼成・8台主

焼成良

胎土密白色粒子砂粒

少量

焼成良

胎土やや粗

白色粒子・砂粒少量含む

機成良

胎土やや粗

白色雅子少量量含む

機晴良

飴土粗白色粒子少量

焼成良

胎土粗白色粒子徹量

焼成良

胎土担

白色継子多量含む

焼成やや不良

胎土やや組

自色粒子少量含む

焼成良

胎土密

焼成良

胎土やや粗

白色組子・砂粒少量含む

燐成良

胎土密

錐成良

胎土やや担砂蛇少量含

石材

石材ノルト岩

石材買岩

石材安山岩

石刻砂岩

石材砥ば岩

右材頁岩

石材砂岩

材質

材質銃製（鉄含む〉

材質鉄製

材質

材質木製

材質木製

材質木製

材質木製

材質木製

材質木製

材質木製

材質木袈

材質木製

材質木製

材質木製

初質

木取板目

材質

木取

材質

木取芯木

材質

木取芯木

器帯成都・文様・聞聾の特徴

外ヨコ面ナヨデコ．ナ口デ唇、郁ロ縁ヘ部ヲ刻沈み線目2粂か．｛先場櫛状工具） 内面

内外面回転ナデ、格子タタキメの工具様のアタリあり．

内は外全体商ナ的デに鳳ー底褐部色ヘ．ラ切り治、全体に被熱を受け内面

内荷外台．面回転ナデ．外面鉄織し底錦館胎．底.. 削り出し

内外面回転ナデ．

内外面ヨコナデー口縁部厚〈タール付着白

内外面回転ナデー器厚厚い，

内函外館線商利回転(5ナG4!デl、削暗り織出灰し色商）台撞方軸、高銘台の目底敏部は信ぎ胎．．内

判る内．外に体よ面銀る透♂文宇明宙｛微文iごか不も治明草喝〉花を．文見配が込し入み内るの面泊中、側心伊面に万には重草コ油花ン、ニ文ャがタ入印

台内外＂拍面．回内転面ナ閣デのー削回輸り出はしぎ高．台．内外扇灰渦施輸、高

内台外底面部の回転み露ナ胎デ。ー 貼り付け商高台，全面灰軸施軸、高

審理昼・属都文様・欄壷の特徴

先端まで剥離．監さ＇·＂』

下部欠損，重さ2.4晶

基お部び欠潰損れ有．両、四片面面のに敵み打表有面を刃研郁趨．ま使用により丸みを

砥面は4面固重さ94.0g,

砥面はE面．重さ7.5g,

先品端の可部能大性鍋皐九重さ 1.1島個辺部の作りとみが粗〈、未成

砥置は4面ー重さ10.2晶

.. 構成形・文繍筒益の特徹

「策」の文字a

先箱郁一部欠損，工具の可飽位有．

畢静・成形文栂闇聾の特衝

平歯XO.の面8聞剛四に丸．赤畏下彩方商形に赤部の（分1台，；的4附／に6穴赤｝．0穣·~赤XS；＇可圏：4/、8後｝穴前刃歯8とm後

棒形状を呈す．

内外面罵龍

内外商属穣．

外商黒機、内面赤濃園

平面細長形状の台、前歯が三角形杭，前穴13個X1.0 
団。

内外面轟棒、中央部に赤穣赤(lOR4/8）の文棟。

外面黒譲、内面赤擦a

内外面黒眠

内外扇黒波、外面部分的に赤糠．

歯平側面、胴部15丸欠om畏損：方2前形7穴cのml台5後咽前歯X歯穴1ー＼後個，，歯、岨後のX2穴差~込＇~穴，；m有・畏XO.方後g形穴＜m左{. 前

上学郁にえぐりあり．

先場郁をゆるやかに尖らせるE

桓状に平坦面、先端部ほ切り断ち隅は欠け。

榎状に平塩面、側面も面取り晶玉される，
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.. 存寧

1/10以下

1/10以下

1/10以下

1/8 

1/8以下

1/8以下

ν6以下

1/3 

1/8以下

1/6 

1/6 

強存率

ほぽ完形9/10

ほぽ完形9/10

ほぽ完形9/10

一部欠損

端部欠損

閉ま完形2/5

端郁欠損

残存率

ほ，完!l'A/5

部欠損9/10

望書存率



西木遣遺跡出土遺物観察表

図面脅号 M。 出土遺構 器祖 ( ）肉I大ま復きさ完・残存 色調 焼成胎企 器形成形回文様ー掴盤の特徴 残存率

区画整理 須恵密 ロ縁部径168皿 外面灰（N6/0) 焼成良

59 280 祖国5 司昆 韓両（17岨） 内面灰（N6/0) 胎土密 外面回転ナデ、内面回転ナデ．全体的にヤキムラあり． 1/6 

下層 白色粒子少量含む

区画整理 須恵器 ロ縁部を，＿ 外面灰加6/0) 焼成やや不良

59 281 SD65 杯A 器高（1.2咽） 内面灰（N6/0) 胎土粗 外担面い，回内転面ナ回デ転、底ナデ部。回転へラ切仇ヘラ切切失敗、調整 1/8以下

底榔径5.6om 白色粒子砂種適量含む

区商整理 須恵器 口綾部径一 外面灰賛（2.5Y7/2) 焼成やや不良
59 '"' 釘)6出 旅A 器商（1.3個） 内面浅黄（2町7/3) 胎土密

外面回転ナデ、底部回転へラ切り、内面回転ナデ。生
1/10以下

焼け
底部径70岨 白色粒子少量含む

区画整理 須恵器 口縁郁程 外面灰白（N7/0) 焼成良

59 283 506陪 旅A 器高（1.5哩） 内面灰白仰7/0) 胎ニヒ禽 外面回転ナデ、底部圃転ヘラ切り，内面回転ナヂ。 1/8以下

上層 底部径（7.5cm) 白色粒子少量含む

区画整理 須恵器 頭部径一 外面灰自制7/0) 焼成良

59 '" SD65 本京＂ 器高（1.7四） 内面灰白〔N7/0) 胎土禽
外面、回転ナデ、底部回転へラ切り、中央盛りあり。内

1/6 
面回転ナデ．

上層 底郎径8.5岨 白色粒子少量含む

区画整理 須恵器 頭部径一 外面灰（'6/0) 焼成良

59 285 SD65 鉢か ＂＇高（4.2~） 内面灰白（N7/0) 胎土やや粗 内外面回転ナデ。口縁部直上le立ちあがる， 1/10以下

上層 底部径一 白色粒子砂粒多量含む

区画整理 中世土師器 臼綾部径7.5cm 外宙論貧鐙（7.町RB/3) 焼成良

59 286 由郎 皿 器高13回n 内面浅黄俊（7.5Y田／3) 胎土密 外ピオ面サヨコエナー1デ段、ナ底デ榔ナデ・ユピオサヱa 内面ヨコナデ、ユ 1/2.以下

底部径3.0皿 徹砂粧微量含む

区画整理 中世土j蹄器 日縁郁径8.0cm 外面にぷい黄櫨（lOYR7/4) 焼成良

59 287 SD55 皿 器商（1.4岨） 内面に晶噴橿（lO叩7/4) 胎土密
外面ヨコナデ。内面ヨコナデー内外面タール部分的に付

1/8以下
着．

灯明凪 底部径一 白色粒子微量含む

区画整理 中世土師器 ロ縁部径12.0cm 外商浅黄控（7.5YR8/3) 焼成良

59 28R SD61i 皿 器高（2.4個） 内面識黄檀（7.5YRB/4) 胎土禽 外つ面まみ白あナげデ。、内面目ナデ、内外面摩耗口縁部上方 1/10以下

上層 底部径一 白色粒子微量含む

区画整理 脊磁 日縁部径一 外面オリーブ灰白GY6/l) 焼成良

59 289 SD65 機 器商（2.0岨｝ 内面オリーブ灰（5GY6/l) 胎土密 年外商纏施泉徹黛、系蓮青弁磁文，j輔（鏑加なし類）．、内面青磁出抽．太宰府信 1/10以下

下層 底部径（4.3o皿）

区画整理 瓦器 口縁部骨 外面灰貧（2.5Y7/2) 焼成良

59 290 SD65 鉢 器高（9.5咽） 内面黄灰（2.5Y5/l) 胎士密
奈良火鉢の洩鉢または課札口i縁部は直立、外面の加

1/10以下
飾は確認できず

上層 底部径一 白色桂子少量

区画整理 珠測 日緑郊径2?.0団 外面灰（N6 0) 焼成良

59 291 SD65 揺り鉢 器高（4.3個） 内面灰（N6／日） 胎土密 内外面ロクロナデ。日層部ナデ， 1/1日以下

下層 底部径一 白色粒子・微砂粒少量含む

区画整理 事東側 司縁郎径21.0cm 外面灰（N5/0) 随時注良

59 292 回白 片口鉢 器高（6.1岨） 内面灰（N5/0) 始土密 内外面ロクロナデ、片ロ郁ナデB 1/8以下

底部径一 白色粒子・徽砂粒少量止含む

区画整理 線測 口縁部径28.Bm 外面灰（N5／日） 焼成良

59 293 Sfl6.'i 片口鉢 器高（61佃） 内面灰（N6/l) 胎土密 内外面ロタロナデー ν8以下

下層 底書事径4.7岨 白色粒子少量含む

区商事生理 総測 口縁部径2r..4.;:m 外面灰自制8/0～7/0) 焼成良

59 294 SD6.'i 査 器高（8.1岨） 内面灰（7.5Y4/l) 胎土密 外唇面都体ロク部ロヨナコデ平．行内タ面タキ口メ縁、部肩ロ部クタロテナ後デヨ、コ体タ部タタキタメキ．．ロ ν10以下

下層 大査か 摩書事径一 白色粒子微量含む

区画整理 事長測 口縁部径36<krn 外面灰（N3/0) 焼成良

59 295 釘065 要 署長商（2.2~） 内面灰(N5/0) 胎土やや租 内外面ロタロナデ。内面hラ当り構あり ν10以下

下層 底部径一 白色粒子・砂粒少量含む

区商事室理 移住測 口縁部径36.lkm 外面灰自制7/0) 焼成やや不良

59 296 5江田5 費 韓両（5.仇血） 内面灰白（N7/0) 胎土やや粗 外部面ヨコ体ナ部デ平、行体タ部タ円キ形メタ、内タキ外。面口ロ縁緑自ロ然ク柏ロナ、降デ灰．内あ面り．頭 1/10.以下

上層 摩郁径 白色粒子相噛造量含む

区商繋環 珠測 司縁部径一 外面民的5/0) 焼成良

59 297 回065 望邑 器商（3.9岨） 内面灰(N5/0) 胎土やや粗糠綿骨針少 外面口縁部～頭部ロクロナデ、内面頚部ロクロナデー 1/10以下

下直 底爾径 白色粒子・砂粒適量含む

区画整理 毅測 ロ縁部告 外面灰(N6/0) 焼成良
外クロ面ナ体デ部。平外行面タ体タ部キメ自然、ナ徹デ、、底底部部窯静出止し糸時切省高り打．漉内跡面あロ59 298 回065 童 録商（8.8個） 内面灰（N6/0) 胎土やや粗 1/10以下

下層 底部径l15岨 白色粒子・徹砂粒少量含む りa

区画整理 球J測 口縁部骨 外面灰（lOY5/l) 焼成良

60 "'' SD65 費 器高（10.日佃） 内面灰（lOY5/l) 胎土租 外デー函内体面錦口ヨ縁コ平部行ヘタラタ当キてメ袋内、体外部面タ頚タ部キ～後口ー緑部ロナクデロナ 1/10以下

下層 底郁径一 白色粒子忍噛少量含む

区画整理 謙測 日縁榔骨 外面灰（7町6/1〕 焼成良

60 sno SC6同 望邑 器高（9.l四） 内面灰白（町7/1) 胎主やや粗 外郎面タタ体キ郁後ヨ一ヨ部平ナ行タデタ．キ口メ縁、部同自縁然部徹ロ、タ降ロナ灰デあ．り．内面体 1/10以下

下層 底部径一 白色粒子砲植少量含む

区画整理 球測 口縁部径一 外面灰（10Y5/l) 焼成良

60 301 SI::65 費 器高（l0.8四） 内面灰（lOY5/l) 胎土粗 外デー面内体面部ロヨ縁ョ平部行ヘタヲタ当キてメ療内体外部面タ頚タ郁キ～後口ー縁部ロナクデロ．ナ 1/1日以下

下層 底部径一 白色粒子忍噛少量含む

区画整理 味洲 日縁部佳 外国灰白（N8/0) 焼成良
60 302 ＇°＇七E 費 器商（7.5四） 内面灰白（N8/0) 胎土やや粗 外デ。面内体面部ヨヨココナ平デ行ータタキメ、内外面軍部～口i縁ロクロナ 1/10以下

上層 底部径一 白色粒子砲噛少量含む

区画筆理 珠洲 臼緑郁径一 外面灰白例自／O) 焼成良

60 303 SD65 費 器高 (101四） 内面灰白（N8/0) 胎土やや粗 外か，面内体面部部ヨ分コ平的行にタ黒タ色キスメスー付内着面。体部タタキー底割近い 1/10以下

下層 底部曜ト 白色粒子砂粒少量含む

区画整瑳 珠測 ロ緑郎径一 外面灰（N6/0) 焼成良
6-0 304 曲師 望昆 器高（12.4岨） 内面灰 (N6/0) 胎土租 外面体郁ヨコ平行タヲキメ、内面体部タタキ後にナデc 1/10以下

下層 底部纏ト 白色粒子砂粒適量含む

区画整理 青磁 ロ縁部告 外面灰白（2.5Y7/l) 焼成良

60 305 母《39 椀 器高（2.0咽） 内面灰白（2町7/1) 胎士密 内文外様面を施青す磁。軸を施細、底部は露胎ー見込み郁片彫りの 1/10以下

高台径：4.3cm

区画整理 須恵器 日縁榔曙舟·＂＂ 外面灰白（N8/0) 焼成良

6-0 ''" SK3Q 界A 器商（3.4~） 内面灰白（7.5Y7/l) 胎土やや枢 内外面回転ナデa 1/8以下

寓台程i(8.2om) 白色粒子少量含む

区画整理 中世土部署 日綾部径 外面＇＂＇品、控（7町R7/3) 焼成良
60 301 SK3Q 皿 器高（2.0rn) 内面にぷい黄檀（10YR7/3) 胎土密 内外面ヨコナデー内外面ヤキムラあり曲 1/8以下

底部曜ト

区画盤理 土直面器 日嗣佳 外面黒（2.町2/1) 焼成良

60 30R SK39 受か 器高（49rn) 内面灰白（2.町8/2) 胎士やや祖 外面ナデ、黒色処車内面ヨコナデ、ユピオサエー 1/10以下

黒色土壌。 底部径一 白色粒子砂粒少量含む

区画盤窪 珠洲 ロ縁部骨 外面灰自制6/0) 焼成良

60 309 SK52 播鉢 器高（5.5crn) 内面灰自（N6/0) 胎土粗 外クロ面ナロデタロ、卸ナデ目1、3底条部1単静位止、糸8切方，向板。状圧痕ありe 内面ロ ν8以下

底部径135皿 白色粒子・砂粒少量

区画盤翠 中世土師場 口縁部径4.0岨 外面浅貧佳作5YRB/3) 焼成良

60 310 SP61 Jill 器高（21咽） 内面浅黄鑑（7.町田／3) 胎士やや粗い 内外面ヨコナデー焼成時の黒班あり，日最つまみあげ。 1月以下

下層 底部径（4.D叩） 白色粒子微量含む

区画整理 中世土師器 口縁部径（14.0crn) 外面にぷい概（7.5YR7/3) 集或良
60 31l SP67 皿 器高（2.4~） 内面灰白（2町<11) 胎土やや粗 外面＂愛ナデ、以下ナデ，内面ナデ， 1/10以下

下層 底部径 白色粒子・微椋祖少量含む

区画整理 土師器 口縁部骨 外面浅黄櫨(1町田／3) 焼成やや不良

60 312 SD62 杯A 器高（LO~） 内面灰白（1前田／1) 胎土やや粗 外部面分回的転に赤ナ彩デ。、底部回転糸切り。内面回転ナデー外面 1/8 

底部径5.2cn 白色粒子ー石英少量含む

区画整理 中世土師器 口陵部径10.0~ 外面にぷい樫（7.5YR7/4) 焼成やや木良

60 313 S田陥 皿 器高（l.9c皿） 内面檀（7.5YR7/6) 胎主やや粗 外面ヨ＝ナデc 内面ヨコナデ。内外面ヤキムラあり。 1/10以下

底部径一 徹砂粒少量含む

区画整理 中世土師器 口縁部径lO.O阻 外面浅黄樫（7.5YR83) 焼成やや不良

60 314 SD飴 皿 器高（1.9個） 内面浅黄極（7町田／3) 胎土やや粗 外面白コナデ園内面ヨロナデ。 1/8以下

底部径一 徹砂粧少量含む

区画整理 縄文土器 日縁部曜？ 外面灰禍σ5YR5/2) 焼成良

60 315 包含層 深鉢 器高（3.2四） 内面にぷい黄捜（10YR7/3) 胎土やや粗海綿骨針少
外面ナデ、沈緯1条、口唇郁弗lみ目。内面ヨコナデ、ユ

1/10以下ピ庁サエ痕残る．被熱痕残る．
晩期 底部径 白色粒子相粒適量
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所収遺跡名 所在地 市町村コード 遺跡番号 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

中木津遺跡 富山県
36ー 136ー 100414 

016202 202149 44' 59' ~ 24, 967 rrf 区画整理
区画整理地区 高岡市木津

06グ 2611 120316 

西木津遺跡 富山県
36ー 136ー 120221 

016202 202148 441 59' ~ 546 rrf 区画整理
区画整理地区 高岡市木津 0811 35グ 120316 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

奈良
古代掘立柱建物 縄文土器土師器須恵器墨書土器

中木津遺跡
散布地 ~ 

時期不明土坑中世 黒色土器製塩土器珠洲越前中

区画整理地区
近世

溝状遺構時期不明 世土師器肥前陶磁器士錘打製石

溝状遺構 斧石鍛金属製品木製品

西木津遺跡
中世 時期不明土坑中世

縄文土器土師器須恵器珠洲瀬
散布地 ~ 溝状遺構時期不明

区画整理地区
近世 溝状遺構

戸美濃肥前系陶磁器
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